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は し が き
開山大学教育学部内 ｢地域研究会｣比,報告書第 17塊として,<都市化の中の谷口村落-岡
山県赤坂町->を公刊する｡教育課程としての ｢地軸研究｣払 学部社会科専修 .専攻の5年次
の学生を対象に,地域研究の訴鼓をなすととも'lC.¥休みを利用して4泊5日の和 也調査を実施
し,地域研究の理繭と実際を体得させることを目的としている.昭和 47年度は調査対象地とし
て,岡山県赤磐郡赤卿 Tを遠んだ. く〉
赤卿 F比,保全体より見れば中央よりやや而束L/Cあたり,岡山平野の東北端に位耀している(,
昭和 28年5月,.Pv･取上村 ･贋苦附 ･徒開村の5かHが合併し,赤坂町として発足したo北吐吉
井町に,東辻楓11町L､よび和気郡佐伯町に,頗比御iTt郡部梓町/jZ:接し,南はLLJ掛 けを経てrF.]山市
'JC連なっ一ていbo束酌 Km,南北 9K叫 而砧は 42･78kiである｡
町の中央を･北;I)･ら南へ砂川が流れ,その砂川はhTの北半ではやや息な韻流をなし,雨半IjCたる
と平坦在田畑の間を緩流するとLtった祭硯をもち,町そのものが,中屋)山地と巨利1卜平野の接点'/C
位旺しているということができるO
人口!,iS村合併当時 1.419戸 7.550人であったものが,現在紘 1.509戸 5.79 6人で.
戸数姓j削 nしているものの人口は減少の傾向をたどり,過疎の波をかぶっている｡町内に′トキ校
が5校,中学校壮 1枚である.町予矧 157ま.714千円T,歳入の 55帝比地方交付税でTEか
なっているO産菜面はもちろん地業が主で,それも以前は米麦中心であったが,今は野菜 .果樹
･花木などかなり多様化している｡それとともl/C83才n50年'K仕 る25戸あった埠業姓家が.現
在で杜わずか70戸であり,このn批生家の総戸放れあまi)魂少していないのであるから,かなり
のスL='- 卜で油菜化が進んでいるということができる｡バスI-qiを利肝 ㌻れぼけ刷IJ市の中心街に
出るのJK 50分の拒雌'ICあるのであるから,降給勧告者や申稜ぎの人がふえ,雑業化が進むのも
自然の頓向とみられよう｡
◇
赤坂町紘山あり平地あり,その平地VEは秋ともなれば , こかれ色の稲が波をうつ｡まことに平
和な鍵村である｡山野紘練忙包まれ,空気比 冊故 であるC そこに住む住民は,地相的純朴さを保
ちつつ,過酸に近代化された生活を草受している｡
教育文化面から見れば.町内西経四･/絹 方後門の編塚古墳あり,多賀の西光寺lrCは青銅娘の鰐口
fc託されており,かなり机 ､時代から淵けていた土地ということができるo近代的'.C見れid:,明治
20年付近 14か村の組合立<お寺赤坂′ト学校>が設けられたのもこの他である｡現在山f6-町との
境卿こく県立虚業大学校>が退かれている机 町の教育秘境的伝統のしからしめるところであろう｡
致菅といえ蛾 中央公民館を中心として社会教育がよく設透し,その活動が活発であることもこ
の町の大きな特色であるO冷暖房つき鉄筋づくりの現在の中央公民館･は昭和 4S咋y-C姐てられたの
であるが,子供.青年 ･婦人 .老人などを対森とする娘金や学級が次々と鯛かれ,また胎内にはrEAl
it皐もあり,結婚式にも利用されるといったぐあいで,施設は 1DO解K･活用されている.このよ
うI/C公民飽満劫が活発であるのtr,i,地位 (数育壌)をは じめスタッフが充実しているととも忙.蝕
JFlがlq,力して熱心に仕邸に取 りくんでいられること'/t原因があると考えられる｡
く〉l
町内の西軽部に｢一本松｣と呼(ri'れる小部落があるoこの地名壮同部諮-行く道端'lC一本の松の
大 鵬 が あったことIl=由来し.郡詰 (催捕り15iFf.u)にも郡内の大樹として収 りあげられている｡
その一本松が今はたい01本の松の存否というようなこと)d些野であるかもしれない｡ しかし町内に
生まれ. そこで育った人たちJlCとって,一つ一つ失われていく古きもの-のIii'愁tri,すべての人けり
のいたく.rG.旗というものであろう｡
このような串柿かられ 町として町史堀張の計画をもたれ,舶娘委員を姿顕して現在その作策が
進められ机､5とこ,jである｡われわれ地域研究会払 このよう-lr赤堺町を調査対象地として取りあ
げ,7月21日から同25EIまで4泊5日の日程で調査を実施し, ここ'lC本報告LJG･む上梓したしだいで
ある｡調査内容(,i地Fj!.歴史･社会 ･経済 ･教育 ･文化の渚分.!畔IrLわたり,その結果を総合して地
域の英態を明らかIlCLようとするものであって,いわば ｢町誌｣と名つけるべき内容である｡しか
も参加者の主体性経験の伐い5年次の学生であるので.不備な点も多々あることと考えられる｡
とけいえ,この報皆･T･が町の計画である町史鋼塊に多少でも参考になりうるならばこの上ないさ
いわ1､と思うo そしてまた,町Jr-練由ある方 の々思い出のよす が, 現実兄弟のよすがとなること
ができるならばこれ'.,ここした喜びはない｡
く〉
一一 し1 -
調査'/C参加した学生諸君は真夏の暑さをいとわ1.まことによく頑張ったQそれらの謙語比今春
学部を牟貸し,大部分の者が今は数社に立っているDであるれ 教育の現場で,赤坂町調査という
食韮な休験を癌かしてほしいものであるO
;随 にあたって小坂板碓町良を姓じめとし町緯鳩0年伍 教育夢見会 ･公民飴の各[_;J;,ならぴ'/C
町内の諸方面から誠意あふれると防力をいたたいた｡ ここに心から感淵申しあげるしだいであるO
また調査期間中,町史鯛如.姿見である則武忠直 .執筒青身･青田韮隆 ･大久保爽次 .石原盛の諸氏
町文化財保讃凌月の若林太市郎氏,また町内の償楓亘也･秋山太郎 ･離床英一 .大久保径札の諸氏
からと軌力&･いただきか世掛 こなったD惇く御礼を申しあげたいO
僻に調査の作業場 ･宿泊所として, 5t]脚こわ-/(って冷房のついた中央公民細を使用させていた
だいたこと比,この上ない11-難いことであっ7rも 脚問中,時本信男教育壕をはじめとし.教育串良
会 ･公民館勤務の皆さんにはと迷感をおかけしたことが多かったのであるが,暖かく接していただ
き,心から･お･礼を申しあげたいOまIk給食セノクー の方 '々je机 少ない経費でもって栄華塵か夜食
!itのこ'用意をして下さり,われわれは三鑑三促の食jIを心緒ち'/Cして頂赦したしか ､であるO
以上 各方面の方々に心から御礼を申しあげて,こg:)｢まえがさ｣の結びとしたい.
昭和 49年 11月
l嘘 題 に つ い て
ご覧のように本報告音の和 を<都市化の中の谷口村落>とした｡教官での話し合いでいろいろ
な案 も出されたのであるが,結局これにおちついたo
谷川が平地に流れを変える,いわば川を挟んで山と平地の按する地点他 山も利用できる,平地
も利用できる,加えて水の利用'/Cも催であるということで,熊商が発生し発達する条件を備えてい
る｡加えてこの川が雨靴している掛合に比,冬比暖かく貫は涼しく.T3らすこともできる｡
上uこのようなことから.赤解け全紙田的に見た勘合,谷口捲塔の党胞した形態として肥えること
ができると考え,<谷口村講>と名づけること'lCしたo
<禰市化のrFJZ)>'r-ついてI.･-. 円本祉-['･<-のかよそが芯肺 化の迅臣にあるのだが,岡山市LR:ほど近
い赤坂町は,生活様式'[･tついて托もちろんのこと,jE1-L三の兼業化が進んだり,住宅即地や3'ル フ協
が追成されたりで,詣柿 化,D波-,a.ち,-brL;i-Aぶっているoこの渦中'rEあって- 赤雌町はこれまでい
かに発展してきたれ そして今後いかに先屈していくであろうか - という意味をこめて, このよ
うLrLかしらことばな付したわけである｡
T _._=′~-L~-I.
発 刊 に よ一せ て
赤坂町長 小 坂 頭 雄
このたび岡山大学教育学部社会科教室の地域研究功の方々'Jtよって,わが赤坂町の歴史的な変澄
及び現在の状勢を調査研究･され,そのまとめとして本番が上梓されたこと帆 学術的忙極めて有意
凝なこと-Llあると同時Iに,当町rKとっては町の様子 :亡知ることのできる･Pt韮夜文献となることと思
います｡しかも時偶 町々史 絹.味な･企図してそのd蝶 が進められている府中の当町として(･i,この
上もたい参考資料を･提供して如ける点で,大変有難く心から感謝申し上げる次第でありますO
この調充を進められるに当たって壮酷暑の折柄,.諸先生方 ･学生諸君が公民館へ戎杜民家へ夫々
分宿されて,生活の不便'/C堪えながら全く手探り娃花!)の苦労を重ねての調瓦 或はその後何回も
本町を訪れての補足調度.引き続き鮭P糾免租tP:至る長のと苦労は凍するに依りあるもので,衷心敬
意を火しますOそれにかえ,当町としての受入体制が不備JT市 届さで.tl不放免･かかけしましたこ
とを軌.･Rび申し上げます｡
<都市化の中の谷口村革 - 岡山県赤坂町- >,rt,B か発刊されるとのうわさが伝わりますや,
町民の方 か々ら既に-jI,約の中込L7,1が殺到している牡頓でありまして.赤坂町の歴史と現状を知る最
初の資料として多大のパ耶‡が寄せられています｡このことは諸先生方や草生諸潜にせめてもの慰め
となP)欣びとして就けるのでたしないかと思っています｡
撫辞意な尽くしませんが,成矧称乞亘ると労皆を他び発刊を心からか祝しお礼を申し上げてと挨
拶といたします｡
昭和 49年 11月
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第 1章 赤 坂 町 の概 観
1 赤坂町の位置 ･広は う ･地勢
滴 坂町tt,岡山舶 沖 央からみて●やや南東酌 に,赤盤郡のほほ中央忙あり.東経 1日 057I
〟 〟 0 / 0
5O -,5492128 ,北即 . ‥ 2`e-34 51157h'(国土地理院発行2万5千分
の1地形図より計測)に位耽する｡行政区画からみると,北部は赤磐郡青井町忙,束部は和気郡佐伯町
および赤磐郡熊山町に.南部は赤磐郡山防町に,西部は脚 郡御沖町に,それぞれ併接している.岡山
市中心荷化 ,殊遇岡山実作銀に上って.LLJ船町を樫て,年で約50分の距離であり,開山市-の通助圏
内に入るといえよう.
撤面萌は42･78上J(昭和45年岡山3t市町村勢晋鷺による),東西約4K.I,南北約9Kmの拡が少を
もっている,
盲傭福原の南魚近くに位置するのT,地券比,大敵 は小起伏山地か ､し比丘駿地であって. 5007W
を越す山地は見当らなしヽ これらの山地･丘陵地は.ほとんど花尚岩よりなり,他IKtt,洪凍韓屑が.
花脱岩をかおうところが,ごく僅かみられるに過ぎか ㌔ 北から南へ 砂川が耳流し.花尚岩の山地 .
t句んだ
丘陵地を下刻して,秋谷な谷底低地をつくっている｡赤坂町の中心典落牡,南部の町苅田であるが.こ
こから南は谷が広け.沖穣低地が拡がるが.絶どなく,山隈町の町域となるO町苅田は,砂川沿いの湊
口集落的性格をもった.地方商業の中心地 であった｡とこに,旧赤坂郡役所があったことがある｡
1
低地払 全面恥 '言程度にすぎない｡赤坂町の位社は･書井川と旭川との中間VCあるが･7k系からみ
ると.全地域が砂川流域に属している｡
気候払 瀬戸内型気候に成し.温暖で比較的冊天日故が多い.
1
赤坂町の自然的土地条件を大づかみにするためK･各種粂伽 区朋 u両断 丁朽 ｢ 岡山県土地分頻
回附属ヂ亨科 (経済企画庁総合開発局.昭和49年)からぬ色だすと.次の表の通りである｡
衷 1- 1- 1 赤坂町の各種自然条件区分方l価胡 単位〟 (四括五入)
標 高 区 分 別 面 積
0′〝 I100,〟 2DO〝 , 408mJ ldOOカー 800〝ー 1.Ot】UTn 1.500桝 主を河川 合 計
100〝r -ZOOM ^ 00u L i～480桝 ～800桝 -1.000T -1.5UO 湖 沼一ヽ■′
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傾 斜 区 分 別 両 横
0 05.-8 0 08-15笹 T;言 語 0 050-40 040.I 主な河川湖 招 合 計
-I:-. :-=17 1 i=1 一二 三 二日圭 ∴ 二1-:I
l
r
表 層 地 類 区 分 別 両 横
こ同 結 堆 横 物 固 結 堆 餌 物 火 山 性 岩 打 深 成 岩 その他i
喋砂と 砕計傑 抄 極 珪 輝 石 計 火 派 安 】l計 荏 皮臥鶴 珂
L一15 練 山 故i.I 山一▲｣ 琳 れしヽ 川
と 半占I 膚 賀il 顔灰.岩l秤屑物 岩質 石質LJJ 岩質石 岩質 潤宿
1莞I土 L堅 岩 岩 l岩 ′ul石 岩石 香石 岩石 など
土 塊 区 分 別 両 税
栄 熊 ｢ 掴 ポ 蘇
熱 求 也莱 卜● 戟
ク 林 ゾ 負
土 土 士 ノレ .土
褐 釈 ク' ~ー｢- ~舵
色 也 ライ rP7-.
低 低
也
土 士 土 土
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2 赤坂町の沿 革
赤坂町払 昭和28年3月1日‥鳥取上札 軽部村かよび笹岡村の5村が合併して拒生した.
さらに昭和51年9月50日,布部美村の1部 (淵ケ殊地区)を編入して,現在に至った.
合併した各村の沿革u,岡山県市町村合併話によると,次のようであるo
旧鳥取上村は,大化改新の亀 備前国赤坂郡に属し.郷里肌の確立により.&取郷VC舶入された｡
平安後鵜 荘園の発達に伴い,鳥取笹として荘園化されたO鎌倉時代は,備前園守番8,土肥,佐
木々見 南北朝時代は松Efl.赤松氏,室町時代は赤払 山名,浦上氏等の目まぐるしい争奪が行わ
れたo近世に入って字音多,小早川氏の儀するところとなり,江戸時代'JCは,池EB氏一族の支配に
属し,明治維新となった.当時,この地払 幡寺山 (もと嶋村).山口,由酔生,西窪田,東銀
臥 大苅乱 町苅田の七村'lc分かれていた.
明治4年7月廃藩腔県により岡山県に属し同年 11月,大小区の設定rL伴い幡寺山村及び山口村
は,第24区2番′J､区に.町苅LH村.大苅田村,兼良田村.商連田村,由津里村仕第27区 1番′J､
区'P:属した｡明治8年 12月27日幡寺山村と山口村は合併して山口村となった｡明治 10年 11月
区務所,戸環役場の設既に伴い.山口村は西中村の第2戸撞役場,他の5村は町苅田村の第5戸艮
役場の所緒となった｡明治11年9月郡区町村鮎刑法の施行により,各村に戸長がせかれたが,
I 明治 1 4年迎合 戸長役海綿IJ鹿がとられ,山口村仕方等村の第4部戸艮役執 他の5村は町苅田
村の策7部戸艮役場の所轍となった｡明治22年町村制実施の晩 旧鳥取笹は5分されて1部紘萌
山村となり, 1部は高陽村となり.残りのdケ村が,8枚上村に集約改称された｡
旧慣部村は,もと笠寺山 頗捉瓢 丸断弧 南佐古軌 北佐古田.今井,出産,多鼠 酋AIlflJJの9村であ
った｡吉備分国把より備前Bil赤坂郡に踊L,軽部郷となった｡盲単記に｢為木梨之軽太子御名代走
唯部 ｣とあることから.軽部郷は允恭天皇の皇子,未発妊太子のために設けられた御名代の地で
あったことが知られるO平安後期払 腰部荘として荘園化されたが,その後 多% 山嵐 嘗禰ILI
の地域は笹原荘と呼ばれた｡鎌倉時代は土肥 佐 叔々 声の後松田,赤抱 山名,滞上氏の支配に
用し,近世には,字音多,小早川氏の髄するところとなり,江戸時代には池田氏一族の支配が続き,
維新となった｡
明治4年廃港値原により的山原に属し,酉軽部札 笠寺山村.東軽苦附 .南佐古田村,今井札 北
】 佐古田村及び多子附 qi,第27区2番小区に,出足村及び菖蒲山村比耶 番小区に区分された｡明
治8年12月27日菖蒲山村及び出屋村を多発村に合併し.笠寺山村を西軽部付に合併した｡明治
10年区蛎兎 戸長役場の設置に伴い,各村とも町判田村の第3戸表役場の所管となった｡里11
年郡区町村編制法の施行に上り.各村忙戸長が除かれたが,明治14年連合戸長役場制度がとられ,
-一五･-N
東嘩私 西我執 再任古田,北佐古田,今井.多賀の4杏樹の区域を所轄する第8部戸長役場が今
井村忙置かれた.明治22年4月1日町村制実施の際,A帯村が合併して軽部村となった.
旧荘岡村払 もと小風 坂私 怨分,想分村のうち同村下分.大屋,正沸寺 (もと正沸寺山),
山手の7村で,備前国赤坂郡に属し, 慣部細に編入されていた｡平安後軌 この地も軽部荘となっ
たが,その後.大屋村の地域は在原若と呼ばれていた｡鎌倉時代は,土肥,佐 木々氏.その後 松
田,赤札 山名,浦上氏等の支配を経て,近世に仏 字:蕗多,小早川氏の領するところとなり.江
戸時代には,池田氏一族の支配が続いて,明治維新を迎えた｡明治4年原滞置県に伴い,岡山県に
崩し,各村とも第27区5番小区に区分され-/,_｡明治8年 12月27日,正滴寺村を大屋村VC･合併
し,惣分村下分を惣分村に合併した｡伺 10年区務所,戸凝役場の静匠に伴い,町苅田村の第3戸
畏役場の所管となったム明治11年各村に戸長が足かれたが,同16年連合戸長役場制度がとられ
態分村の第9部戸凝役場に属した.,明治22年6月1日町村制爽施把より,′J､風 坂辺.憩分.山
手.大屋の5筒村を合併して笹岡村となった｡
なか,明治55年赤坂 磐梨,両郡を併せて赤磐郡となった.
第2次大戦後,地方政治の進展と,それに伴9町村財政の窮乏とに関連して,町村合併の要が称え
られるt_うになったo昭和 24年,シャク7'税制常査使節団の勧告の中で,町村合併の必要性が強調され
これが合併の気運を商める1つの契機と在った｡やがて町村合併推進-の法的措置が荊ぜられるよ
うになり,昭和28年VCは町村合併促進法が公私 施行されるに至った｡
ロ桝ロ27年,県仕町村合併の楯兼を打ち出し.5箇村の合併が適正であるとして,その推進方を
軌奨した｡これPltより閏Ivf.村の合併気運が高潮し,昭和 27年8月 14日,関係相島 助役,識見
副議長ら'K,赤磐地方沓務所長を加ん 鳥取上村役場に金合し.合併風韻会ならびに各村缶に合併
促進香魚金等を設旺することを申し合せた｡同年12月25日窮 1回合併協盛会が笹岡村役場で開
催され,各村とも大体合併を進めることIjr意見一致し,その後 肢請負を重ねて単価を進め,盟 2
8年1月51日各村は議会を聞き,いずれも満場一致で合併を認決し,続いて2月5日合併申醐番
-盟,<1:Lb.燭 台の議決Li:経て5月1日,赤坂町の鮭生となった｡
新町名選定の理由は,旧赤坂郡の文化の発祥地である赤坂福等小学校跡に設立された赤坂中学校
を中心として5掛 寸の合併気連が醸成されたこと'JC鑑み,赤坂町が選定された.
旧布部実相大字合田の淵ケm･地区は,赤坂町の北部に隣凄し.古くは笹原荘坂辺の 1部であった｡
明治22年の町村制施行に降し,布部美村VC吸収されたが,水利組合,社寺等比何れも坂辺部落と同
同一であり,笹開放性を利用し,E]用品等も,坂辺部落に求めていたQ昭和51Jifi 布都美村,亡
磯村の青井町合併問題が進展する忙つれ,滑ケ原部落は,赤坂町-の合併を希望したため,昭和51
年5月25日'布部糞村iB会忙糾 ､て,議決され,同月25日,赤坂町忙対し,淵ケ原地区の編入合
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併の申し入れがあったOその後接渉をまねて8月5DEl,関係町村の議決を行い,合併の申請手蔵
を経て昭和51年9月50日納入合併を施行した｡こうして.赤坂町は現在の町域と在った.
合併･編入各村の面積･人口は次の通りであった｡
鳥取上村
礎 部 村
牲 開 村
布和美村
淵ケ原地区
12.55血点 559地帯 2,970人
1d･DOkj 488世帯 2.50占人
目 ･5 ki 5占4世帯 1,854人
(以上 昭和25年国幹鴨変による)
1･8ki 24世帯 115人
(以上 昭和 50年国単純壷による)
3 赤 坂 町 の 現 況
(1)人 口
赤坂町の人口払 昭和45年の国勢調査によれば, 5.8占4人 (男2,820人,女5.044人)
である｡世帯数壮 1.414であり, 1世帯当りの平均人数姓 4･1人となる｡人口密度は157･1
人/kjで,岡山ifli<の郡書紀)人口密度121･1人/kiK柁べて,ややか ､｡ (昭和47年5月51日
現品 住民基本台帳によると, 5.775人- 男2･728人,女iO47人, 1.481世借である｡)
折二次世界大概後の,昭和 25年国勢調査当時,赤坂町には,7.550人が居住していた｡そのこ
ろをピー クとして,大都市-の人口流出,出生児の帥 忙よって,赤坂町の人口は一途に滅′J､なつ
づけ,現在では25年当時の80啓を割る忙いたった｡幼齢人口の割合あ低下,入口の老齢化が著
しい｡ただし,町内一様に減′J､したわけてはなく,南部の平野部では,岡山市'K比較的近いし,町
営住宅の確執 鹿投薬武臨場の誘致等もあって,減少遥壮少なく,ところによっては増加をみたと
ころもあるが,北部や,福原上の典藩では滅,J､革も大喪く,車家離村もみられ いわゆる過疎化現
象が遊行しているところがある｡
産業別就業人口の比率は,次表の通りである｡弗2次･第5次就業人口の大半吐岡山市などの町
外-通勤している｡
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表 1- 5- 1 赤坂町の産業別洗薬人口比率
(昭和 45年 10月1日国勢調査)
捻 数
5,597人
5次産業l 第 1次産業 第 2次産業
(2)産業 の現況
小) 第 1次産業
赤坂町の基幹産業は,いうまでもなく,米作を中心とした渡菜である｡絵世帯数の8割近
が鹿家である｡しかし,捷家戸数比年々減少してA-1り,特に碑茶腹家の減少は著しく,釆菓鹿家へ
と移行し,成業に従-I1するものは,老人.卿女子が多く在っている.
表1- 5- 2 尊 .米菓別姓家戸数の変化
t 家 戸 数 専 業 鹿 家 窮 1種兼業農家 第2種兼菜鹿家
1.211 825 5占2 224
1.202 500 418 284
1.142 281 450 451
(岡山煉市町村勢賓覧による)
耕地や 約8割がEBTあ｡,良知 米が生産細 る｡榔 酒和 親 架として知られている｡米
以外では,かつて杜柏が栽培され 赤坂白木桐の産地として知られたが,明治中期以後かとろえ,
現在は果樹 (梯 ･ぶどう)の栽培が盛んになってきたbまた.澱近では近郊疏菜園芸も増加してい
る｡
林業は,林野両班が町両群のd5多を占めるにもかかわらず低調であり,造林-'il菜も減少する傾
向'jCあるoしいたけ栽培.くり生産を除いて,みるべきものは少ない｡
衷 1- 5- 5 赤坂町の袋林薬統計
(昭和4d年岡山県統計年報による)
｢一一 出家教一■-第1稗兼業出家 第2種光栄良男
■-
l
盤 林 業 就 業 人 口 (18才以上) (昭和 45. 2.1)
* #
経 営 耕 地 面 桝 (昭和 45. 2. 1)
姓 産 (昭和48年)
∴
畜 産
用牛FJ肉用牛
還 二見
姓 畜 産 租 生 産
? ? ? ?〓
?
?
??…
叫~I｢1-夢
林 業
(昭和47. 2. 1)
採卵鶏140戸
15,50口羽
(昭和 46年)
(昭和45. 2. 1)保有山林 面積
宗 一~-Ⅶ完｢一言1 ｢ ~訂｢-80OhaJ75ha
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(｡)第二次産業
赤坂町に所在する･9某所帆 昭和 45年調べで,51番業所 (内訳 :食料品救遺業占.繊維
工業占,衣服その他の撒練製品製造業 4.木材 ･木判品製造菜占.出版印刷 ･同関連産業5,窯菜 ･
土石製品製造第2.金属製品到達集1,一般接械器具製適薬2,捕密機械器具製造業 1),その従
焚者 5DA^ .その出荷額67.145万円であるOそれらのうち成大半は従発見数 20人以下の竿細
企第であるO鉄道蛤送に不便なこと,=莱用水が得にくいこと･附近把工業地帯がないことなど,
大規校な=溝発展Vr.は不利な立地条件にあ.aので地場丘林産物を主原料とし,大丑の工業用水を必
要としたいものに限られた｡しかし,描近忙おける交通の発逮 工場の地方分散等Ijtよって,将来,
企業進出が行われるものとの予測もある｡
ぐう 第三次産業
赤坂町の店舗数杜.近年漸増の傾向にあり,昭和47年IJC吐 100店を越した｡そのうち.
飲食料品小売業が1/ Sを占める.しかし.架細を家族的経営のものが大半であり,飲食料品 ･燃
料などを除いて,岡山市の商店鶴に,町民の僻見力を奪われている｡
表 1-5-4 赤坂町の商茶統計
L
昭和 47年5月1日
日.__一.｡ー ● l脚 売 潔 ′J､ 克 菜
T 去丈 8 85
十5- 戟 19 一 211
版 請 碩 7.000万円 75.20u万
昭和44年岡山見統計年報より
(5) 教育施設っ術生施設など t
教育砧殻としてR,中学校 1 (赤坂中学校),′ト学校5 (石相小学校 ･凝部小学校 .Jh'･岡′｣､学
汝)がある｡保育施設として,石相保育鼠 (:3山保育阻 腰部保育鼠 樫部保育閤笹岡分間がある｡
社会教育は,赤坂町中央公民館を中心に.幅広い尋繋が活頓に推進されている｡
医嫉機関として帆 一般診療所7,歯科診療所 2があるO
上水道は,昭和47年で普及車 58東に在ったれ 80外の普及を目途に,計画を進行させてい
る｡
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第 2葦 自 然 環 境
1 花樹 岩 の山地 と河谷
赤坂町は吉備高原山地の東南部に位虎し,中央をほほ南北に即流する砂川とその支流によって開
折をうけてvlる0本町の山地には500Tnを越えるものがなく,岩神山(240Tn),牛神山(料
280m)などが高い方である｡南から砂川を書かのはって赤坂町にはvlると,山陽町から連続す
る沖横地は町苅Elまでのわずかを範囲にすぎをyI｡町苅田は谷口集落であって,それより上流は谷
比せばまり,谷tR:沿って100TL級の丘陵状の山地が_L並び.その外側の町界付近を200Tn級の山
地が振どっているoそして速 く北に一段高く連なった 400Tn板の山地をみることができるo
LXJ2- 1- 1の塵横切峰面凶でも,この 100m轍の山地と2007花板の山地,そして,赤坂町
の北の吉井町に広くひろがる400Tn級の山地を明雌に訳みとることができる.この図は幅500
Tn以内の谷を埋めて描いた塊柿切峰画餅で,畏血をうける前の地形の概略を筏元したものとvlえよ
う｡この図から, 1007n～ 28OTZ, 2801,∫- 4007Lの斜面は比較的急峻であり, 1D0Tn
付近, 2□0T花付近, 400Tn付近にそれぞれ鮒 斜面があり(これらの援傾斜面をそれぞれ10D
T7L面, 2D0m面, 400Tn面と呼ぶことt′こ十る),吉備陸岸準平原が南に階段的に低下している
⊥うすが読みとれる｡ この階段的低下を断面図であらわすと図 2-1-2のよF)になるOこれは
25.000分の1の地形図に｢辺500mの方ERモかけ,一方眼内にかける最高点を読み,南北方
向の値を教本幽化したものである｡ 1007n面吐定高性をもつ丘陵の山横で,出宴,酉磨部,南佐
古田あたりを結んだほほ三角形の地域内に多く分布し,大池 (大苅Ef]の東 )の付近の丘陵もその南
の連続とみられそうである｡200m面は失敬,向庄,山手,′｣＼野地 (吉井町 )75どの地域にみら
れる山頂付近の援斜面で,砂川の谷から急な攻遇をあがりきると,視界がひろがり,波浪状の起伏
の高原となっている｡この高原上l′こは典簿が散在し.畑地がひろがっている｡ 4001TL面は吉井町
の仁堀の谷の北にひろがる高原状山地援斜面で.赤色化した士に かかわれてVlる｡ 4DDTn面と
200m面とは吉井町の仁堀から東徴北に漣る谷によって-だてられてレ､る.この谷は断層細に約
う谷である.谷の形成En:断屑迎劫がかかわったか壮明吋で拭7frvlo 100Tn面は 200Tn面の地峡
に入りこんでいるので, 200仇面の削刺低下に上ってできた呆時面とみるほうが1さそうである｡
本町の地質比角閃石鼎等母花樹岩が大半を占め,ごくわずか,旧河床の堆棟屑と思われる鞭層が
散在している(囲 211-3 )｡この辞屑壮 2007L面上にのるものと100仇面を刻んだ谷を埋
めるものとがあり,両者はその位憩かエび層相からみて異時の堆棟 と考えられる｡後者は大池 (大
一_9-
図 2-1- 1 埋横切蜂面図
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図 2- 1- 5 地 質 図
iT]田の火)の束の横屑と接続するもののよう
1.仁考えられるので,その当時の水系を潔層'K
よって復元することもできよう｡
花樹岩は風化(A:対して穣端に安定な鉱物一
石英と不安定を長石,黒畢母とが造る均質な
等粒状の岩石である｡これがはなはだしく風
化すると,ルーズを団結度を失なった砂状物
賓 - 俗に其砂 (マサ )となるが.これは成
分銘物の相互の位伍は変らないまま,力学的
に闇結鹿を失なっている｡ポーリングや弾性
波地下探査によると,花嵐岩は日本の多くの
他方でvlずれ も地表から100TL,ときに仕
それ以深紅までマサ化してvlる｡このような
深部風化払 おそ らく岩休を分割する節理や
破砕帯にそう地下水の作用であろうO風化は節理から次第に造山鉱物の微細を割れ目に及び,鉱物
の変質,細分と進んでゆく｡中で も,斜長石は化学的に風化に敏感で細分化しやすvl｡,%芸母 も鉱
物自身の密智を引き起こしやす.ハ｡ いずれくn:しても風化すると壌ず岩石全体がやや褐色気味となる｡
これは魚S'母から鉄がしみ出してきたためで,次にある特定の方向に小さくブロックとなって割れ
やすくなる.しか し単一粒子としてはぜた'遜如 しをいO花樹岩の肌がザラザラになる段階でも-ン
7 -ではまだ割れfEい.鉱物的には粘土鉱物化がナナむ｡やがて,単粒子化してバラ′ヾラとをり,
手でも砕 くことができるようにな り,垢後に砂状とをi,12
本町でも花樹岩(･iはなはだ しく風化され (写実 2- 1I 1),全 く砂を凍み上げたような状態で
あり,それがパットランド化してVlるところがある｡また写真 2- 1-2のように.マサ化した屑
の下('Cマサ化していない塊状の花樹岩をみることができるところもある｡このようにマサ化した花
梅岩の採集が本町のV,たるところでみられる (写真 2- 1-3).しかし,山肌があらわれたとこ
ろは比較的少な く,山地はほとん ど松や雑木でかかわれているので,近年はマサの崩壊による禎器
は多 くはなかったようである(写真 2-卜4)oLか し,昭和 47年 7月の集中衷雨によってマ
サの朋嬢による被譜をみた｡ある場所では.崩壊 した-?サが道にあふれた｡写真2I‥ 5はその
道を#.めた朋壊土砂をとりのぞV,た慮後の ものである.,植生が衝であれば,その地域は一応安定し
てV'るとV'えるoしかし,切削わ,あるいはマサの採娘などER:よって地肌をあらわした風化土層壮
侵蝕に対する世抗が弱く,降雨により表面が洗vl流され,長雨.粂中豪雨をどにより大 きく崩壊すib
-12-
写 其 2- 1- 1 風化土Fd
薙部まで風化さIlJl･ドラン ド化している.
写 兵 2- 1- 2 合有山 DJ 頭
上部が風化Ji,下部か未ELTヒ眉O断層も走っているo
-ー15-
写共 2- 1- 5 マサの採鵠
出足付近の採娘現場｡ こういう風食がいたるとEろIjtみられる｡
写先 2- 1- 4 惣分 の山 並 み
相生が酢 ではげ山はみあたらない｡
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写在 2- 1- 5 土砂崩 鰻現場
風化した山をけずってできた追hたえず土砂の崩廉の危険がある｡
一度,鯛擬の途をたどるとなかなかもとにけもどらないo風化土用引n=中心河川の発連による谷eI)進
出がはじまると地表が急速に削られ ′ヾッドラント化L,植生'Z)付着も妨げてはげ山と化する｡人
による地肌の描出は,花t韻岩山地解体に拍車をLゝ汁るもV)であるo無秩序を破壊は蹟凍!Jでvlせしめ
かすれば.大き75:災害をもたらすであろう(,本町では対兼の 1つとして,土砂の流出を防 ぐために
砂防ダムが惣分川上流,佐創 ILヒ流,森川上紙17.とKTA設されている (写兵21 1-り O
#tLふi岩の山地は,花崗岩の節理や所Jt紙 上の鴨出忙気正された地形を示すことが多い,通分川上
流の山中IKは花樹葛の智塊がみられる｡鞍 Lt2 1-7は節理虎がわからず円形lJC近い岩塊である
那,軍拡2-1-18の岩塊仏師矧桁が城ってか1),喪面は榊らかである｡水系団 (図2- 1--A)
をみると,本町の北と戚あたりにbJT頒あるいLL防御 こ治うと思われる直線的た筑 あるい(ri河がみ
られる｡それらの方向払 油壷した怖鞄の 方 1,丁とだいたい一致するようである｡一般'lC,花樹岩山
地虻その節楓 断層忙伯う谷が先通しやすいO
砂川壮これらの山地から堆秋物の補給をうけ,下姉部では河床に砂が堆桁している｡源比吉井町の
太田池付近で,山地を下刻して谷を形成し,町苅田下流から谷が大きく掛 ､ているO他山市の土手
根 付近で首聞JHと合純し,海へそtlいている｡
河床林断面形(図 2I1-5)をみると,さに河床勾配が変化し,平滑走櫛断面形i_･中断してい
るKnickpoint (遜急点 )を判現するととができる｡太田池付近と町界付近の2つで,町界
15 -
付近のKnickpointでは岩盤が尭出し,早瀬になってV,る(写寅21119,2-1-1D)｡
Knickpointをすぎると河床は巨顎が目にっくようになる(写真2-1-11)｡喋は下流
にV'くにつれて小さくなり･坂辺付近からは紗が大勢'i_･Lめるように,{るo現在,収 も侵蝕の盛ん
なところがKnick point･付近であることはいう寸でもをVIo砂川と向洋の山地の噂式図を示
すと凶 2ll-6のようL/Cなる｡この怪Jから沈みとれるこの地域の地形発達は次の上うに二考えられ
ようo① 2UOmqu-の形成 (Lxj中t'JA ),旬日触基軸面の低下による 1DDTn面の形成 (懐中O,)B),
③再度の捜蝕墓碑面V)低下による谷の形成 径)その布に確屑が堆椀 ⑤その喋層の下刻による現在の
の河#底地の形成 〔国中UJC),町押付irLの海抜 1007nの高さO-JKnick poirltは 1087n
面のll刻に伴ってつ くられ 次号削 こ現在の位筋になったものであろ う｡
引 用 文 献
(1) 金 子 史 朗 (1972) : 地 形 図 説 Ⅰ 55
(難 波 英 子 )
′
′
'1･i束 2-1- 6 惣分川上流の砂防ダム
釧叫ダムは妙の流出を防ぐO
-16-
写兵 2- 1- 7 束汎化の岩姐
節理面がはっきりLない丸い占塊が池分の山中J.I-Cあった｡
写 兵 2- 1- 8 未 見化 の 岩塊
. 布鞄面がほっきりした人昏丘岩塩が凪化.qiに洩まれている｡
一一17-

写 3't 2- 1- 1 1 砂川
Ⅹnick poirlt すぎると巨棟が河床を
埋める｡
-19-
図2-1-4 水 系 図
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2 山砂利層の分布
(1) 喋層 (山砂利層 )分布
赤坂町は,地質構成の上からみると花樹岩がほとんどであるが,vlわゆる山砂利と呼ばれている
棟層が.わずかに点在する｡ (図 2-211)これらの帯層を,分布地の地名をとって,それぞれ
(イ)堀切棟層 (ロ)山手嘩層 レう今井棟層 肖野間峠南部申層とよぷことにする.それらの喋屑の概略
を述べると次のようになる｡
(イ)堀切鞭屑
地質調査所発行 5万分の 1地膚図周匝図倍によると,準平原形成以前の河川堆棟物として記載
されたもので,これと同様なものは吉井川WL竣 (周距図備中)のあちこち(,-C分布してVlる｡標高
240- 2507花の山陵上にあり.風化作用を強く受けてかな り粘土化した傑層である｡花樹岩の
碁盤上に堆棟しており,全体的に′｣､さを確で柵成されてVlる｡餅質比花樹岩を壬とし,流紋岩,石
英斑岩,古生層粘板岩などであり,直径 10L7,以上の巨鞭はほとんどみあたらない｡
(ロ) 山手確層
標高200Tnの山稜付近にみられ,層厚 さTRで堀切地域ほどではなvlが,かなり嵐化されてVl
る｡粘土質で花尚岩を主要傑とし,流紋岩,砂岩,石英斑岩を含む｡鞭は大きvlもので直径 25nI
程度のものがあるが,全体的に比小さいo
H 今井喋層
今井から大向の道路べ り忙蕗頭がみられる｡標高 50- 70Tnの地点(,r位惣し.直径 50m[以
上の花踊岩巨裸が,わずかであるが硬層に混在してvlるo全体的に大きを硬が多V,｡硬質(,1花樹岩
を主要傑とし,流紋岩,石英斑岩,古生層粘板岩などであるo
(j 野間峠南部嘩屑
野間峠の南の,赤坂町と山船町の町界凍打かけて分布する.標高40- 88tnにあり,巨鞭を
多く含む.馬頭部分にみられるように .かなりO噂TFがあるo花樹岩を主要畔とし,流紋岩,千坂
岩,砂岩,古生層粘板岩,石英斑岩売どを王を鞭官とするoこの鞭屑は近藤晋-によれば.熊山町
矢田から西にかけて広がる熊山町冊層群V:J一部にあたる｡また.岡蕩^ (1959)は,野間峠か
ら東軽部にかけて傑屑の存在を記職し, これを宮口襟層 (赤坂喋層群 )と呼んでいる｡
(2) 摸層の比較
前述の 4地域の畔層を (a糠 の風化鹿 Oj)幹Q')円形度 (円唐慶 ) (C)傑屑の高度 (a)喋の飽匪分
析の4つの観点から比較し,各帝確の特徴をきちに詳しく考察する｡
E-l5-
■~
I
間 2- 2- 1 嘆層 (山砂利層)分布
斜顔部か傑層 (山砂利僧)の分布舵臥 等高線(I-i.切袈面のもの
イ:堀切棟屑 ロl,山手瞭屑 -:今井傑眉 -:野間峠疎層
(a) 疎の風化鹿
硬の風化慶を述べる場合,何を基埠とするかが問題であるが,ここでは疎のもろさという点に
基狸をおき,風化度を次の5つの段博にわけて考えてみた｡この段階LriOlller(19a5)に
よるものである｡
1. 新鮮,-ンマ-をはね返す｡
2. -ンマ-で容易t'E砕ける.
5. 疎は一蹴 り(長 ('つで )で砕 くことはできるが手では無理｡
4. 岩石は手ではばらばらに砕けるが水で仕分解したvlo
5･水線状皆で崩れる軟岩｡
かなり大まか夜区分であるが,こvJ5励堵区分Z,Cより樺の風化度を調べ,表にしてみると表
2-2-1のようLnrなった｡
'* 2-2-1
各棟層にかける鞭の風化鹿
傑 層 風 化 度
(1) 堀 切 傑 層
(.]) 山 手 鞭 屑
(Jう 今 井 傑 層
(j 野間峠南部瞭層
5 ～ 4
2 ′ー 5
1-- 2
1･- 2
注,0111er(1965)の5段牌区分に上るO
堀切疎層の軌i手でばらばらに砕けるものが多く, 4地域の中では一番風化がすすんでおり,そ
れに対して野間峠南部傑層は新鮮で[･15とんど風化吐受けてV,ないo風化作用を多く受けているほど
古い鰍肩であるとvlえるならt/A:,曙の風化鹿は辞層の形成期を推測する手がか りとなる｡
(b)襟の円形度 (円磨鹿 )
棟の円形度と払 轡の輪郭がどe=)くらvl円くをってvlるかをあらわすものである｡今日鞭の円
形度を表現するのにWad_ellの方法とt,A. nnllleL1Ⅹの方法とかが利用され,数値に こり円形
慶をあらわしている九 位者は,W,a,ltrumbeln が Wad･ellの方法による円形度を簡便に
求めるためにつくった｢視察のための円形乾固｣'?_･利用して分類することにした｡確は粒径 52相
以上を使用し,堀切聯屑,山手確聞,今井鞠ndの 5地域のサノブ ルを調べ,各顔屑の疎の円形鮭を
表托してみた｡ (表 2-212)
-i5一･
LF
衰 2-2-2 各棟層における確の円形慶
一 棟 屑 円 形 度
(1) 堀 切 傑 層 0.7～ 0.9
(p) 山 手 喋 層 α5～ 0.7
〔t)今 井 鞭 層 0.5- 0.4
注,Krumbeln ｢視察のための円形庭園｣(n:よる｡
(C) 傑層の高度
赤坂町に分布する各棟層が,どのくらV'の高度に位思す るかを, 2万 5千分(Jlの地形図か
ら読み とり,その位際を堀切地域から野間峠へかけての快断面図に囲示した. (凶 2-2-2)
表 2-2 - 5 各硬層の高度
傑 層 高 変 (nO
(イ) 堀 切 確 層 240～ 25D
佃 山 手 蹄 層 19D～200
(Jう 今 井 蹄 層 50～ 70
F)野間峠南書冊 層 40～ 80
(a) 喋の粒径
堆棟物の粒径を調査することは,i蛾 や堆棟と営力の牌係を網べる場合に重要75手がか りとな
る｡そこで(イ)堀切喋層 (｡)山手傑儲 け今井傑層のサンプルを¢尺度 (Phi-scale)を用いて
粒径分析し,その累加曲線を描いて各棟屑の特徴を考察することにする｡各棟層の粒度分析結果は,
図 2-2-5に示す｡
表 2-2-4 粒径と¢尺度との関係
粒 径 (叫 め 粒 径 叫 ¢
44 - i 1 D
52 -5 0.5 1
ld -4 0.25 2
8 -5 0.125 5
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図 2-2-5 各確層の粒度分析結果
a:今井帯層 b:山手嘩層 C:瀬切傑屈
粒度分析にみられる各傑層の特徴をあげてみると次のようである｡ .
(イ) 堀切嘩屑
サンプルは 5･1kg.粒径 2- 4qqの′｣､襟がわずかに多 く ,他はほぼ平均 している.粒径 52JrhT
以上の大確はあまりたい｡
(∩)山手疎屑
サンプルは 8.5kyo粒径 52T7JR以上の樺と粒径 2御商後の細硬の頻度が目たって高い｡堀切傑
朋と比べてみると. 52孤研以上の大礎の頻度が高く逆 167W前後の申嘆の晩変がわずかI/E低いれ
累加臥はは堀切傑層のそれと類似する.
(,.) 今井傑層
サンプルは 5,7kg.粒径 52仰以上の大津の朔産が僻に高い｡粒径 2BTX以下の冊はあせり見 ら
れず,全体として大帝が多い.
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瀕御感周
J1号凍R
射 線周
L宝ト 2- 2- 4は,棟屑の大まかを
粒鑑の比故を試みたものである｡堀
切横柄と今井傑屑仕かなり異なった
嘆の割合をみせることが判明する｡
日 a 口b 田 C
図 2-2-4 各畔層の粒度の比較
a:粒径> 1dJJr
b:粒径 1A- 1m
c:粒径く 1m
以上の的査患巣にもとずvlて.赤坂町の珠健はj(きく,2種類に分けることができる｡それは堀切
裸層,山手鞭層など赤坂町北部の標高 20ロー 250mの山稜付近VC位既する裸層と,今井堺層.
野間 峠 南部畔層を中心とする赤坂町南部の原高政 1a,nの高さにある裸層である.か り忙前者を
赤坂町北部疎層群,後者を赤坂町南部帝層辞とエぷことにするO
赤坂町北部疎層群と赤坂町南部裸層群は,高匿(,CL･いてまず 10OTnもしくはそれ以上の葺があ
り.また風化慶にかいて も差異が認められるDすなわち北部鞭層群は風化度が高V,が,南部玲層群
の襟はまだ新鮮を裸が多い｡これはサンプルを野層の荘頭か ら採取したため確実をデータとはなり
に くいが,ある程産の信頼性はあるOまた赤坂町北苦陳 層群と赤坂町南部喋層群に･t･けるサンプ ,^
把かける粒度分析結果を考えてみると,累加曲者に大きな差異が認められる｡すなわち北部畔層群
は南部確層群よりも比較的小さな喋を含み,大取結ほとんど含んでいないo地形面からみると,北
音碑 層粁d:山頂諒.q面上Ijr位虻するが,南部飯層群比低い丘陵をなし,両側の山地'lt対しては令息
埋めるようなかたちとなっている. これらの点か ら,赤坂町北部雌屑群と赤坂町南部牌層群は明ら
かに異JFIのものであり,形成期も異をるものと考えらえるo
次に赤坂町席部裸層群につV,て考えてみたいゎ切等面図 (図 2-1I1)を参考にして過去の水
系を推察すると,野間峠南部確Fdは,近年晋一 ･岡第人が凋適 した熊山町押同伴と結びつけて考え
るのか妥当のようであるoまた野間峠南紳 Idと今井確層とはその位燈 ･祐瞳から閏適すろように
思われる｡また熊山町硬厭群l^C吐直径 さOil前後の巨曙が静層の中に存在するが,赤横町南部噂亀
特に野間峠轟音聯 同には斬似の ものが現察きれたO
以上から赤坂町の押層及びそれからみた地形発達につVlては次のように推論与れ 上う｡
(1)赤堀町北部鞭屑群 (堀91瞭夙 山手紬T･｣ と示坂町南部拘層群と比異常のものであり,形成期
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に差異がある｡疎の風化鹿,円形鹿などを考えると赤坂町南部疎l層群の方が形成期が新 しvlo200
～250mの平坦面上に裸屑 (北部傑層 )が堆横して倭.日蝕基埠面の低下があり,谷力咳りまれ'
その谷間に新しvl傑屑 (南苦陳 層 )が堆横したと考えられるo
③ 赤坂町南部硬碩群は,熊山町聯屑群の延長であり,山陽町梗概群に連続するものであって,古
吉井川の流路を示 していると考えられる｡
③ 今井群層は野間峠南部畔層と高度,硬質その他で類似するところが多 く'前述の古吉井川の流路
につながる水系により形成されたものであろうo
(高 田 哲 史 )
参 考 文 献
o 岡素人(1959)｢吉井川流域にかける喋層分布と果樹栽培につVlて｣ 岡山大学教育草
書降 車論文
o 近藤晋- ｢盤利地方にかける傑屑分布に関する考察 ｣ 岡山大学教育学部卒業論文
o 三野与吉編 ｢自然地理学調査法 ｣ 朝倉脊J吉
0 01ユier (19占9) 松尾新一郎監訳 (1971) ｢風化-その理論 と実態｣
ラティス刊
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31 気 候
岡山県の北部はほほ東西に 1,0007TL前後の中国山地が遣り,南部は瀬戸内海に面してV,る｡そ
して,この中間に60a- 5007nの吉備高原が広がり,北部の中国山地との間に津山盆地が,南
部の瀬戸内海との間に岡山平野が開けてVlる.tた,高莱川,旭川.吉井川の三大河川が北から繭
に平行して流れ,いずれも源を中国山地に発L,帝戸内海t,C江vlでvlる｡
このような地勢のために,岡山県の気候仕中国山地を中心とする北部,吉備高原を中心とする中
部,岡山平野を中心とする南部の5区域に大別できる.北部は,気温は低く,降水鰍は年間を通じ
てやや多い｡中部は吉備高原を除き一般に温暖て,梅雨,台風の期間を除き少なvl｡南部は温暖で.
降水丑は年間を通じて少なく.瀬戸内式気候区に鶴している｡
赤坂町に=5.3山平野と吉備高原のほほ接点に位放し,気候は-殻に温暖で,降水丑は瀬戸内に比べ
てやや多いとvlった中部的な特色を示している,,
(1) 気 温
表 2-5-1からもわかるとおり,赤坂町の9年間の年平均気温 (午前9時測定のもの )は12.7
℃,月最高平均気温は 20･5℃,月堆低平均気温比 a 1CであるO赤坂町の平均気温の測定値は午
前9時測定のものしか碍られなかったので,岡山,赤坂,津山の午前9時測定の平均気温を月別に
引算すると表 2-5-2のようになり,その年変化を園に表わすと図 2-5-1のようになる｡
これによれば,嶺煤月,墳寒月は剛IJ,津山と同L'くそれぞれ 8月 (26･2℃), 1月(0.7C)
であることがわかる｡また,年接差は 25.5℃で,岡山の25.9℃,津山vJ25.4℃とほとんど変
わらない｡平均気温を岡山と比較してみると, 9月から12月にかけて2℃前後低く,平均して
1.5℃ほど低いO津山と比べてみると,反対に 10月から12月にかけて 1℃前後高く,平均して
0･5℃ほど高vloつまり,赤坂町の気温は胤山上り115℃ほど低く,津山より0.5℃ほど商いが,
撮寒月でさえ0℃をくだらないような温駿を風儀だとV,えるO
(2)降 水 発
赤坂町の年降水丑は約 1.580肘で,r剛山の 1,275JIKより100JrJItJ烹ど多く,津山の 1,559
相より20D相弔少ない｡これは中国山地,津山盆地,吉備高原,岡山平野がほ./,5'東西に1;/個 して
vIるためで.図 2-5-2の年降水丑分布鼠を見ると.分布かさら(/Cよくわかる｡
岡山,赤坂,津山の降水丑を月別にみると表 2-5-5のようになり,これを凶に表わしたのが
Exj2-5 -5である｡ 占月, 7月, 9月は降水量が 2 D OnR以上で多いが,これは 6月, 7月が梅
雨, 9月が台風の影辞をうけるためである0 1月, 2月, 12月は岡山 赤坂,津山のV,ずれも
5 0mm以下で,当町では45fJ.て 1月. 2月は岡山.津山より少なく,乾燥した気候と在る0
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衷 2- 5- 1 赤 坂 町 の 気 候
昭和 58年から46年までの9年間の平均
･ 気候 気 温 湿 度(%) 降水丑的 研雪丑叫 日平均風 速(笥) 天 気 日 数＼､軍棄＼月 ∴＼ (℃) (日)平 均 最高平均 最低平均 晴れ 農 b 雨 響
1 0.7 8.5 -ま5 85.5 50.7 5.7 0.87,5 19.7 9.4 1.8 0.1
2 1.5 ad -5.4 85.5 56.5 2.9 17.8 8.4 0.9 0.9
4 12ー0 19.0 - &2 81.2 1.59.8 D 14,5 ll.1 4.4
ち 16.9 24.1 10.5 80.0 157.i 0 19.0 7.1 4.9 0
占 20.5 26_7 14.8 82.5 207.6 0 12.5 12.4 5.1 0
7 24.8 50.6 20.7 8&2 25ま5 8 14.7 12.0 4.5 0
8 28.2 52.2 22,1 85.2 105,6 □ 19,8 9,5 1.9 0
9 20.9 28.2 16.8 86.8 2n5.8 0 15.5 10.4 4.1 0
10 141 22 9.7 61 945 0 88 9 25
ll 7.9 17.1 17 84.5 55.5 0 18.2 9.5 2.5 0
江 :平均気温は午前9時の測定値である｡
l ､
石相小学校気凄班の観測報告枚より計許 した｡
l
蓑 2~5-2 月 別 平 均 気 温
昭和 58年から46年までの午前9時の平均で,単位は℃
1.8 2.8
0一7 l.5
∩.5 1.8
15.5 18.a 21.8
12.0 1d.9 20.5
25.0 1&2 10.0 4.5 14.4
20.9 14.1 7.9 2.5 12.7
往 :何Ll･軌 UにつL^ては岡山地方気象台の区内乳魚観測累年原簿より計井した0
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/ 2 3 4 √ 6 73 7/o// /1 万
図 2-5- 1 平均気温の年変化園
表 2-5-5 月 別 降 水 丑
昭和 58年から46年までの降水並で単位はHJl
2 5 4 515.5 i207.○ 7 8 9 10 ll 12 F 訂
7 5ム5l 82.6 159.8 157.占 207.4l255.5 105,占 205.8 94.5 55.5 50.4 i,57?.5
荏 :岡山,津山については岡山地方気受台の慢内気象観測累計原帝よb計算した0
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図 2-5-2 年降水丑分布図 (単位はJr7I)
注 :岡山腺防災気象要覧上り
(3) 風
石相′｣､学校気象班の観測朝告倭よ
り'昭和58年から4占年までの9
年間の較料を集計すると,風向は一
般に 1月は北西方向, 4月は北東方
向' 7月は南東方向, 18月は北西
方向が卓越する｡
また,平均風速は 1% 以下の弱い
ものがほとんどである｡
(4)天気日.数
表 2-5-1にも示されているよ
うに,柵れの日は月平均 17.5日,
曇 りは 10･0日,雨は 5･0日,雪は
011日で.冊九と曇 りの日が大部分
を占める｡ 占月, 9月の梅雨.台風
時には陣水食が多vlが,だからとい
って樺雨ヨ数も多V,とい)わけではをく･冬期と8月を除いて4.5日とはほて定している｡
年間天気日数の岡山との比叔についてQi･観測方法が同一であるかどうか不明をため,はっきD
Lたことはvlえをvlが･参考までに図 2-5- 4に示 したoこれに上れば■岡山に比べて晴れの日
が多く '載 りの日が少女いようである｡
(林 洋子)
?
? 】?
/ 1 3 4E 3- 6 7 3 7/0 // /2 万
図2-5-5 降水量の年変化図
東歌
岡 山
席 札 鼻 リ 雨
〔2088) (/′デモり (37り
∫一I I一l
承 れ そ リ 両
図 2~5-4 赤坂と岡山e)年仰天弐fj数
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4 自 然 災 害
自然現象による社会的,経済的被害を自然災青というo赤坂町で比,大規模をものとして昭和9
年9月. 20年9月tK:台風による被害を,昭和42年 7月, 46年 7月, 47年 7月に梅雨前売釦こ
上る被害をうけたが,特に強く社会的,経済的被害を被ったのは,昭和 47年 7月 10日から 11
日にかけての典中表雨であった｡岡山地方気象台の調べtK:よると, 7月 10日の岡山の降水丑は
4dTJ, 11日は 72.5JrJで, 7月の降水丑は 314Jrkであった｡表 2-5-5からもわかるとお
り, 7月の月平均降水茄は 200Jr毛皮であるが,この年は 100柑以上も多かったO昭和44年
7月の襲雨が浸水,井戸水の忙E:り程度の小規模をものであったのに対して.昭和 47年 7月の集
中幸雨は路肩決壊に上る交通不能,億の流失.河川の氾濃による家屋の吸水,作物の埋没など大規
模,広範囲75ものであった.
(1) 昭和 47年 7月 10日から11日の嚢雨による災害状況 (ただし.昭和 47年 7月 15日ま
でに判明したもの )
t一●
佃 土木関係 一･I
赤坂町役場の調べによると,土木関係の被害 (表 2- 4-1)は赤坂町全域にわたり,規確も
比較的大きかったO人命,交通にさしつかえるほどの大規確をものは国庫災等分として,そのヱi.
1
補助してもらえるため･言が当町の受け持ち分となり･復雌 吐計 41700万円'P=及んだO
脚 民生関係
河川の氾濫によって,一部の家星に禎青をもたらした.一番多かったのは家零の床下浸水 28
戸で'次vlで家臣の昧上浸水 5戸,硬質の-部蔽損 5戸,計 54戸となってVlろ｡これに要する予
防対策餌は 10万円であるO
l
(C) 鹿林関係
の 免作物被害状況
当町の戯作物禎軍は全域にわた り,町役場の調べに上ると,被害面棟は 20Dha近 くLR:及ん
でV,る｡被害の原因は河川の氾篠に上る水田の冠水及び浸水が壬であるO
これを作物別てみると衆 2-4-2の ようになる｡水稲の冠水,牧水l{よる生育範害等の被音面
IILI'155ha'埋没'流出によるもの2･5ha.引 1555haで舟も多く,次いで野菜の冠水･.役水咋
よる被譜面棟 20haとなっている｡野菜の中で頻も被等を受けたのはスイカで. 14/ta.そのほと
んどが収棟皆無の状態であるとい う｡また,その他の野菜 dhaにつvlても7割以上の被害と推定さ
れているo果樹てつt^てEは,浸水に上るぶどうの生育陣専被寄両紙が 014haとなってV,る｡そL/C,
被脅総金考酌士2.248万円に及ぶ ものと推定されている.
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轟 2-4-1 土 木 関 係 被 等 状 況
l′
区 分 災 宵 喝 所 (地 区 名 ) 被 等 状 況
大 規 柏 小 成 帽
道 路gi橋 梁 町道 侍行胤 (持行 一新夢敷細出嬰牌 出韓 )小辱谷線 (由津漫 )神 房 桶 佐々木城弘成毛前(山手) 路肩が決漉 したり,土砂が堆秘
矢板百JF蔽 (矢坂 ) するO大規模を もの比交通不能
町
腐 心 櫛(帝位盲田) と在る○
卑小6.噂(驚′｣､頗 ) 町道朋係Lltついては国庫災留分
坂 本 軽く坂本) に選訳されない小規模な箇所が
笠 寺 触(西軽部) 291カ所に適してV,ち.
過
新 道 撫 (東軽部 ) 路面補修を要する延長は 400
町苅Efl北下線 (町苅田 ) Tnにのぼ り,砕石,真砂士の散
芝 法 JQI(坂辺 ) 布をせざるを侍をV,状態であるo
A 行正一鼓氏宅前(大辱)l北見氏斬(坂本)
通
入 江 席 東建EEl 二 又 揺 (由津塵 ) 橋台下部がぐらつくo
西経田席 (商免田 )
石 寄 川今 井惣 分 氾荘する
河 川 O-部娃防が決壊し,家屋の床上,
iI 昧下皮水,田畑の冠れ 土砂流人による作物の埋没などの禎脊
をうけ o
用水路 岡本亜氏宅地崩れ (坂id) i決填するo t
林道大谷線付滋 (出皆 )
上貞水路 (北佑古印 )
億前弛承水路 (史健部 )
平木地内山tRJ(由蹄塵 )
山切れ 中島錬-氏宅凝 (`iE辺 :) l山道から土砂が流出するo
時本姓治氏宅艶(北佐古B])
荏;赤坂町役場調べによるO
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表2-4-2 農 作 物 禎 音 状 況
区 分 種 目 被 青 状 況 ー 被 害
面 棟 舶 被害額 (万円 )
水 稲f 水 稲 冠 水出 25,0108 . ) 540埋 没流 失 20.5 15
野 菜 ス イ カ〟き ゅ う り 冠 水没 L 10.04 ) 1.120
鎚 水 1.D 70
な す 浸 水 1.0 50
施 設 野 菜 a .A 0.2 ) 150
そ の 他 浸 水 ま8
果 樹 温 一 重 浸 水 0,5 80
虜 地 ぶ ど う 浸 水 0.1 8
花 木 花 木 浸 水 9.i 80
症 ;赤坂町役場調べによる.
しか し.一世帯当 りの田畑の被苛は 1u万円以下で,農地災苦復旧事英となるほど大規模な彼等
ではなかったため,矧 日の負趣は各曲家(,こそのままかかるので,他家の負担は大きいようであるo
㊥ 農林施設禎器状況
表 2-4-5から塊林施設被害状況をみると,出道G,_)被等が一番激しく,後旧蛍は 505万
円である.次いで山納れ 150万円.林道 9O万円,虚地 80万円となっていて,復旧兜は計69ロ
万円である｡
ILiた,農道橋 400万円,御地 240万EJj,用水 50万円,計 占90万円がE3;j庫災害分となって
V,ら(表 214-4)0
総括すると,復旧粟は土木関係 4,700万flj,民生関係 10万円,虎林関係 2,958万円,計
7･648万円と,約8 UDO万円近くにのぼ り,庵年 150万円潅度しか災署't5'1日類にあてない当
町にとっては ぐ昭和45年度棟井歳出額をみると,災筈領旧餌は全体の 1.09番に当る 152万7
千円である),予想 もLTかった額であろう｡
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衷 2- 4- 5 農林施設被害状況
区分工事丑 復旧丑(推定,万円)箇所数典(m)農道ld 208 505
用水路 5 90 17
堆 防 1 17 10
典通庸 i dO 40
農 地 8 1.80叫d 80
林 道 2 70 90山崩れ9140 150
裏 2 - 4- 4 国庫災害分点林施設被等状況
極 分 災 書 場 所 復旧鞍(万円)
Bt'通庸 出 軍(1カ所 )今 井 2由津里 ~ I400
溜 池 手織池 (放水路 ) 40
ゴゼウ池 200
用 水 鳴戸用水 50
荏;赤坂町役場調べによるO
荏;赤坂町役場調べに上る｡
(2) 自然災害の原因
自然災書の原因や対策を明らかにするに比,tで現地をよく額察することが大切であろう｡当町
で被等が大きかった箇所を観察してみると,次の上うであった｡
(a) 道 路
o持行線-持行地区の町道に,道路税の樫か ら花樹岩質の土砂が 10OTi'崩土した｡交通不
能であったが, 10日後把は ブ ル ドー ザーできれいに地ならしされてV,た (写真 21 4- 1)0
o矢坂石井線一持行級と同じく,花儲岩官の抄得が 2カ所に崩土した｡それぞれ 10Tnと5
mの長さにわたって励土したが,不iBになるほどの大井の朋土ではなかった｡
o′ト堅谷線一花尚岩質の土砂が谷tR:沿って紙れ,由津里地区の町道に朋士したO大きくえぐ
られた流出簡所では,その下部に1711-_L､岩鹿はなく,軒し､骨盤の白紙 している所で技畑土irみられた
かっ'/Co
(I) 峨 梁
o神塘僑一倉谷山西側の砂川にかかっていろ,コンクリートの橋脚の上把のった木橋で,橋
1
のつけ根の雄が肋壊し･橋脚下部の土砂が肋か L,･橋脚がずり落ち,億板が約言流失したo水抑
いつも托河床から約 1Dcblにも樺たないのに,礎の長や#･竹が倒れた状態などから推定すると, こ
の日は河味から2･87花上,億椎から0･87乃下のところTiで増水したとみられるOまた,短い時間さ
ら(n=水位が上がったことも考えられる(写井 2-4-2 )0
仁一入江橋一東嶺田地区の砂川にかかっTv,る木倍で.橋台 1本が流失し,約2 0mの橋板の
半分が流された｡
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写 兵 2- 4- 1 持行線 の崖朋れ
写実性励士した土砂を取りのぞいた後の様子
写 真 2- 4- 2 神房席 の一部破壊
コy ク.)- トの橋脚が捕れ,その上に橋硬が落ちている｡
膿･が rtや笹竹が別れている様子からこの付近まで増水した
ことがわかる(,
-40-
写真 2- 4- 5
今井川の濃乱IJCよ9,姓道が一部鮫壊され,土砂が水田内'K
流入している｡
写兵 2-14- 4 岡本丑氏宅地掛 れ
哩がlb3れ m水路や通路 を埋めているO
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写窺2-4- 5 噛れ たコンク1)- ト壁
写寅2- 4-4 時本姓治氏宅森 山肋れ
二七秒肋れ把より山道が埋 まる｡
-4'7-I
(C) 河 川
〔-今井1日-氾度し,土砂が水田内に流入,魚道が一部破壊された (写兵 2-4I5)(,
(Li) 用 水 路
o間本性氏宅地倒れ-通路エTーJT後,盛土rf･路HTかずり落ち, 2 0mにわたb下の用水路を
埋めたoまた,これと通路反対側の用水略をつけた部分の上の崖も刷れ,道路をふさtrtだ (写衷 2
- 4- 4 ).
o林道大谷繍付近-コンクリート壁の横元カえ ぐられて,コンク リー ト壁仕畑地に例嫉し,
その上に土砂が納れ落ちた (写央 2-4-5)O
(e) 山 踊 れ
○中島鎌一兵宅丑-花闇岩城の土砂が赤仙(斧に府って 1 0 0TIL,烹ど流出し,道路まで遷したo
o時本晃治氏毛盛一山迫に沿って土砂が耽均し,木々を倒して時本氏宅出7tで連した (写夷
2-4-占)､.
この観察で,当町UL)災害現象は次L7)2つに分けて考えることができる｡
① マサ化した風化花樹岩の崩壊
④ 人=構築物の倒壊を伴う土砂の崩壊
持行破,矢坂石井線,小辱谷線.中島鎌-氏宅乱 時本県漁民宅義は①忙該当する｡ただし,矢
板石井額の風化花摘岩Ld:角俳の状態で肋墳した,寸た,持行線,矢坂石井細が崖肋れであったのく′こ
対し,小屋谷線,中島謙一氏宅盛,時本晃冶氏等BEは風化した花偶岩符の土砂が幹に沿って流れ出
る土砂朋れであった｡神房橋,岡本髄EI:宅地rj]れ 林道大群線付近は③)/C該当する.⊃
この災害の直接の原因は陣府状況,つまり敗や軒,TJにあらoLかし,さらにm考えか十ればなら-/L･
いことは災害を被った地域の他JB,地質条件や.Jj.･一.,棟梁の不備等てあろう｡崖刷れや山崩れが発
生した地,刺-1王に柁働岩婿の紗と確とからで.).し他闇であるO屠 止圧.た花樹岩の表面が風化される
と,風化屑Iji水分を含み,さらに変質を促進する o 風化が進入,マサ化した花抽常は雨軌に弱く,
雨水¢)最遠率も高V',Oその ような補遺をもっ*_崖や山が姓中的忙尊雨に灘われると,マサ化してル
ースに7なった土砂は多罪の水を含み,肋hやすくなる07fた,河川の.ru,tE-把よって河i,-iか肋れた9,
橋が破壊された り,土砂が嬢地に雌柳した りした J河道が亀(K折れ曲がるところて結,出水時には
水勢を増した河流が攻輝斜両側に破く1,ql突ナ為 って,河岸は被等を受/･Jlやすい.さらtn/-このよ5を
ネックの付近では出水時の増水茄紘著しく,付近¢弱い河岸を破壊することに1なる｡これが災害の
原因の 1つであろう｡橋梁は木橋が多く,橋げたが流失したり,橋脚がぐらついたりLたれ これ
は橋梁自体のみならず,その基礎=事 も強固で75かったためであろう.
塵儲れや山崩れを防ぐには,山林の乱伐や撫封画愈開発はひかえ,租林をすることが望7tLvl0
--4さ;-～
しかし.観察した捲切れや土砂倒れV)地域でも松や漸木が植えられていたことを考えると,必ずし
も植林だけでこれらのすべてを防ぐことはできをV,｡したがって,これらのほかに安易な道路の掘
り割 りや適格=串は必くV,せしめ,またt山城した土砂が川忙一時流入するのをくい止める鋤きをす
る砂防工1gTを考える必要があるだろう｡さらに,塊防や橋梁を強化し.河道の壌端をカーブを璃正
した り,河道の改修をすることも怠ってはならか･>ことたろうO
(林 洋 子 )
14 1
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第 5章 人 口 と集 落
1 人口移動と人口構成
(i)人口構成
赤磐郡赤坂町の人口は ,昭和 45年(1970年 )の国典調査に上れ雌 人口比 5.884人であ
る｡そのうち,男 2,820人 .女5.044人てる少.女性の方が224人多く.女 1t]0人に対す
る男の削合は95人と低い数字となっている｡総世帯数枚 .1.414戸であ9.1戸当bの平均世
帯見放/払 4･1人とたっているOそれで仏 赤坂町の人口の磯子を国分調教を2g･JjC見てよう｡
h)赤坂町の人口教の増渡
1950年(昭和5年 )の国勢田並にかける泰坂町の人口は .5955人であった｡これが
1970年(昭和45年 )に怒ると5.864人と10年釣上Dも69人叔少している｡
乗 5- 1- 1 人 口 変 化
口 本 の 人 口
1950年
1955年
1940年
1945年
1950年
1955年
di872.494
daddl.654
72,559.729
の 人 口 赤 坂 町 の 人 口
人 人5.955942
占47 5.825
558 5,57占
8101,475
8119?.657
8?.275,529
1,881.099
1.68?,800
1968年 , 9141
--- 1---I
1965年 L .9&,274.961
1970年 10五720.06･O 1.645.1551,701026
国勢調査報告番岡山y,t市町村勢要覧 より
※ (1)昭和22年 (1947年 )の人口
※ (2)不明
日本の人口の増加杜 ,1950年を100とすると.1970年は 181とを9.急政を増加を示
している｡岡山県の人口も.日本の人口ほどではないにしても.1930年を180とすると,
1970年は 155とやはb増加してきている｡ところが .赤坂町の人口は .1950年を100
とすると.1970年には .40年前の人口よDも少なく98の指数しか示さ凌い｡
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赤坂町の人口は .1950年から1955年にかけてはゆるく●そ して1955年から1940年
にかけては急敦に人口が減少しているO同じ時期の日本の人口を見てみるとその指数は100から
107-そして 1a7から112-と増加の傾向を見せている｡岡山腺の人口もまた ･赤坂町とも,
日本の人口とも異なった動きを示している｡ この三者の変化の速いはなぜであろうか｡
日本は .象 1次大軌終了後からこの時期にかけて比 ,工菜化が進み ,必村部の人口がどんどん工
英地帯の方に移動してきていた｡赤坂町においてもやは9エ発地帯へと労働力が流出していったの
であろう｡そして続く第2次大観後の時代に拭 ,日本の人口も岡山県の人口もそして .赤坂町の人
口も急増している｡ これ比 ,第 2次大戦中に都市からEB･村部に疎開した人々が職後すぐには帰らず
しばらく滞まったためと,外地からの引揚げ者等によるものと思われる｡ しかし.その後の 1950
年 (昭和25年 )からは .赤坂町は激しい勢いで人口が減少してきており.その滅少の監合は ,令
後もあまりゆるく紘ならないであろう｡逆に日本の人口は1950年 (昭和25年 )以来 .とどまる
所を知 らぬ勢で増加 してさておD .これは峨後の引揚げや .近年にかける死亡年令の上昇等にもよ
b.今後も増々増加していくであろうOではなぜこの上うに赤坂町と日本の人口の間VrIは格差があ
るのだろうか｡ 1950年 (昭和25年 )から1955年 (昭和30年 )にかいて拭 .磯暗中(,{疎
開した人々が元の市町村か ,他の市町村に帰ったためだと思われる｡しか し.1955年 (昭和30
年)から19d5年(昭和40年)壇では ,その減少も急になっているO これは .この10年間に
日本の産業も複興し,急速(て発遷 したために.血村の人口が .都市のコ二光地帯へと労働者として流
出したためだと考えられる｡す夜わち赤坂町の人口が流出したのである｡ 19i5年 (昭和40年)
から1970年 (昭和45年 )にかけては .しかし-JS:がら.その叔少も少しゆるくをってきている｡
これは ,岡山市の郊外である赤坂町が .岡山市の発展に伴ない ,住宅地として評価されているのと.
近年の腺商工某地神の発達によ9.他地方に流出する労働力をつなぎ止めているからでもあるB
(2) 人口輿ー動
(1)の人口梢成では ,赤坂町の人口の概観をしてきたが ,こんどは ,赤坂町内の人口変化について
赤坂町役場臣民移動届によって .とれを見てみよう｡以下の表はすべて赤坂町役場臣民移動届J:a
鉄計したものである｡
蜘 地区に上る人口の変化
年代による人口変イヒ比先に述べたが .その変化も赤坂町内に一様に起ったのではなく.地区に
より差が現われる｡これを昭和38年から昭和46年にかけて見てみよう｡ この間に,赤坂町内で
VT.t,占09人の人口減少があるが .それを大字別L/Cくらべてみると.その差は明らかになる｡
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表5-1- 2地区別人口変化
(単位 ･人 )
404125894594ー85915150152211?51742512118502471405152】15714占215178155
5855 44
1ム2 158l159
糞 5-1-5 地区別人口変化指数 ●
(胸和58年を川0とする)
T E- 盲 ~ 昭和58年 昭和41年 ZfI,.て町苅田109105大和田l109595東窪田1010515薗窪田109789由終里109285山口!10b9589一｢一一商推部l1824東礎18098
環崇十二o988412今井10-9占8TJ1多賀一ob40
Lb 犀 lop 105 94
l小 原 100 84 72
央小原 100 95 77
l坂 本 10口 97 ~一丁,i
坂 辺 l 100 92 84
- ｢ 一~'-■lll-一一`-LI 分 ! '08 101 l 95
憩 分 ! ,00 ｢ 90 一 75
85 74
101 79
赤坂町内で^口が増加したのは .東窪田と酉軽部と出産と下分の4地区が .昭和41年には指数
100を越えてはいるが .5年後の昭和4占年に比 ,PT苅田と東経田の2地区だけが .指数の10
を越えているだけである｡ この)ち.兼津田は昭和58年を100とすると.昭和 41年に仕 105.
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昭和46年には 155と他の地区に比軟すると大きな増加を示している｡他の地区にかいては J小
原の72.奥小原の77.他分の75.大垣の74.矢板の79を頂点に .どの地区も明らかに人
口妹少を示している｡ この ように人口が増加した地区上Dも,人口が渡少した地区の方がその数 も'
填た減少勧 旨融の大ききからも上まわっていて .昭和46年には ,全体としては91という指数で現
わされている凸人口が汲しく減少した地区は ,赤坂町でも中心である町苅田から触れてかb ,山が
もの地形で交通も不便な地区となっている｡
また赤坂町全体の人口変化を男女別に見ると.女性は男性上bもその教は多いが .その減少の割
合は .昭和 41年 .昭和44年をみると▲ほぼ同じ割合で滅少してか少.男女の格差が太いこと'J=d:
示しているb
葬 5-1-4 地区別人口変化 (罪)
｢㌃壷~右l右前 音読打蒜 蒜----トー･-･-
旦jL_旦十 __4__1
大二_pi｣ 旦｣
｢ 丁;i 411 45?
i東銀 田 i 141. 159 195l
;西 岸 田 109 105l 89
由 相 星 l 2?CI 2日 i 242
199を 185山 口 i 219
酉 塵 邦 194 198 ･ー 95
光 輝 部 ; 214 194 184
再 任 古 田 84 62 l 58! 82北佐 98 95
今 旦 ｣ 110 108 94
LL 究 : 228 214 178】
lLtl g_1 74 74 70
毒小 原 104 84 占9
典 小 原 ー 51 30 i 24
坂 本 ! 80 8u 81
攻 甲 _I_ 140 122 108
I-T=Ep-I 分 122 125 107
惣 分 159 122 1 104
大 50 42I 51
矢 坂 49 48l 7
｢---L生 "_ 辛 94 88 85i
乗 5-1-5 地区別人口変化 (男)指数
地 区 名 昭和8年昭和41年昭司町苅田100 100 1D7大苅田100 97 97
E溌 住 田 108 99 157
西 理 田 1【】0 94 82
由 砕 旦 1UO 91 85
山 口 100 t 91 84
西ー 経 部 100! " 2 101
茶 傭 部 100 91 85
北佐 古 E可 100 95 84
今 井 100 98 一丁｢
多 賀 1OD 94 78
!仙 100 10_D 95 ■
区 原 10D 81 ddijL,t原 100! 97 77版本 100 100 101坂辺 10【】 87 77
.下介 1【】0 I 102 88
惣 分 100 88 75
大 屋 1【】4 70 ,
矢 坂 098 74.
山 手 1OD94 88
L全 計 i 10!9 5 ■ 90｣
以1のように赤坂町では ,交通の俵が悪く.町の中心からも連t^不便な地区 .すなわち小原 ,輿
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小原 .憩分 ,大臣 .矢板のような地区は .もちろん蕃しく過疎が進んでいるが ;その他の町苅田 ,
東窪田以外の地区もやはり人口は滅少しつつあD,今後も一層^口は減少 していくであろ)｡
表5-1- 占 地区別人rj,AIヒ(女) 乗 5-1- 7 地区別^ロ変化 (女)I轍
町 苅 田 424 4141
大 苅 田 127 11dl 112
兼 窪 田 185 174 222
西 窪 田 150 127 120
由 津 里 542 521 295
山 口 211 210 19 8
酉 軽 部 210 214194
兼 戟 部 245 222 211
再任吉 良 89 88 74
北佐古 田 114 100 92
今 井 121 115 ?5
多 焚 274 257 '225
山 鹿 78 85 74
小 原 109∫ - 一計 +1'爽 ｣､ 27
坂 本 82 78 78
坂 辺 155 148f 158
下 分 152 152 151
r9--叫 一-分 142 152■ 10729伝- 良 59矢坂ー~~~一山 r4 48 58
山手1_051【】0 88
町 苅 田 100 98
大 苅 田 100 7
禁 煙 用 1【=】 108
酋 笹 田 100 98
由 浄 里 100 94
さ山口 卜 100 100
l多焚Llo三上 64100! 82出藍 97
,小 原l 100 90l 81央小 原 100 95 81
坂 本 10D 95 95
衷 辺 I 1DO 95 90
これを世帯数からみると,町苅El,大苅田 .東珪田 .西蓮田,酋磯部 ,東軽部等の赤坂町の中心
地域は .その世帯数も増加し(山口.坂本を除 く).また雨佐古田 .小原 ,剣 ･原は一定 している｡
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黄 5-1-8 地区別世帯数変化 衷 5-1-9 地区別世帯数変化指数
㍍ 言 ㌻ 妄 信 蒜5時 昭和41年 昭和48年 lI
!町 苅 田 -7 74_It 184 208
大 苅 田 l 5.i 51 52
甘 言 可 ~ `8 75 118
西 経 用 54 55 55
由 津 里 t .25 121 121
山 口. 9日 95 97
西 軽 部 91 91 103
東 凝 部 96 94 97
南 佐 古 田 56l 58 56
㌫ ㌫ 石 目て 49 48 47
今 井 51 50 50
多 喪 l 100 98 98
′J､ 原 45 44 45
奥 ′J､原 12 12⊥_ 12
坂 本1 41 40 42
l坂辺75 d7I 70下分80 60 5d
惣 分 58 57 5占
大 屋 22 20 19
失 坂 24 25 20
山 手 44 41 42
地 区 名 昭和58年 渇- 年｢-昭和44年
町 苅 田 100 106 119
大 苅 田 1OD 100 102i
I東 経 田 100 110 172
西 経 田 100 98 102
由 津 里 100 97I; 97
山 口 100 181 ･oT
菌 軽 部 100 1〔=〕 104
釆 枢 部 1t】0 98 101海佐古田 100 100 100北佐古田 1OD 98 96'今井 loo 98l 98
多 賀 10811, 98 98
出 産 1DO 97 94
′j､ 原 1(】0 98 " ol
奥 小 原 100 100 100
坂 本 100 98 102
坂 辺 100 92I 9`ム
下 分 i .DO 100 95
惣 分 100 98 97
大 屋 100 91 86:
矢 坂 10D 96 85
山 手 100 95 95
その他の地区総 .世帯数 も沸少 している｡世帯数の増加 している地区の中で .東経田は昭利 41年
110.昭和 46年 172と一挙に増加 していて .これ比東窪田が近年 .岡山市の郊外としての役
目を果た してきたことを示しているo小原 .奥′J､原は .世帯数は-定 しているが .前に見たように .
人口が叔少 しているので .労働者が洗出 し,子供や老人が残っていると思われるoまた ,大屋 .失
坂の ように著 しく世帯数が減少している地区竹 ま,人口も演少 しているので .一家あげて都市に出
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る挙家離村がふえてきたことを示 している.
わ)赤坂町内における転入 ･転出
それでは .赤坂町にお･ける転入 ･転出を以下赤坂町役場住民移動届によって見ること忙 しよう｡
第2次大磯後赤坂町の人口が急激に減少 したのは .前に見てきたが ,この人口淑少は自然増加と自
然滅少の差よDも.主に転出者数と転入者数の差忙あらわれている｡
表 5-1-10 自然増加 ･自然叔少と転入 ,梅山の此便乗 (単位･人)
自然増加
自然凍少
転 入
転 EtL
昭 和58年昭和41年78 41
dd 83
222 241
299 577
⊂盲~㌃二丁
それでは .よb大きな位倍を占める転肘者と転入者の多レ､腺を調べてみよう｡昭和58年 ,昭和
41年 .昭和46年の5カ年を比較してみると,ます転出者の方では ,この5カ年を通して .岡山
県が窮 1位で ,昭和38年の転出者のうち約dd勉 ,昭和 41年の約64%.昭和46年d如5年
と4割以上を占めているo岡山県については .後に姉しく述べること(.,Cして.他府県の窮1位比 .
5カ年ともに大阪府である｡
しかし'全体の中のその比-*は ,昭和 58年が約 15% .昭和41年が約9.8% .昭和 46年が
約&4%と年 低々下 してきているO以下 5位 .4位 .5位は広島県と兵庫県と東京都が占めている｡
全体のうちで中凶地方の他県の占める割合は .昭1n58年が約i9% .昭和41年が約d.5% .昭
和46年が約 6.9%と年々増加 していってレ､る｡転出者のうち西日本が占める割合紘 .全体の)ち
では非常VL'大きく.昭和 58年では約92% .昭和41年では約91% .昭和 4d年では約92%
といずれの年も90%以上を占めているO
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襲 5-1-11 転出先別転出者数
蒜 TT宣言｢
[三 正 室 耳コJ1
E.I;良.〟:
_｣竺lニ!
_ 聖上二王‥ 予
昭 和 4 1 年 度
僻位 都道府県名i級
1 岡 山 県 245
2 大 阪 腐 l 3ム
3 l兵 庫 県 20
4 広 島 県 15l
5 東 京 都 15
d 香 川 腺 占
7京 都 府 5
〟 島 根 県】 ′′
9 神奈川 腺 4
〟 変 知 腺 〟
ll 奈 良 鬼 5
〟 山 口 県 I〝
15 静 岡 県 2
〟 三 五 県i 〟
i 〝盲愛 .控 県‡ 〟
! 18 l北 海 道i 1
〟.埼 玉 腺l〝
〟'千 葦 原 蔓 〝
〟 鳥 取 股 ′′
lJ "王佐 賀 叫 〝
〟 力無 年 収 〟
不 詳 8
昭 和 4 d-妄 ~妄｢
順位 都道府県名 総数
1 岡 山 県 18占
2 大 阪 腐 2■5
5 広 島 県 18
4 兵 庫 腺 17
5 東 京 都 15
d 京 舟 4
7 神奈 川 腺 4
′ 愛 知 県｢〟
9 静 岡 県 2
〟 奈 良 県 l 〝
〟 香 川 株 〟l
12 北 海 道 ! 1
I ′ 埼 玉 腺 〟
〟 千 葉 腺 1" i
〟 和歌 山 県 〟
〟 鳥 取 腺 I〟
ド -山 口 膿 i 〝〟 I愛 せ 淋 ! 〟 一〟 I
日長 岡 原｣ "J
次に転入者を見てみると.やはbこれも岡山脱内が貌 1位であり.1昭和58年では約67% ,脂
和 41年では約59%.昭和46年で比約87%を占めている｡第 2位は昭和58年には兵庫県で
あったが ,昭和41年 .昭和44年とも大阪府が占めている｡転入者も転出者と似て広島県.兵庫
腺 .東京都が1位を占めている｡また ,転入者においでも西日本の占める削合は .昭和58年が約
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90%,昭和41年が約77% .昭利 4占年-,.LIL 9 lbt,とや(,.I_lbその大部分を占めているO
表 3-1-12 前陸地別転入者数
?
和 4 1 年-皮
布迫掛
岡 山
｢~~ ~~" L-叫--~~A｢
昭 和 4 6 年 度
Ll__｣合 す｢12dl
赤坂町役場住民移動局よL)
以上 板Lii者と転入者の政を別々に見てきたが .酎 rJ者の数が転入者の数の昭和 58年で約 1.5倍 ,
n召和41年で 1･4倍 .昭和46年で約 1.1倍と多vlの杜 ,転出する人々がただ畔に出稼ぎとして振
出するのではT=くて ,虹出府Jt,'<Vこ労働者として留1ることを示している｡その例として,大阪腐 .
兵庫iF,-I(,東京都等また ,散は少をいが神奈川県 .愛知妹も同様である｡その他の中国地方の9.1-や四
国の原など近接府脱にも多くみ_られる｡赤坂町に .岡山凍内-の転Hjが多くみられるのは , 仰山市.
倉敢市という都市に近く'腺両都市の文化圏く仁あるためであろう｡次に他府県-の男女別の転軌 転
入を昭和 58鶏 昭和41輔,昭和 46年とについて見てみよう｡
まず前任地'rCついて見てみようO大坂府について仏 昭和 38年が男が女の2･5倍 昭和 41年に
紘 ll2倍,昭和 46J'rl'lこrt逆に女が男の 1･5倍となって年 女々子の転入峯が上がってきている｡IpJじ
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傾向が東京私と広島県にも見られる｡また転出先VCついて見てみると･大阪村で比･昭和58年忙
比男が女の 1.5胤 昭和 41年には 1･4倍,昭和= 年に吐逆に女が弟の15倍と前任地の傾向七
同じ憤向を見せている｡同じ傾向が東京都と神奈川殊にもみられるO転出地の傾向では大都市に転
出する性別は.以前は･＼男子中心であったが.近年では女子も労働力として出ているしま['･近年
で払 一世帯全鼻で転出する傾向が現われている.しかし開山搬近詔の府加への転出Qi･その傾向
がT,まり見ら.,げ =Jjg地帯への労働力の派出と仕官えない0 1■
表 5-1-15 昭和58年鑑転入 ･転出者の前任地 ･転出先調べ(都道府県別 )
( 前 臣 地
総 計 男 女
｢元 海 道l 1 1
宮 城 県
群 馬 県 1 1
;埼 玉 腺
千 葉 膿 2 1 1
.東 京 都 5 5 2
静 岡 県
,愛 知 腺 1 1
…三.立 派 1 1
滋 賀 県
京 都 府 1 1
奈 良 .派
大 阪 腐 15 9 4
和歌 山 腹
兵 庫 県 18 12 d
鳥 取 脱 5 5
島_ 根 県
岡 山 腺 148 40 ~88
広 島 腺 5 2 1 I
山 口 腺
i 香 川 県 2 1 1
I 空 挺 腺 -
福 岡 県 L 9I 4 5
_佐 粥 腹
沖 縄 朕lJ.■_._- ._ I l l
ど -ふ て汁 年 ; 21,_…TT:-㌃~ 5
~頂 ｢ 訂 一首 二 二コ
総 計 男 女
1 1
4 1 5
5 1 2
9 l 8 11 _1
4 4
5 2 1
58 25 15
12 5 7
1 1119
表 5 - 1 1 1 4 昭 和 41年ま転入 ･転出者の前任地･転出先調べ(都道府県別)
前 任 地
総数 男 ｢ ~盲
北 海 道 2 2
….旦_d 城 腺 2 1 1
埼 玉 県
千 葉 県 1 1 I
東 京 都10 5 5
神奈川県
静 岡膿2 1 I1■
愛 知県2 21 - -1三 重腺 1
滋 賀県 1 1
京 都府. 5 2 五
大 阪 府 2 12 10
兵 庫 県 占 2 4
奈 良 県
.亀 取腺 1 ll島根県t -一M一･.~T岡山県31717510号コ広島腺 1 7｢ 1山口腺 1- 1香川県44 2愛捷腺22
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第 5-1-15 昭和46年鑑 転入 ･転出者の前任地 ･転出先調べ (都道jf･,',);I,･別 )
千 夷 R]'
東 京 都 5 2 5
･ 神 奈 川 脱 I
瀞 岡 原愛 知 県 I ･｢5 5 i 2
三 重 県 1 ' l :
滋 粥 腹 1 1i
和 歌 山 児
二言一 三 諾 4 I 1 l S~~~丁 ~
大 阪 府 57 i 16l 21
兵 倖 県 ll 占 ! 5
..払 取 膜 I
岡 山 県 102 ! 82 ■ 10 i
一■-一~~一一} †-一一~一一一i f
d至_ 川 股 2 i 2
)愛 媛 脹I I _｣
t棟 島 .県 1 1∈】
l 186 7 85｣ _⊥聖 1
1e 11 Ⅰ 7
1 i 1 書
2 ! l2 i1 1 ⊥ー
▼ヽ■
f
他府尉 こついては,以上の.Eうに食っていたが ,それでは岡山以内について妓どういう1Ju)さがあ
るであろうか｡転入 ･転出ともに岡山AT{の総数を見てみると.駒旺地の方は ,昭和 58年に女子仕
男子の 15倍 ,昭和41年作は115倍 ,打口和4占年には 1.2倍 ,･また転出先の方では .昭和 38年
には女子は男子の 1･5倍 ,昭和41年に鱈 1.5倍 .昭和46年vT:は 1.2倍とどちらも女子の方が多
レ､が .次第に男子の教 も増えてきていることがわかるo
それではまず ,赤坂町に入ってくる人々について見てみよう｡総数が一番多いの壮岡山市からで
昭和58年にtt45人(岡LLJ保内全休の約30%),脱却 41年には65人(岡山膿内全体の約
59%).昭和46年には80人 (岡山以内全体の約 45多)と岡山県内全体の中での割合は年々
増加しつつある｡
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衷 5- 1- 16 昭和58年 赤坂町一県内地岨ulの移動にかける前任地 ･転出先調べ
岡 山 市
ト 芸
山 市
野 市
笠 岡 市
新 見
備 前 市
表 5-1-17 昭和41年 赤坂町-腺内地地竣価の移動にお･ける駒臣地 .転出先調べ
‥‥ ~ 一 一 一｢- ~~,yJ-a:-1㌻~-‥ ~-‥ ‥ -b; JL.‥~先~~ ~~
L .｣.r- .｣ L _｣ ⊥ _- 1 i_
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岡 山市倉教津山市玉野笠岡市総社~盲~-LJW~㌃｢-~l_-.･_.+∴
前 陸 地
L 1
----一 - 十 誓 -ト止
二 芸= 還 = 蚤 士 二重 二 つ
2
L 一
転 出 先
浅 口 郡
i 邑 久
川 上
小 田
I- ~L-- L-~-`ー'LT -I-~1--~｢~■~~･.･.- I
御 津 郡 _IL⊥ ｣ ｣し
不 評
合 計
千
二 王 二 …
- __.叫 ｣ニ _ー
i 1-~!-- -
E E 三 ∈
】
l
柔 5-1-18 BEJ.和 44年 赤坂町一塊内地地域間の移動における前任地 ･転出先調べ
岡 山 市 1 8D
L
富 惹 一計 一丁 ;
玉 野 市
立 同 市
井 原 市
総 社 市
高 梁 市
新 見 市
備 前 市
英 田 郡
赤 磐 郡
浅 口 郡
阿 哲 郡
l=コ
巴 久
i
5 I 1
芸告十 二 11_.,._ _
26 1t 51
__｣ ~｣
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:ii･
-手書二訂二三I5
和 気 郡1 7
L 轡一 旦一旦 十 三l 共 廃 部
l - 182｣ 合 計 _
? ? ? ? ? ?
? ?? ? ??
? ?
??
? ㌦】?
?
?? ?
これは赤坂町が岡山市に近 く.近年次?,'に阿山市の郊外の住宅地となbつつあることを示してい
る｡ これは赤坂町への転入の男女差が昭和 58年に杜男22人 ,女25人 .昭和 41年には男28
人 ,女 57人 ,昭和4占年には男58人 ,女42人とその毒が少ないことからもわかる｡岡山禰t,･C
次いで赤磐郡内が庄倒的(,C多くなってレ､る.すなわち昭和 58年に比 21人(桐山妹内全体の約 12
,0')昭和41年には 28人 (1,q山腹内全体,D約1絹 )昭和48年には44人(岡山保内全体Z)約24
%)となって .ここでも次ElJ-に相加してきている｡同山市からの転入の人数が次窮に多 くなってい
るのに対して .倉故市は岩'J和 58年には20人 (仙iJylと内全休の約 14% ),昭和41年には15
人(剛 LJ県内全体の約9%).昭和46年には 6人 (岡山県内全体の約5% )と年々その教法妹少
してきているoこれ比赤坂町が岡山市l･'C近いため .岡山市内に働 く人々の住宅地として利用される
ようになったからであろう｡その他の地域からで(Ti.,和禿都 ,御粋郡と比軟的近くの県南の地域か
らの転入が多くなっている｡ これ壮赤磐郡も含めて,姐･卓関係に上る流動であろう｡また昭和 58
年には岡山市 .赤磐都の全体の中に占める割合は約 `2%であったが .昭和4占年l･'Cはその割合が
約占8%にも及び.次芳郎て転入する地域が1睨られてきている｡
それでは転出について見てみようO昭和38年 .41年 .4占年と全体を通じて最も多いのはや
はb岡山市であ9.昭和58年VZ:は 105人 (岡山脹内全体の約 52% )昭和41年trLは 155人
(岡山腺内全体の約54多)昭和46年比88人 (岡山S,t内全体の約47飾)と岡山県内全体の約50
%を占めている｡このことは .近くに,却-桁があ少,その文化取にあ9.そしてまたよb都会的な地
域へと居住しようとする人々の動き(,{よると思われる｡次に多いのは赤磐郡内への転出であ9 ,し
かしその数綻 ,昭和58年 .昭和41年 一昭和48年とも全体のうちの 10%位で一定している｡
務 5位には分数市があるが .その数は転入の磁合とは逆に昭和58年が 12人で全体の約d% .昭
和41年が28人で全体の約8% ,昭和44年が 21人で全体の約 11%とその教は増加しつつあ
るocれ比水島工業地帯-労働者とL/a 出していること街もていも その中の男女の比'JCも変化4秒りvlr'榊
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58年には男と女の比比 .女子が男子Q)2憎であったが .昭和41年には逆に男子が女子の15倍 J
昭和46年には男子壮女子の 1.8倍と年 男々子の労働者の流出が日立IDてきている｡ここで Jこの
5年間を比較 してみると.昭和58年と昭和41年の関には大きく人数の変化があるが .昭和 41
年と昭和48年には ,殆んど変化がないということであるO これは昭和50年代になって日本のエ
紫が急適に発展し.多くの労働者が必要と凍ったからであ9,この赤坂町も日本の他の蝕村地帯と
同じ傾向を示 したと思われる｡ しかしとの急敢な人口淑少も昭和 iO年代になると落ち発きはじめ
ている｡転出の方では.岡山市と赤軽部 と倉敷市とで昭和 58年 .昭和41年 .昭利 44年ともに
全体の4分の 5を占めている｡以上の上うに .ここでは赤坂町全体での転入 .転出を見てきたが 一
次に赤坂町を地区別に見てみよう｡
表 ト ト 19 昭和58年 赤坂町内の移動における前任地･現住地的ベ
～lL T 現 臣 地 ｢総 数 ｢ 頂 ~一一小 一妄 ~~1
I 町 苅 田 5?l15 I 24
ト- --- - 一一 一.】 大 苅 田 7 5 4
T 兼 窪 田 12 2 10
菌 窪 田 ムー 4 28' 由 津 里 . 14 8
! 山 口 14 9 7
l 西 梶 部 12 5 7
一 束 軽 部 ll 占 ･5
｢ 訂 盲 1 ｢盲J 4 2 2
【北佐 古 田 8 4 4
｣ 今 井 1+1 1 5 d
' 多 究 l 18 ! 川 df
出 屋
T~小一~L-ー-◆~TL｢庶-A 14 7 7
奥 小 原
坂 本 i】
: 坂 _生 ｣t 14 8. 8
r 寺 ーI一一一 分 t I
｢~~遍-- ー㌃ 一一-一一号 -1 27 l 14 ll5 5 ; 2
矢 板
222 i 107
-占CI-
前 臣 地
14 ,千- -lT '
I 19 10 ! 9
8 4 2 ー
20 7 15
18 10 4 ,il
25 8 15 !
22 ll ll
7 5 4 '
12 4 4
25 一一十15 i lo
27 1TT- 丁｢l
8 55
14 る i lo
l I
50 14 1占
7 占 1
｣｣竺⊥～11
表 5-1-20 昭和 41年 赤坂町内の移動における前任地 ･現陸地調べ
総人口 l 男 女
町 苅 田 44 55 51
大 苅 田 4 5 1
東 窪 田 24 J lD 14
西 窪 田 I 5 1
由 浄 旦 17 8 9
山 口 17 J d ll
l 西 軽 部 l t9 9 10 !
兼 種 部 l 20 9 ll
5甫 佐 古 田 l 7J 4
-北佐古田 ー 15 7 る
今 井 8 2 占
l多 究ト---- 25 ll 14
出 屋' Iー｣-｣
～土_-NI｣6+ 8 4 4l十
央小原 -
I!坂 本l 1 1辺28一下分｣ I】憩分103｢7L大屋2111･矢坂一
山 手 占l_ _- 2 4i
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⊂ 二亘 二三 二互蒜｢ ~~仙｢
総人口 罪 女
41 L S. 50
ll 4.7178二985551jS1427≡,41 5
34 12 ー 2 2
9 ｢ 4l23l12
14 p8AI531占117)
l
l 1占 占 10
1915 4
23 1510-
15 ム 9
1 12 ･占 占
襲 511-21 昭利 4 占年 ,隷 iqlブヨの移劫t,Cお小ナる前色地 ･現住所調べ
｢ 現 住 地 l
総 壷｢｢一高~T~盲叫
町 苅 田 68 5929
大 苅 田 l 5 る
東 ■陸 田 2ー 10 l
西 ~蓮 田 l 8 2 d
由 .津 里 14 5 9
｢ 五 一- D td 9 7
西 磯 部 50 21 29｣東軽部 15 8 7南佐古m北田9 5 i今井189 7.多賀I)出屋l47i小原l奥小 I坂本辺4 2 2下分20 10 l 10惣大屋5 1 2矢板2 2i一
ト 山 手. 5 2 1
l 合 計 271 150 140
前 任 地
総 数 男 女
59 50 29
17 5 ･12
22 12 10
ll 5 8
20 9 ll
22 15 920 9 ll19 9 10dr5 さ10 5 7
7 5 4
17 ム ll
I 15 7 d
｣ =___.一_
｢ T 5 5
24 14 188 5 5
I
4 2 2
転入につレーて昭和 58年 ,昭和 41年 ,昭和46年と見てみるといずれを見ても旧鳥取上村 (チ
なわち町苅田 ･大苅田 ･東経田 ･西経田 .由津里 ･山口)の地区が多く,それぞれの年に全体の約
42%,約49% ,約50%の割合i･占めている｡その中の個々の地区を･見てみると.町苅田 .大
苅田 '東窪田は増加 .西窪田 ,由津塵 ,山口壮ほほ一定と怒っている｡旧碗都村 (西聴部 .来聴部 ,
南佐古田 .北住古田 ,今井 ,多額 ,H･l崖 )を全体としてみると.昭和58年が 28% ,昭和41年
が55% ,昭和46年が40%と年々の増加がtE]一鴎取上村よbも大きくなっている｡そのうちでも
西厳邦地区が昭和4d年(,i昭和 58年の 4･2倍も増加 しているのは目立っている｡
その他の地区はやや娩少かやや増加と.たいして大きな変動はないo旧笹岡村 (小原 .奥小原 ,
坂本 ･坂辺 J下分 .紙分 ,大鎚 .矢板 .山手 )を全体として見てみるt.昭和 58年が約 50% ,昭
和 = 年が約 1占舛 ･:FJJj46年か約 10/%と年.その転入鰍ま減少 している｡ この地区の人口拭
一一ム2-
年 々沫少をしていて .増加 している地区は見られなし′､oそしてその狭少の割合も大きなものであるB
転入者の多 くは .岡山に近い交通の俵も良いところに来ることが ,この結果わかってくる｡転出者
を見てみると .それぞれの旧村内の全人口の糾合をとってみると,旧鳥取1村は4%から6%に増
力f日日横部材では5如･ら4串に減少,旧征岡村では約4･1軸lら約4.3年に増加と在り,旧軽部村たけが転
出者教を転入者数が上回 ってttaことを示しているOしかし.昭和 58年から昭和 =年の問の人口変化
ほ一様ではなく,昭和 58年から昭和 41年までの人口変化は急敦であり,それ以後はゆるやかにな
っている｡ これは前に述べたよう･把,日本の工業化と額鞍にI娼係していることがわかる｡
それでは .以上速べてきたことをまとめてみると.赤坂町の人口は .工梁地帯に労働力が流出し
ている戯村の典型であb.位僅的に見ても,すぐ出ていける場所だというとともあって .昔から.
人口はほとんど減少してきている｡第2次大戦中や大槻後に仕疎開 してきた人々で一次的捌ま人口
が増加したが .その中で ,人口の流出が多いのは .やはb赤坂町の中心恥から触れた便利の悪い所
である｡転Hjする人々比 .その多くは岡山頗内の工業地青か .阪神工業地帯に集中している｡現在 ,
赤坂町も住宅地として利用されはじめ .兼窪田など一朝では人口比増加 しつつあるが .やはbその
他の地区紘減少している｡しかし.将来 .岡山市の人口が増え .赤坂町もその文化圏とをD,一体
となれば .少 しは人口の流出も防げるかもしれない｡ しかし.やはi)水鳥工薬地帯が近くにひかえ .
阪神工共地帯とも新幹鰍h=よ9､よi)早く結びつけられた今や .やはb赤坂町の人口は流出してゆく
であろう｡
(下 山 原 子 )
(利用唯科 )
国勢調査報告番 r^ ロJ
岡山県市町村勢要覧 ｢高坂PTJ
赤坂町役場臣民移劫届
2 過疎化集落
この過疎という言葉が初めて公式に登場したのは .経済審義金の地域部会が昭和41年にrhした
｢中間報告 ｣においてである｡そ して過疎について-
｢都市への散 しい人口移動は人口波少地域にも椎 Aの同港を提起 している｡人口減少地域におけ
J
る開展をLt過密問題 '忙羽する忠床で 過疎問題 と叶か辿疎を人口減少のため!.C一定の生活水準
を維持することが困難になった状態 .たとえば防災 .教育 ,探健などの地域辻女O-も鞘 的粂件の維
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持が尉姓になり.それととも(,C戦w.の合理的利用が的難となって地域の生産機髄が器しく低下する
ことと理解すれば .人口淡少の薪果 .人口密鼓が低下し.年令榊成の老齢化が進み .従来の生活Jl-
クtyの維持が困難となbつつある地域では過疎同原が生じ.-.!た生じつつあると思われる｡｣
(同報告から),と報告しているd
すなわち,過疎とは ,ただ単に人口凍少だけを恵昧するものではなく.人口減少に上って従来の
生活水埠を維持することが因かとなった状廟をいうのである｡その意味で過疎とは .これまでにい
われてきた辺地あるいは僻地とは本質的に異をる｡過疎は社会的生活が存在していた地域で発生す
るもので経所 ,社会の発展に伴って生ずる新しい社会構造的変革の一花形態一弘るとしりて川惟ううO
･少し輯料 が古いが昭和.40年の西藤･m密に上ると.^ 口50万人以上の大都市(27)
は昭和55- 48年の間に軒なみ人口増加を罷免 ,10- 50万人の中都市(104)で人口が液
少したのは7都市にすぎない.ところが 5- 5万人の小都市(447)では約半数の210都市が
人口波をきたし,5.080-5万人の市町村 (2′427)では全体の8占%VLあたる2,007市町
村が5,000人以下の零細町村 (570)で妊 95%の551町村が人口の減少を示している｡と
くに5/000人以下の町村の壌合は5年間で人口が 10%以上献少したものが全体のム2%も占め
ている｡(赤坂町大屋の場合は昭和55- 4ロ年の5年間で 12%の滅少を示している｡ )
このような地冊如つな人口托出と.それによる過疎の進行は何によって起ったのだろうか｡
梅時的な出かせぎ托脹らす .他の産業に恒常的に乱戦する曲家の子弟は敬前にも多かったC第一
次大磯を鐙て本格的な発展段階に入った日本の=菜は .盛村から安い労働力を典めることで一題の
利潤を確保した｡だが .いわゆる磯前の時代には出家人口の流出が問題に怠るどころか .過剰人口
の方がよb大きな開超だった｡都会の工場に働きにいっているものも不乗気になると解瀬されて虎
村に帰ってくるし農村は剰余労助力でだぶついていた｡旧年隊の志願兵のなかで塊村出身者が圧倒
的に多かったのもこのためである｡
瓜山村の人口流出と過疎現象が目立ち始めたのは .昭和50年代の高庇成長期に入ってからであ
る｡日本経済は放牧の荒廃から出発し.軸鮮戦争の棚 ブームを契椴に清々と複舛 したが .50年
代に入D.神武珊 J岩戸食気を経て溌奥的な拡大 ,発展をとげた｡ この高度成長は技術革新 .外
戦時入 ･立方で安い労働力に支えられ .袈道東を中心とする弟二次産業 .サービスや流通部門など
の第三次産業が躍進の適い手となったBそして急故を成長比経済 .社会耕迫に.かって経験 したこ
とのないようを'm をかこし'大都市における∧ロ集中と過糖化 .地方の農山村における人口流出
と過軟化という両棲の現象を生み出した｡ ことでは大屋部落を取上げて過疎化の乗態を明らかにし
たい｡
ー占4｢
(1)大屋部落の概況
打)位 置
赤坂町の中心地で .町役場 ,公民血 .商店がたち並んでいる町苅田から,車で約20分あま b
県道岡山～林野瀬を .川に沿って北に上っていくと｢坂辺｣という宇野バスの停留所がある｡そこ
から約 100- 200m束に入る｡ くねくねと曲った山道を進んでいくと.正清寺とい う.大きな
か寺がみえてくる. ここからが大屋部落である｡この群落比ほとんど材木に否われておE).その周
に田と畑と家が散在している｡また ,一家を･あげてとの部落を艇れたために .士勤 iくすれおち荒
れはてた家も見られた｡大屋部落の総戸数比 18戸である｡正蒋寺i･中心としたところに 5戸 ,そ
こから600-7007Pl遜れた山の方'JC15戸ある｡
(ロ)は某の現状lICついて
次に人tjの移助についてふれる的'K,過射 ヒのメカニズムを知る一端となる仏案経僧の実態Jrつ
いてみよう｡
稔戸教 18戸のうち17戸が地業をおこなっている｡しかし,若い人連結ほとんどが他の職業IK
ついているため,専門的に塊薬に従-*している人壮菜3-2-1'JCみられるように-戸当り2人と
いうのか大部分である｡つまり,老夫婦で農作業をおこなっているというのが大部分である｡
銀地の規模lも 山あいの村'IC比みられないくらい,かなり大きく,平均しで1戸当たりのtB面寸貞
紘, 7反 1ム歩であるoまた, 1戸当たりの畑両横払 2
反 5畝 19渉である｡表うー 2- 2'({よると,円を1町以
上所有している他家が,全姓家の約29年を占めている｡
また,畑は5反以上を所有している鹿家虻ほとんどなくAiL
も多くて5反である｡
次に作物であるが .作付両横のもっとも多いのはやはb
米で ,総言r約9町ちかくになる｡米につづく作物比大豆で
表5-2-1 此兼従中老忙ついて
Bt英従¢者数 (-戸当り)1戸数
~｢言責
6反 .ナス約6反 .いも頻5反 5畝となb.その他果樹 (柿･栗 .西瓜 ).そさい類という版であ
る｡そのほか一軒のみではあるが2反る畝あまiIを桑園にあてている家もある｡このように .凹は~
そのほとんどが米作にあてられているが .米以外の作物を作ることに上って,耕作転換がおこなわ
れている｡また .1戸あたDの休耕面概 1反5畝 26歩にみられるように大部分の農家が休耕をお
こなっている｡休耕について尋ねてみると,｢渡田故兼のため .5年前上9度のあたbまでめ りこ
んでこせっていた深田i･現在休耕 している｡ ｣とレ､)答が返ってきた｡各曲家がそれなb忙収唖の
憩い土地とか .作菜上不都合なi:地を荒地 .および .休耕地にあてているn米よりほかの作物につ
いて尋ねると,｢粟の木の間のあいている均所にじ十がい もを植えている｡｣とかrt='-マンを
4- 5年前1り栽培しているが .同じ場所に植えると,年々収種が悪 くなって くる｡｣とい うよう
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に.栽培上にくふ うがこらされてレ､る｡ それぞれの野菜類や ,マツタケ ,果樹など壮箱詰めに して
出発協同組合に供Ftiしている｡
葵 5-2-2 ｢大屋 ｣良家の経営規模かよび作付作物と作付面容i ,
函I _B.LJIP-
1反未満 ! 0戸1
1- 2反 i o
2- 5反 i 11
5- 4反 : 2
4- 5反 1 1
5- 占反 ! 5
6- 7反 ; 1
7- 8反 ! 8
8～9反 1 21
9- 1町J 0
1叫以上__.仙_- - 5___⊥
?
?? ?
?? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?? ? ?
?
?
??
??
?
?
dLDl21
∫ 1
5 i9I51L
5 :51.1
休 耕 地_I2 ;5 1855
桑 園 2反 6畝 14歩 (一軒のみ )
一戸あたb田面梯 7反 1占歩
一戸 あたb細面茄 2反 5畝 19歩
(昭和4占年春夏利用状況調査委 )
また 1965年の中間虚業 センサスIJtよると,乳牛および投肉牛をかっていた家は 9戸,全戸数
の 50弟'jCもかよんでいたが,現在でTH寸に牛は一流もいか ､.章節した理由を聞くと飼料が割高
なためとか,手放がかかる別IrL利渦が少ないからという答が返ってきた｡
糸塩で食べていこうとすれば,一定数以上の乳牛,いわゆる多頭頗礎が前提とたる｡それ'/Cは伺
料な終探しなければならず広大な草地の遭軌 娩出技術,輯金,人華などが保証されて初めて可能
となる｡ ところが山林原野な飼い.て草地を逸戒し£ )^･としても,私有林が多く,しか も零細な所有
個係がいりくんでいるところでは非常夜困雄が伴 う｡たいていの山村では一大藍もそうだったのだ
が-もっとも収益の多い米作を中心に,酪曲をブラス･7ルフ了とLn ､るた杓 飼和のた妊'の本格的な
草地泡立をした り.あるいは協力して大規模酪曲をやろうという意欲が弱いO片手間の醗怨では飼
料のJj5は惑いから生産性はあがらないし,都市から遍く練れたところでは市場-牛乳を運ぶ手間が
大変である｡そこへもってきて働き手が流出すると,ついIK骨を上げてしまうケースが多くなる｡
良林省の｢出家経済舶査 ｣によれは .1970年度 1戸当b平均で総所得中のJL.'溌 所得は 5占.5
%にすぎ夜h Q耕作経営面LTL別に盈斧所櫓で家軒朗をどの程庇まか改えるかなみるとa5ぬ未満で
比28,%にみたず .O･5- 1ねで59% ,1ll‡以上でようやく70%に述するに過ぎない｡
こうして現在大多数の出民はぷ抄t所得にたよってか少.凸菜だけで生活するいわゆる軸菜鹿家戸
数杖 ,この1D年間(,日 割 も減 って総鹿家戸数中わずか15.占%となっている｡
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全国的を.そうした捕妙のもとで大屋でも'全点象が,いわゆる兼燕鹿家であり,家計の大部併呑姓
外所得にたよらざるを僻なくなっているo
表5- 2- 5 大屋 18世帯
の曲閑期の世帯主の職業
?
?
?
? ? ?
?
? ?
?
.;…】 /I:
?????
表5- 2- 5忙Li悶朋の世帯主の主な就業を掃出してみた｡ (
ただし1時的なものだけでたく定職も含まれ右いるQ)
l
この衷からも明bかたよう･lJC,ほとんどの世帯主が,土木労務
者として姓外収入Tr綿ている｡
7〔lt'が 川言!,IrTでは生括はてきfTいのである｡
この出払ぎという側槌VL-っいてこ~上攻でふれてみたいと思うO
S 4 7.7･2 4 アンケー トより
(2)大屋の人口移動
我国の凸漁村は昭和50年代の経済の端正成長と=案の地方分散韓によって顕著な影噂を受け
かつて休験 しなかった,#劫籾に当面LているO
昭和 40年の鹿林業i/サス忙よれ仏 蝕莱就果人口比 この10年間JK 29,5車成少しフて 1.0
25万人'Kなり■戯家 (東日本で 10､a以上,西日本で5a以上経常)の戸数も1118多減少した.
しかも.その比婆成案人口のうち男は5a9車 忙すぎず, 占0才以上の老年層が 27飾 他連発では
60才以上性男a4醜 女 4･7飾)yc･もなっn､も しす)ゆ胡生業労ty,力の｢老婦化｣であるO
一方生産面においては .出菜機械のせ及 .技術革新に伴 う点薬生産の増大と生産力の一定の発展
紘 ,きわめて特異を形をとって進行している｡桝種のうち米の生産は原調に増大 して 1.50O-1.40C
万台に遷 し,国内需要をまかなうだけでなく.すでに過剰の状感に遷 してV,る｡ しかし畑作物では .
茨類の昭和45年の生産壮 100万七で10年前の50%にたらす ,戦後鎗大の 400万tの 20
%余忙しか放らないo とうもろこし,そば等の雑.軌 豆類 ,い も類の生産も年々減少している｡
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そして畑作物の輸入依存度 (金成)は 1960年の58多から19d9年の71弔 (昭和 4･.5年洗
薬白脊)-と急上昇している｡
全国的･K始発が, このような情勢下にある昭和 47年7月,私払 山あいの20世帯たらすの誰
某良家の垢啓一赤塀町大屋JJCみられる出村労働力人口の移動の爽態と本耳を明らかにすることを
中心課題IP:｢地域研究｣にとりくんだ｡
赤坂町大屋,Kおける昭和55年以前の人口変血を示す汽科絃発見できなかったが/断片的な数値
を摘出並埋すると襲 5- 2-4のようになるO
* 5- 2-4
大屋の人口変動
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 〞 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? っ ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ?? ? ? ? ? ー ? ? ? ? ?? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? っ
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
明治28- 54年壮町苅田
癖依局資料より
昭和 55-47年仕赤坂町
役場調べ
大屋の場合をみると昭和55-40年の5年間で12啓. 40-45年の5年間で矧 P:17飾も
の減少率を示している｡
以上の2つのデーター に,てらしあわせてみる限りにかいて比大屋k,まさに過政取落であり,
すくなくとも人口面にかいて仕,過疎現束が進行しつつあることは認めねばならなしヽ
q) 転出.転入
lヽ
l▲
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大尾形拓紘 一^ ロ(昭和 47年現在 )42人で^ロのうちわけは .男 52人.女王0人 .年々献
少の遠をたどっている｡人口.世帯数ともに赤坂町全件のわずか 1%忙しか相当 しない｡表3- 2
-5VCL-･b,世帯数について考えると.昭和58年A･ら現在tで紅さ戸淑少 しているが .その中に
は沖縄からの転入者が転出し7tもので.爽質的･P:tt･,2戸の叔少である｡この 2戸について帆 1
戸比同じ赤坂町にある部落ヽ もう1戸妊上道町-o転相であL.
表 5-2-5 大屋の世帯数 および^口の 射 ヒ ー
52 ( 与O I
_I_… ｣ ー-⊥
表 5-2-8 帝坂町大屋の^ロ耕成
45 ′ー
48 一一 占4
55 ～ 59
50 一 54
45 ･ .ヽ49
10 ～ 44
35 ～ 39
38～ 54
25- 29
20 一} 24
15～ 11
10～ 14
5 ～ ?
晋I I 52.⊥- _-
衷 5-2-占 出生者数の変化
舞 5-2-7
~~II--~l
女 (
叫 蒜 ~｢ I.'LI^-
死亡者教の変化
〒∴ ~ 7^1二
7ンケー ト調査による(S.47.7.24)
次に.人口の移JP)についてあげると,現在の捻人口,かよび男女政は.前述のとおりだが,これ
は表3-21 5によると昭和58年との差が29人で釣 52申渡少している｡人口比転出転入によ
ってのみ増渡するのでは-lrく,出生死亡によっても槻 するので,自然的増裸を一応みておくこと
にす る｡ まず. 出生音数は表 31 2- 8 で もわか るとお り昭和 5 8年か ら昭
和 4 日 Fまでの 8年間に, わ ず か 5人 で あ る｡ そ れ K:比 し て . 死 亡 者
-ふ')-
故綻 .表5-2-7によると同年間に10^と1Lっている｡死亡者数は昭和41年 .44年ともに
昭和 5 8年の5分の 1忙減少 して仕いるが 一出生者数があtbにも少なすぎることから .^ ロ全体
が穣鹿に渡少 しているOさらに現在 .出生に関与する年齢層が少なくなってきているため 'これか
らも転出のみならず .自然的忙^ロが叔少 していくと考えられる｡
つまb表5-2-8からもわかる1うに ,年齢階層別にすると.現在比丘5才以上の老年層が 1
位をしめ ,さらに60-44才の^が2番目に多く.5位が 10-14才 .35-39才 ,45-
49才 .55-59才 .と比較的に高年齢層で^口が占められている｡ このように .50才以上の
^が総人口の約42%と過半数に近い｡45才以上の人についてみれば .なんと総^口の半分以上
になる｡それに くらべて .0-9才 .25-54才はともに2人としへE)非常に少ない｡ 0-9才ま
での幼児が少ないということは .表 5-2-6の出生者数が非常に少ないということから理解でき
る.25-54才の^が非常に少ないととは .いわゆる社会的増叔 (転出)に多 く関係 している｡
一乗う 5ー-9,川でもわかる上)に .転入者は昭和 58年 エb献少 してい く傾向にある.それVCく
らべて .転出者数扶41年度が一番多 く,46年度は41年度の2分の 1くらいに壮なっているが .
それでも転入者数の5倍にちかい｡特に女子の転出者が多い｡
衷5-2-9 転出者数の変化 I
三 ∴ 二 二 二
衣5-2-10 転入者数の変化
-:㍗ :~ 三~
L 4_チ｣ … }
桑5-2-11野1校および目的別による転出者数総数1l男
結 婚 8人1人
就 俄 日10
就 学 1 1
そ の 他 ll 占
これけ蓑3-2-11の動棟や目的別によって転出者を分類 した時 ,女性の場合は大部分が括婚忙
よっていることからもわかる｡男子の場合は大部分が就職のためで ,中には職業のためとともに結
婚によって親と別居するためと思われる例もケられるc
L前述 の 2 5- 54才 までの人 が 少 ない とい うこ とにつ い てみ ると. 表 5- 2-
12か らち よう とそ れ 'jCあ った 2 5- 5 4才の 癌Eti者政 が騰 転 出者政 の 5 0〆以
上 を占め てい るとい うこ とか ら も理解 で きる｡ I 5- 5 4才の 転 出者 故は 全 体 の
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約85-84%を占めている｡これ(,i.ちェうどこの年齢の者が衷 5-2-11にみられる動機お
よび目的にかなう年齢層であるからといえる｡ 15- 19才について考えてみると,乗5-2-8
よ少現在との年齢層のうち大屋に残っている書状男 1人 ,女 5人である｡そして乗 5-2- 12上
b転出者壮男5人女 1人である｡
これと調査上b女子は高校か上
び ,特殊専門学校へ自宅から通
学してか9,転出者の)ち男1
人(就学のため)を除いて比就
職のために親もとを離れて生活
している｡ この中には18才の
女子 .15才の男子がともに一
家あげての転出として含まれて
いる｡次に2ロ～ 24才までに
降していえば .とれ比視住着数
と転tI者赦とがともに同数程度
で.現住者は数の上からみると
占0- 占4才の現良音数と同じ
乗5-2-12 年齢別転出者数 (5才階級 )
年 齢
0-4才
5- 9才
10- 14才
15- 19才
20-24才
25- 29才
30- 54才
55- 39才
40～ 44才
45-49才
50- 54才
55- 59才
占 0才以上
総 計 i 29 18 t ll
(昭和 47年 7月現在 )
で45才以上の人数についで2番目に多い｡転出者の呂的別に分けると.女2人がki=婚のためを除
いては就職'Dための転出とをゥている｡ 25- 54才では .かなり男子の転出が多い｡女子の転出
者比率船の止から考えて.や仕り結婚がその日的になっている.男子は自分の俄兼を祷てそれぞれ
に大鮎を敗れた生活に入っている｡dO才以上の人が男女ともひとbずついるのは .1家あげての
転出の中に含まれているQ_
･振出地は約80蕗ちかくが軌山似内で,残り20宙が他府県であるQ他府県の中でもやはり都会
といわれるものへの転叫者が多く,院旗の兵価収を比じめ,大嵐 束軌 愛知の4府県である｡駄
学者1名を続いてすべて都市-の成城である｡また県内の転出地をみれば,働山市が男女と.もに多
く,桃内-の転出者数の約8口車,全転出者政の釣 dUaLを占めているoまた町内での移加もみら
れる｡
② Hj稼ぎ
戯閑期を利用しての出稼ぎが大部分で.期紬的に多い^で 15- 20日.少ない人で 1年に
1通則くらいであるD出稼ぎ(,Cよる収入はタバコ朝敵 のもので壮ないにしても.出疎 さ､忙 よる収
入に頼っているものでは7.I,ho出稼ぎに行く地域としては .近レ､場所で町内から勝りの山隈町ぐら
レ､で .遠くになると.Li.ヱ金敷から水&'-Ijにかりた方面 .南東旺備前市から三石にかけての風道2号
-71-
親を中心にした方面忙な.)ている.出稼ぎの時柳になると.4-5台のマイクE,バスが部落tでtl
かえにくる｡壮本としては主忙土木陶係で,中忙比近いところでエ坊がある時仰 出稼ぎに出てい
く人もあるn細入も出稼ぎに出るため樹入会に上る行串もお こなわれなくなっている｡
(3)過軒集落大屋のかかえる問題
過龍緬 大臣のかかえる開放点を上げるなら前述のように新規学卒者の載市部への流出に上っ
て村の人口滅少 ,老齢化が促進され .さらには.典薬校継者の確保の困難とい!開港をも生じさせ
ている｡これを将来にわたってIt･クロ的忙みた場合 .大屋忙おける出生率の汝波 .死亡率の上昇を
解き.大屋の過疎化比 .tナtすかしすすめられていくのである.
実際 .大島では次のようを過疎現数がみられる｡ます第 1に.先業生蚤に従串する人口が転出な
どによヮて沸少してか9.そのために利用されないせせになっている耕地がみられる｡一家をあげ
て転出した家の中には耕地を他の家の人に売却 しないでいっている葡合もみられる｡務2忙若い人
たちがほとんど他の散薬につき坂出していっているために.農業生章に従車する者の年齢がかな少
高くTrっている老夫婦だけで生活している京などがかなbある｡この老齢化が大きな問題をひきか
こす｡つまD,典薬集落というのは農林省の見解に上れば｢農業が鹿葉上相互にもっとも密漆に共
同している鼓家集団｣である｡ したがって農道 ,典兼用碓排水施設 ,共用林野 ,鹿襲用の各種呼物
や曲機具などの利用を通じてか互いに協同しあっているだけでなく .ゆい ,手伝い .または共同作
業等を通じあるいは血作物の供出または共同出荷など鼻薬経営のあらゆる面にわたる協力はもちろ
んのこと.冠婚葬祭その他q)生活面にまで密集にむすぴついている｡ しかし人口の叔少に上ってこ
れらの頓能を果すことが困難と7約 .人口の老齢化VC上中て生産性を現状よb高めることはもちろ
んのこと維持 していくことすら困難となる｡大農にかいては現状を縫持してVlる状庸 Tdある｡
今後般大の問題は .若者が都会に流れていっても.また生活環境がより劣喬に怒っても.その土
地への執舟から離村にふみきれをい入違｡年女か'て労働能力が失なわれていく老人たちへの配慮で
あるDつまり端的にいうならば老人間瓶であるD
自治省の人口急減地域の央感帥壷の報告書の中でも｢現在の人口流出傾向が基本的昭境地林業の他
在米に劣る生産性に起因するものでらり,このままの扶潜で拭 鹿業経営者が確保され 適正規模の姓乗経常
にみあう人口を成して安定すること抜必ずしも予想されなLi｡むしろ人｡構成の老化による出生率低下が若年
伯の急設な減少を来たし,老齢化世帯の瓜林業から吃脱落(拳家放村,保安世帯-の転化など)の現攻が
巡行し.こ功皇域山間部にかける28-50戸未満の小部落散在という人口配置からみても社会生活,生産清
洲 こ軌､噸皮にそq)困難さを増し,tP,,ひ地 域社会とL,a 過,崩操を来たすのか相当に発生するおそ
れがあるといわざるを得ない｣と指摘している｡
いずれVTLしても過疎の社会的膨廿の中で一一番大きな閉店として急速にクローズ7,7'してくるも
● -72-■
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のは,大屋にとbのこされた.あるいは戎らざるを袖なかった老^への配慮と対策であろう｡
社会的野中のもうひとつ大き夜間粒として風土保全とくに防災への影智があげられる｡
そ こで大屋の過疎化と火災の鵬連についてみてみよう｡幸い,今まで大きな鬼災は発生したこと
表512-13 大屋の昼間人口(ただし冊天の日)
45 5さ
dO ～ 占4 1 2
55.一一 59 I さ
50～ 54 1 5･■-
45 - 49 0 0- - -
40 ～ 44 口 0
55 ～ 59 0 1
30 - 54 0 0
25- 29 0 0
20 - 24 ロ0
15 - 19 08 ⊥ 0
成学児および幼児を除く
7ンケー ト調査IJEよる (9･47,7.24)
(引用文献および参考文献 )
･ 熊落地理胡座 窮2春 木 内 借 裁
･ 日本の過疎地帯 今 井 幸 彦
(利 用 顎 料 )
● アンケー ト
･ 赤坂町春夏利用状況調査表(44年度 )
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はないのだが表 15から昼間の大屋の人口-
雨天の日は.ほとんどの就業者牡._-ty木朋係
rz)労務であるため昼間の人口も辿ってくるが.
きわめで 老婦人化 〃していることyC災づく
であろうo消防痛功を消防団に依存している
大鹿で払 人口流軌 旭外収入を得るための
El厄い労務'JCより岡見の確保が幽難で編柵者
や女子によるtL5ちゃん凸業 "なりdlt 5ち
.pん消防 一'托煩らざるを得ないので比か ､か
と予想できる｡
過疎処務大屋払 まき忙施設や人見の不足
から住民の生活と財産が日夜危禎忙さらされ
ているというの仏 かかげさであろう｡
?
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第 4牽 古 代 中 世 の 赤 坂 町
1 条 里 制 の展 開
(1)集塵制の概略
例えげ大日本百科8T射 てよれば,条里制とれ ｢日本古代の土地r/画制度であり土地を約 654
メ-トル (5aD渉 -ム町. 1妙V:16尺) の机で.平面南北にLJ.画しそこt/こできた方形の 1区 画
の.十地毛_ql･と呼び,塵の東西列を北から軒､1T,2免と名つけてV,く0 -1た_Q･_の南北列を取
両方向('･:1男, 2塵と名1+けてい くo段はさらl一休lTgを約 109メ- トル (1町) e:とtn=d咋介
し.方 1町 (1坪)の土地 5dK分けるh坪と川 )の 1隅を酪 点として.tE;行式 あるいけ千,rv式に 1
坪から5Aの坪寸で脚悉 (坪並)i:つける0号らIr珊 tその一刀をム歩 (-'′)11,I- ト′レ)づつ
紗長 く10-T分する地 主即地利と. 1iTJを 12歩づつ 5等分し.他の一辺をZ等介した半折貯)也
割と-/,iあるO とITlが粂Ei制地割の敵中基本叩tjlの 1尺である( ある 1段の土地は坪の境界の畔
あぜ)を軌 .-51(畔本,経本)とすることに上一で何や仲里何坪何経本何段 Flとい うようiこJl･11:帆
佗_梓示すろことができる｡｣とあるo粂_Qの 7JtT'舶 南北をさすのか一般であるか手;7JTnlにそ って
約1口9メートル
? ? ??
? ?
?
??
?
? ? ? ?
? ?
ー
‥
? ? ?
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?
?
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.メ.∫∫ 1暫 軒 秤
54ノー トル I
町.5db8-)～l＼ 5-4● -ノレ/
1.串i';l.,0;(dP do争
5125191571坪I22占201482527211595
54'282161041785 957l5_
並行式 =:孟
多 重 地 割 の 鞍 略
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こコ
V'ることもあるo条里制はとく("=畿内.漸戸内海治鼠 北九州 近江.薬汲 越前なとで発達し.
奥孔 問丸 LJ陰 南九州にも部分的VCあるO条里制の起源は不明在所か多V,九 大Lまかtn=分け
ると大化改新以前とするものと,大化改新およびそれ以後とするものとかある｡たとえば平城京
紘ナ.和平野条里制の上(,{経営されてV,るといわh,-1た古噴時代の後期にカラスキの使用が始ま
ったときその回転政教を少なくし労力をはぷくために長地yJ.の地割か成立Lたとれ 大利朝廷の
む輸領であった屯倉 (みやけ)を中心に長地熱が成立し,大化の改新政府の班田僻軽にV,たって
半析蛮lが成立したとか.条里制的地割は大利朝廷の政柄的発展過程におV,て.姓氏への桝課の負
担の均等化を企画 したものであるとか.また舌代曲尺の耕作地が散在形捗をとってV,ることかみ
とめられん,Dで鮭楽共同体の存在をみとめ魚監制は村落共同体成員の利益を平等にするための共
rh-1耕地の定期的別称制の適制だとかいわれてV'るが,結局比長地卿は大化の改新前から部分的に
行別 っ加てV'たらしV,那,区画黙然とした祭典制が発達したのは押合国家権力の郵大とIなった7
itL紀末の天丸 持統勧あたりではないかとV,われる｡条里制の分布は8世紀とろ(h=は全国におよ
〟.Til､掛 軸 =^妓大和.ilt汀.を中心として.地方的に比-国の中心である国府を中心とし分布して
いるoこのことも衆鼎制が柁令国家と軒接に馳係することを示してV,るハそしてとの免里全体は
水田地帯を中心として.長地塾は水田に.半折封比屋数地.島地に僻徴的であるo このような条
里制の桓源や施行細則については 141世紀初めまで記さいはなく,条里制の施行を知りうる最古
の文献史料比地図として. 755年には じめて出てくるハ天平 7年の弘福寺領.欝駁国山田香河
二郡境田関と呼ばれてV,るものである｡条里制は 11世紀以後は荘園が発達してVlく過笹で急速
に1約 くず していき.条里の呼び方も15世紀ころまでは広くもちV,られたが大樹検地vtv,たっ
てすたれ.今日では地名として比散在的忙しか残っていなvlo しか し地割kのものは.か攻9痕
跡かとどめ,封潤 やため池などが条里制に規制されてVlることも多いo
(2)条里制施行の資料と舶係地名の残存状況
｢怖山脈の歴史｣(ty上れたど.吉備地方の条里制忙ついての文両紙 足守荘絵図 (1169年),
別 冊+神 社文苛の神主究陽朝臣某訴状 (1195年),金LLJ等文笹の金山寺免田下地和与状 (1
289年 ) ,仰中国プ●上衣郡服部外囲 (1298年以前).などが古V,ものであり条里制の施行か
示されてV,るn条里制の過納分布比備凱 備中.襲作の 5国ともEil府跡の十佃 に締鑑か淡であり
多(は河のeFL九にそった平野地帯LA=あるO古吋i-,古代の寺院比や神礼の分布状況とも一致してい
fJn これらの地域はHやくから水田幾案か騒けた古代にかける生産地城であ9,文化地域で もあ
っ-/Cとあるn ｢剛 ｣頻出地史｣によれば漸戸付近にかける絶 技赤軒郡瀬戸町を中心として上道
郁平駄浮榊.玉jtの5柑 赤紫郡市軌 高臥 高A.西山,,r3取上 軽部の雛村にわたってお
りqL川流域に燭 していろ∩木嶋抄にかける赤坂酌の蓉部肘 LO 臥 笹軌 優部の5村にあた9息
-7占-
取郷は以前札 61-取1,中.下の 5村か上ひ西山村にわかれ そJlか ら鳥取1.西LIJ,高鮎の5村
とlEったものである∩付近一帯の地(rtいろいろそせV,名称 五･のこし大規模 攻前方後Pj唄やその他
の大小古墳群(-1粂壁掛′こ何 らか臥係しているらLLへ,.-鮭に地方一帯('こ区画紫件とした灸里の地
形二〔葬っているか名称比 あせり残 っていない｡ 丙軽軌の笠地山沖.+.専 多'JFの百滴山前光･寄･,笹
簡利大屋の金鬼寺.正溝寺などtr.1,平安初助の山城伽藍の寺であって各寺悌免田として条里坪名
を記載した多くの史判が所辞されていたらLいか現在はほ とん ど失fFわれて しまったと恩タ_ると
ある∩赤軒郡誌によれげ.赤坂町にみ られる免劉 ま商は西山 高槻の両村全体にわた lr),北は斬
部村(でもかエんでいるO 隣保地名にEr.i.耽崎VC八 Jr坪.九ノ坪.河本にか L,秤,三ノ粍 九ノ坪.
南方にT阻 二井に赫軌 沖略忙榊士T'.恥[H/LIナノFF.八ノ坪.斗有L,Cflノ粍 /しノ坪,rtj津tP
に酎三十六.fRf.三十六, 来任洞 に八ケ坪 ナ抑圧.(･⊂T/i:ノ1-'.列ノfF,町苅mt'C和ノ坪.梅ケ坪,
束轡苦E'('こ大坪,柳が｢,北1/(.1占即こ蝉ノ坪杏どカubJっoヰた東経ElKiてt｢カ=めら石｣とい う花榊岩
か2ヶ所あるO 鮒11什 七等11=1,rJ収は｢LrEらみ71｣か 5ヶ所あるo これ らp-)もの拭野里肘伊跡の
El槍であると′酎 つれ TLめ C,右 もih=らみTA.Lも好日.Tiのことて.条里をまっすぐにす るためZJC川vI
L-,オ1たFlしい(そ して条塵の粍 白筋壮大9JT忙-,Ct'f7I,t仁,Lく.神聖視されたらしvlo
(51 条=qji.地割の地域と魚壁の11!原
軌空写共 2枚と四位肌 取締肌 大苅軌 町TlLLj,巾粁礼 節嘩臥 所解離e)地新厚lを伸用 し,
地雅欄 托国土地理院｢万'呂り 25000ロガの 1女性斤1LたO古代の鮮令ljij家を維手即 勺[･C支持 し
ヰた寒鮒経常にひとつの才節削り手段を与えた新書用州1.地表Jr逓右京項G::,rn,･おうので化僻的広V･t恥四
香_巌無しうる新生写共作&._和であるO 穿き削帆6-払榊 ゴ晩学写Al一己でJF;rLば. 道路,恥畦畔のつく
る士地割か敢然としてV,て近fけ新郎 コ,新 しい[,7両冊 ilと忙は軌や道路かせせい範馳Pgで画触
的に辿杭 しているわけでもたく,糾iWIL.,範即で,断続 Lつつ少 しkT左右にゆ,11つつ非本的Kq:i
臥-的原理昨よっ-(追掛や醇か直交しているので･'あZ｡息JrL上村地域と艇部地域の解_'4号石丸を も
とr('-したので,北佐井汁1ヤ柳 の-})QjL,沸べ て V,希い.､耽笠写寅によれば赤壊町集塵の過神灯UJ恥
剛か ら連綿Lて.東洋肌 田〕利札 大利肌 Lb軌什頒灘 の平野部でみられ -AT_軽郎 申確 執の平
地部でもみ られたハuJnや西経日代 組み ら;hTrカニった｡l･44-1-2は地形図1の道路や恥を敬
重等:炎の条里のナ山d=射れさせたもので鳥nl杓とt鶴 pの炎卑称仕捌 き平行鵜か ひけたO 匝14- 1
- 5IJi航空等井より確かめら-Ilる魚堅区画をかさかLたJLので.魚屋制の迦材の布否や掛 こ的75:
士地割のjJJ向やタイプを訴べたものである｡FIJ他 人平針の梢は粂gT制の迎楓とたん7p:んL･'Cfj･-)た
田畑との境VCなっているo こ,T)免罪地埠をカl･卜TL▲ )忙軌hている砂川や石帯川･Tのイ世相谷
口や蛇行をして いる地奴で比良叶F-lの帥 √こ萌かそQl帖の理由で汎路を大きくを･I_てL.(る府 もあ･'1,
そこで托集塵.の弊鮮とし/t区画は7>たさIL.常九にちか?た形の新地かて夷てい るL,
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陛14-112 地形図に航空軍兵より判訳される
条里区画を記入したもの
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図 4- 1- 5 条里制の池群の存否や基本的を士地割
の7)向や.P.fブを許べたもの
-7〇一
岡山県立農業大等枚地域や東軽部では区画紫理が行なわれており道路や難が直交してV,る形比の
とってV,るが耕地の塾結わからなくなっている｡また町苅田の町は道路や満の直交してvlる形が
のこされてお りPJが梅子状であるn 坪の中に^家が特典してV,て条里の区画だけがのこってVlる
所も多いo可其木地杜粂_qiの筋にそっているよう乾.一般的に比,穀近の妊げ Lv,宅地造成や=
鳩地造成による蛇乱がめたDn 耕地の軌忙Erl,長地5'Jや半折yJ.や岡41 1- 5に示したように両
方とiriちかう群があったハ取捷田と粋崎での赤坂町と山瞬町との境界や,東経田,大苅El,町苅
臥 由締盟の境界の-札 束軽部と爾軽部の境界の-部比魚盛の筋にそってV,るO神社や寺院か
多いこともめだつ.付近vr_古墳が多V,こととともに,粂重刷と脚係かあるのだろう｡航空写井か
こくこくと彩り射 フる紫観を写しだすの忙対し.地斬図比地泰の柁乱がひどくなかった時代のも
ので,古 く(,i 1885年--89年のころ全E3il的に行なわれた地神阻塞の結果によ･,て作興された
もので占00分の 1がふつうであるハ所持El.:r長藤EEI.大苅臥 町苅臥 由津具,粟軽部.西軽
部の地脈図をみたれ 西経FFlには粂_軋別の池柄拭みられなV,し,他の地域も航空等兵でみた所に
条 里制の区画がみつかったo地肺底には井ノflf'".六ノ坪.八ケ坪,栴ケ鴇 柿ケ規 西三十六,
東三十六.柳坪.大坪.久坪などの名称がみい出された∩図 4- 11 4は地肺岡の地名を航空写
真でわかった区酢 あてはめたものである071た軌 山県農地亀 廃弊君喝 簡山村卑P中の条里
… 係の古鯛 をみたところ･r南LU県舶 唱 に矧 碓 桝区図- 師 上村大苅田耕区図･開 村
河本桝区軌 赤射脚 山村大手前尋区条里池1Ll:があOr細 部琶忙町苅田付近坪割馳 iあ9,廃 山
村野 西中区桝区岡があった-河本桝区恥 遠方なので調べなかった∩ 属 山村塾の西中区耕区図
と地 史のそれとはQ15Lr-f同じである∩ これと軌 仲 里の軌 u村全図欄 や道郎 そって条里区画
を甘さこんだものや.地形阿t,C同様のことをLたもの.航空写寅でみた西中地区をみたことなど
とくらべてみると.条ip.の方向はあってV,るか坪の両冊rtくいちがっていると思うo 図4- 1-
rlはrh L｣鵬 地空の酬 l区条里故地の園を10分の7倍したもの.図 4- トー占は糾山村皇FXj!h=
航空等未でみた条里区画をあてはめたものである∩取経p-!区桝区図は粟窪田の地廟図 (図 4- 1
-7)や航空等共とくらべて図 4- 1- 8のようVC坪割かできた〔太線がそれである｡鳥取上村
大苅田桝区図も同様(^=した∩それが図 4- 1- 9であるoいづ九も魚里の方向はあってvlるが坪
の両所比不正確であると思える｡町苅田付近坪別図は条里の方向.坪割とも正しvlようであるか
地名なL'は記入 して夜V,｡図 4- 1- 10がそれである｡このように航空等夷.地僻囲,古地図
などをくら一･こてみたn f良後に回 4- 1- 1のよう忙紫鉾と坪付しエ{)としたが,赤坂町の条里は
山帖町からつづvlている広いものであ的 :･1ソトとなるの拭六ノ粍 八ケ坪.賄三十六,東三十
六などの地名しかみつけられなかったので坪付け汁できキかったO
(吉岡 茂)
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図4- 1- 4 地縮図の地帯を依空写貫でわかった
区画にあてはめたもの
■
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｢一宮VCかける条里｣.一宮VCおける歴史と現代 (地域研究亀14射 ,岡山大学教育学部社
会科研究車内地域研究会.昭和45年
｢条里制と古代娘藩の復原｣谷岡武払 古代姉土史研究法 (姫士史研究講座2)古島敏弘 和
歌森太臥 木村建線集.朝倉書店.昭和45年
2 鳥取 ･軽部 ･笹原庄
古代の併敵国仕若干の君防 らゝ成 り.郡拭また篇千の部から成ってVlて. ｢廷書式｣や｢和名抄｣
に上れば. 8郡51細であった巾ただし,郡や井はともvc.その後の時代にしばしば神勅 ミあ9,
特VE郷Vr-つvlては神雑を分割や名称の細 があった｡平安･穿町細の備前国の郡は.邑久恥･和
気郡･赤坂郡･解梨郡･上道郡･御軒郡･幹砧郡･W.島郡の8郡であった., ｢市塙抄｣vc上れh'.
備前の国の国府は.御野郡 (現岡山市)にあ9,京都までの行和tt,上 り8日.下94日を襲し
【
た上うである∩律令fh･lT下の奈良･平安時代の地方政治は.国には任期4年の国司.郵船郡司vcよ
E って行なわれも 備前の国司としてPi,大宝5年 (785).正五qI:下猪名東人石酌が任じられ
たのが最初であるO .その後.平安時代末頃tで忙傭如国司に任命さhた者は,200余名が判明
してVlるnその中vc仏 者政を朴 たことで有名な青原傑別千,藤原氏全盛細を集V,た道長など
の名も見えるのである.当時の国司 (受齢は.任期比4年であったか.莫大を収入が得られた
たれ 中央の貴族拙競って国司になったものである,.平安中細の頃から地方政治も弛位牌放し,
｢受鎖は倒るる所に土をつかめ｣と青われてvlたほど人民を沖取し.私腹を肥やす藤国司も少な
くなかったのである｡寛仁2年 (1018)vC.備前守能通は.備前が大草VCみまわれた時.孤
者を陳情すべく京都VC出張しながら,しかも,その早番が紗の政治の無策のためであるVCかかわ
らず稚門の甘心を得るためVC.米500石を適演VE, 5DO石を頼通Vi{献じてV,る例などがみら
れる,.
明治･55年4月VC赤坂軌と解梨郡が合併して.赤軒都となったのであるが.赤坂郡が初めて文
献vE見られるの比 拳老5年 (721)のことT.それ以前は.上道腺か上道国の一部であった
14i ェぅだnその後多少の分合があって.元aE5年 (88.)Ktt.妬故 占.戸数295.練T 17
54となってV,る.｢和名砂｣vc仕.周匝 .宅莫･軽部･高月･鳥取･葛城のd称をのせ,また
L ｢傭船国劇 vc払 周匝･平岡の2舟･鳥取･郎 ･仁か 竹枚の4巷をあげ･那 万7千 9首
占4石4升と配してV'る｡(1)
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幹梨郡はも.と･赤那 陀 9珂磨 ･佐伯の2狐 上道郡より物理 ･桶野･沙石の5郷をさvlて創
F.:せられたものである｡天平神課2年 (76占)には和気郡に屈してVlる∩その臥 上述の5郷
と,旧和気郡の石生 ･和気の2郷との計 7郷仇 郡治所よ9速く.また吉井川に隔てられてV,て
不便なため廷席 7年 (78i).和気柵麻呂の首vcよ9和気郡よ9新たVC磐梨君跡 さV.て勘 ､れ
た｡
大化の改新 (445年)以丸 日本は緋令国家としての形を救えていくのであるが.改新の詔
の 1つ ｢班田収授法｣により.それまでの皇族 ･襲族が持ってVlた私有地 ･私有民は廃止やh,
男女とも一定の年令に逮すれば国から口分田を与えられる公地公民の肘掛たてまえ･となった｡＼･と
ころが B世紀前半vc出された ｢三世一身の法｣ ･｢亜田永世私財荘｣とV,う2つの法律をきっか
けとして,公認の土地私有制慶かめばえ.班鮎制鑑壮早くも崩れることと凍った｡これが荘園の
かこりであるb^ の々生活は土地を基盤としていたから.この時以来,大礼寺･水族 ･費族連ね
進んで土地を賄賂し.荘園を拡大してVlったのであるO現在の赤坂町の区域帆 その昔灯島取 ･
軽部の2郷にわかれてVlて.荘園化が進められる段階で.鳥取･軽部･笹原のさ在と在ってvlく
のであるが.そのことにつVlてこhから述べてVlきたいと思う,
(7)僻部荘(てつvlて
｢寺嶋 抄｣ケこ軽部称と織ってV･.ること机 先L/C述べたとう9であるが･一体.どの範囲に在っ
たのかと言うと. ｢和名抄｣の軽部郷は.旧任岡村･旧軽部村 ･rEl仁琳村と,旧布部実科の一部
vc広かってvlたと憩われる｡｢古水肥｣に. .
為一木梨之軽太子御名fL 定一軽部
(2)
とあることから.Lt･の軽部郷は.允恭天皇の皇子.木梨軽太子のために設けられた御名代の地で
あったことかわかる∩御名代とvlうのは.古代.天皇 ･皇后 ･皇子等の名を伝えるために,その
名ま1,-trl.居所の名を負わせて畢V,た私僕の部民のことであるn平安後軌 荘園の発達VC伴V,こ
の地も軽部萩として荘園化さytていった｡軽部菜とvlう荘号は.明徳4年 (1595)の,前田
家文苛作みえてVlるn 時代は下って,醸長10年 (1dOd)の.備前国高物成帳Vこは軽部在と
して.
所軽部村 ･東軽部村･迫田村 ･北迫tZl村･多野村一出屋村･小原村 ･頓辺村 ･他分村･平山村
･山手村 ･大矢村 ･丑山浄土寺･宵而山村丁正純寺村 ･山方村 ･今井料
の吉117ケ枇 断 てV,る㌘)紙 元文2年 (17,7)のIr･mh7舶 軌 鴨 1
西軽部村 ･丑寺山村 ･粟軽部村･今井村･南佐古田 (古て､,迫田)村･北佐古田 (古-,北迫
田)村･大昏村 (盲-,大矢) ･酋神山対 ･多賀村 ･出屋村.正沸専科 ･山手村 ･憩分村 ･憩
分下村 (惣分村に属す｡古名は田 原々) ･坂辺村.小原村･山上,(吉名山方)村･平山村
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の計.8ケ村を鵬 在として-て!4'鮒 ,村が増えて-るn昭和 ,5年発行の細 郡琶忙よれば
企長10年以前の軽部在は.仁裾荘 (戸沖野村 ･珊 襲村 ･中勢実村･東村 ･西村 ･中村.広戸
村･河豚毛村･小錦か 沓石村 .塩木村)をも含めた広しっ地域だったと思われる5)中世の荘園の
傑域や,村名などは変乱か敵しかったようである,とのこと払 下勉上の風潮か風沸した時代に
あって,中央のみならず,地方薮族のFrilでの権力争いか荘園の争奪を主たるものとして展陶さh
てV'たことを推測させるものである0枚に述べる鑑隈巷も,軽部荘内の9ケ村を主とし.凝苦描三
から分離してできたものであるo鮎等された年は定かでI,Tlなvlが.江戸時代末期の人 大沢惟月
の手vcよる ｢吉備取故｣の中の ｢民間の市村｣忙詑されているものVClれLrlr.軽部荘･在原荘そ
して仁堀#.各荘Vr_属する村 け々以下の削 であ,て.各荘の属村の変動 iわかる£61
軽部荘 餌聯部村 ･笠寺LJ村 ･東軽部村 ･阜封村 .大屋村･南保古田村･北佐古円村
･･･ 計 7ケ村
在原荘 ]｣手村 ･多新村 ･&.昏村 ･首邦LlJ村 ･JT:.渦有村.,J､原村･坂功村 ･山ノ上村･平山
村 ･惣分村 ･･･訂 10ケ村
仁術荘 仁相乗村 ･仁珊中村 ･仁堀西村･仏戸村･小錦村 ･仁砺河原毛村 ･所勢平村･中教
学村･戸津野村 ･上境木村･替石Lu村 ･･･計11ケ村
このよう在村々の分離あるvln結合が担ってVlるのは.士斎表族の軒力争vlによるものであるか
もし九をV,｡鎌倉時代VCかvlて.軽部荘kt.守芦救土肥･佐 木々氏その後.松田･赤松 ･LLJS･
浦上氏等の支配の下thr治められてvlたハ
小)笹原在につvlて
赤坂町北部の旧套岡村の地域に仇 山手和 ･多野村 .出岸村.葛滞山村･正林寺村･小原村･
坂詔村 ･山ノ上村･平山村 ･恕分村などの村 か々あって.徒古は,これらは前述の通り,軽部胡;
忙属してV,たのであるが,平安後期荘園が発議するに瀬び軽部茶托凍ると,_卜述の 10ケ村は解
原若となったのであるo ｢吉備温故｣の ｢民間の書付｣の頂に.笹原在として, 10ケ村か記さ
れてvlることk,(カの所で既に述べた通.Oである.
(9)鳥取准KつVlて
大化の改新 (占45年)rVCよって.公地公民の御慶が建て前となったことは既に述べた通りで
あるが,それ以前の大和朝廷が支配してV.た時代には.負_*･豪族払 各棟の.部民と呼ばれる
1つの肺葉vc専門的に従車する隷属民の典B]を持っていた.その中の 1つVC,鳥取部とvlって.
鹿を捕った9,飼輩することを仕事とする典助力】あ〕た｡ この,鳥取部の設産の由来につV,て払
｢日本馨紀｣の垂仁段忙載っているので以下に紳介するか,この鳥取荘 も.全国陀隈かhた鳥取
部の都民の集落の 'つであった㌘)
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し こ∃
天皇立一於大殿前_･甘津別皇子侍.,之･時有一船鵠_慶一大鹿_皇子仰観レ鵠日長何物取
天皇則知一重子見レ鵠柑レ嘗･両者レ之∩訂一左右_臥 誰能捕-長鳥_献レ20於I,是･6取
造祖.天牌河板脊奔官.臣必捕而私 邸天皇勅_瀞何夜誉_日.汝献_定点_必敦焚免 時静
河板誉遠望_鵠飛之方_,追那 旨_出蛋匝_,而捕私 戎日.棉-f但属国_A 十一月甲午朔
乙未･済河板誉献レ鵠也 音律別命弄一足鵠_逮得一言簡J 由レ足教jL 淑河故脊 J 則賜
レ姓両日一息取造_因亦定一鳥取部･鬼饗部.昔時部_n
さて.この鳥取都の^たちが,何処で鳥を捕ったかとvlうことにつvlて. ｢赤穀郡乾｣は,ロ)瀬
田･馬渡･南方等の地名が裁ってvtる((塾千余年酌に行なわれた条里肘帆 十七川以東VCかいて
は殆ど.その跡を鬼女vlことハ③荊沢地の出口と思われる.船場.十七川の左岸において2mの
地下上9 岩梨の石錘 1衝が発見された.の, 5つを根拠として.現在の山陽町の南弘 桝田･
青首･南方から船裾に至るtでの.東はほとんど山VC接し,西壮ほほ十七川にはさまれてる-帯
に.音大解釈があったと潜像L.この辺少を中心VEして鳥取部が括印したので杖をvlかとしてvl
る!8)
｢和名抄｣に,赤坂郡鳥取部と記されてVlて.平安後軌 荘園制がj-_地支配の土台となるに及
んで,全岩細り忙在院化が3Lf･み.この他も.払取荘となった(,bI&非の名札 地久2年 (1191)
の島田文事に見えるo当時,本荘払 全国百余ヶ所vC散在してvlた後白河荘畠?,六条殿選別堂
に付せらかた長所堂儀の1つであったhそして.その徒渉塵の鳥女五牌門院の御管穿下作あった
のであるが,径深草上皇VC誹られ 永らく持明院銃の御領となったのである. この,長緋蓋領の
変適につvlて.奥野高広氏の鞠文 ｢卓町時代の鼻辞御伽 馳する研究｣によれば59)元中9年 (
1592),南北朝合一の時,その免件の1つVC･.持明院統仇 長押堂領 ･播磨国帝領を.大先
寺就任諸L3;]国街領を伝儲するという萌がある∩此晩 北朝側御領の大部分は.穀光上皇の御管理
VE属し･長計堂儲その他仇 楽轟御僕ではなかったoすなわち,後光厳･復円敵天皇の時代を通
じても.点光上皇が持明院統御飯の大半を持ってVlて,応永 5年 (1398).崇光上皇が御励
御なされ,.後小松天皇が立たれるVC及んで.農光上皇の御領であった長所堂儲その他の御領をこ
とごとく没収されたのであるO後小松天皇が誹位された後 上島となられても,長群生領その他
の御儀は,同上皇の御管理下VCあったのであるが･長所堂債のうち･丹波上村荘とや前鳥取巷と
払 同上皇准母准三宮日野廉子の御経済vcあてられたのIrある｡その弘 応永28年 (1419)
日野康子の死去によ9･後小穆上皇の御管理下に複するととYcなった.永享5年 (1455),
後小松上皇が崩御された軌 長所堂儲咋後花園天皇の発表御債となったa
塵穿御傷の中の最大のものであった長新堂領の 1ってある傭軌息額在仏 vlったV.どのようを
ものi.どのくらvl年斉として献上してVlたのであろう九 建久2年 (1191)の島田文馨の
-9I〕-
注進御荘#.一年中課掛れ 鳥取荘.元三雑8t牡 1-ヨ乱 御座六私 大文三.′ト文三 砂二十
両,三月御八新砂十両.衝岸御布施布十段二月札 門兵士九^西洞院面門.棲梅面門.油′J､路
面門二月各竹B,廻御菜ニケ日毎月十九日.廿El,草花三十枚 建久二年十月日
とvlう記述か6(10)bかることは,雑事として鳥取即 併せられてい7tのtt,簾が 15阻 御節 `
粗 砂20両.5月御八桝のためVC砂 10両.甘草の靭布施 (2月科)として.布を10鼠 毎
月19 ･'2°の両日VCは菜を.そして者花を30枚である.-ilr.設串として西洞院面PtL格梅
面門そして油小路耐一つVC門兵士を9人.棚rBkt50日ずつの2ケ月間である｡長所堂鱗が.前述
の宝秘門院 (1181- 1252)の管財 FVEあった時.宜鰍門院払 ｢慈夢によって.寛元元
年 (1245)より東寺御X,堂vcかいて.弘啓大師生身併科として僻恥亀取荘の年声の内15巣
(TT)を阿部 .寄進あらせられたoill)この間の糾 帆 兼寿文町に
備前B;).払取荘年黄門十三果.毎年如塀怠.可礎延納兼寿御影堂.此都依有御霧夢之子掛 所破
定健也.可令存知其旨拾考宜断 つ院令旨如此 仇親善か件
宵元元年 四月廿二日中簡祷大適 評上参川稚僧正御坊
と見えているd(12も即 暇 QL 新通親を別当に任じ,所領を管理し.常廷内で勢力をふるったの
であるが,建長4年 (1252)vE死去され 所帝の長所堂債は席司院を経て後韓草天皇に伝わ
ったのであるO (東寺御影堂弘荘大師生身併科にあてらhてVlた怖軌鳥取在は.元来長暇 領で
ぁるから.寛即 暇 が死去紳 ると.他の我と代えられ九 )前掲の奥野満広氏の静文VEよれ叔5)
備前鳥取荘tt,祉武4年 (1357) 8月2日付光鹿上皇の院宣にエD,西園寺経節の知行に孜
｡ているO西隣寺公男の手になる砂の日記.尉太暦の中に,(14k軌師 荘VCつV,ての記述か見ら
れるので.それt′こつvlで考察してV,きたvlと恩)∩西園寺公祭とV,う人は.永久の変以払 多数
の太政大臣を中央政界tA=送Dだした公卿の名門である西野寺家の. 4代目公梓の子突雄 (1217
-74)を始祖とする,洞院家の一門であるo公鷲は,南北朝対立の時代にあって,南軌の側か
ら大V,tR:信頼され.太政大臣にまでなった人物であるb
掛 Tl.三年九月八日,竹林院p軒r円府所餅棚抑圏.払取払 能登国一骨粧.伊与国宅摩荘等禎下安堵
綿旨於西園寺中納言.超等唐衣老中行云云老∩
又日,文和元年九月八日.竹林院所内凧,公丑所領怖前匪t一息取払 能登匝-:rJ#,伊J5周宅僻
許等.礎下安堵輪旨瓜羽･_gf俄下輪旨於西園寺ql机育.足等皆武家所申行云云老h
観太膳には.観応頃の仰臥R,･取井の知行関係が記されてvlると思われるn放たt3年も文和元年も
ともに,北朝側の年号であ_01552年のことである｡~断固寺家払 10代公宗が建武の中興 (
1554)の後 北条氏の再興を企だてたため託されて.公家の弟公塞がその跡をぷfv､たこ公EIt'.
(竹林院)は.観応2年 (1551)vc,内大臣を辞してvlるから.文晋中の r竹林院前門府｣
一一9トー-
とV'うのは,滑水氏の挿入通9西B,1寺公重のことであろうO公塞帆 南朝例 (大食持株)vE任え
たため.北朝側 (持明院統)の所俄であった備軌島取荘仏 文野中の西園寺中納言なる^物vc,
その知行権か下ったのであろうと思われる∩公重の後.西園寺家を継いだの姓公案の遺児である
英俊であったo西園寺実像は,横広 5年に樺中納嘗正三位となってVlるから.文宙中の帥蘭寺中
納言紘実俊であると思うハ奥野氏の論文ならびに陸汰暦の記述とを参考vcして, 1500年頃の
備前鳥取萩の知行舶係を紫理してみると以下の梯(A:たると思うo
光厳上皇の院宜VCより.建武4年 (1557),西園寺樫原が知Jも
艶太暦中の ｢竹林院前内府所領｣から,観応5年 (1552) 9月8日を境として.知行仕西園
寺公凪から西園寺窮俊へ移る,.vlつ,どのような洲FtKより経願から公.3-VE潜ったか仕明らかで
けなvln 文背中.舶後の.｢是等膚武家所申行云云老｣につVlて仇 2iglりの解釈が考えられうる
と思うn ｢足等｣が,文背中の5,Vを指す ものと考えれば.西園寺中納言実俊vt下されたのは知
行樺のみであって.学際に現地にかvlて治めてvlたのは武家であったとvlうことなのか.それと
も｢是等｣が.絵旨を指すものとすれば.西園寺中納言襲俊に.備軌亀取井の知行の倫旨を下し
たの結,時の将軍足利尊氏であると老えられるのであるo
備前鳥取萩の年芥米につVlての髭輯仇 応永14年 (1407) 5月付の.長新堂傍目旬VC見
えてvlて,千石であり大きな.W園であったことがわかるotた,建内記の糸吉元年 (1441)
9月 14日の条にも同様E,C.年貫米千首文とあ るO(15)(1石 1耳政のたてまえからこのように変
更されたものと思われるハ )
明徳5年 (1592),南朝の後他山天皇が神器を北朝の後小松天皇に訣9.ここに南北朝の
合一がなったのであるが.先i,こも述べた.ようVCこの時忙払 持明院枕に伝わってvlた御 堂儀は
栄光上B_のもとvcあったのである.応永 5年 (1598),発光上島が御肋御され 長翻堂傍は
後小松天塵の所餅と売ったo選評魚価のうち備軌財政苦と丹波上村萩とは,｢沸済准后日記｣の
記述',･Cよれ,:I.(1極小松上畠の准母准三宵日野康子の御脚 にあてられてV.たが.応永 2占年 (
1419)死去VLrより.再び後小松上皇のもと作成することになった｡永草 5年 (1455).
後小松上皇が励御された後,長靴生保比後花BjriT天皇の耗瑛軌領となったO
仰臥缶取#年式米千石であること(rJ前述Lたれ 年貢の進罰状態は,どうであっただろうか∩
奥野氏の前掲の簡文 ｢宴町時代の虫_S'御鱗に馳する研究｣の申VC.元他元年 (1578)に仏
殆んど概と米のみを約めたこと.1た宝徳2年 (1450)作れ 代官山名持丑の無沙汰のたれ
滞納額の貫柵を#府のほうからも齢 さ:(1.山名氏の欺願vcl.D,嗣金10万疋と.未納分 20
万疋を上って罪を赦されたことの記述-hi･bる∩(17)また.宣胤記VEは
延徳三年 五月十二日
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.&取荘年風 去年末進分取 干今不致皆済.沸怠中也 将又安田郷度 被々仰下駄 性状遵引以
外之次弟也 就公私 可存別息之子細.男子他者平.定可成其覚悟欺之所.近年如在之弘 大
以不可黙.所詮砂是鵬 可如成敗之由.可令下知赤松兵部少輔政則給之旨天気候t払 依言上加
件.宜透頓首井恐赴官 九月十二日
という記述があるo(18)との文部 よれば.鳥取在仏 抵徳 2年 (1491)の年賓を.里年の
5月 12日になってもまだ皆辞してV17tV,ことがわかる∩支帯中の ｢天気｣というの比法皇のこ
とであ,h.廷徳年陶は.後_+_御門であり,故花園天皇よ9所領を喜載られたものと思われる｡ 当時
の所領蜘係れ 長群生額を例忙とってみれば,所領主紘鼻声であ9.重きはその管理を前述の西
園寺家のような公卿vc-まかせてvlた｡ これらの中央のPt族連は,契際vc現地忙vlって管理するの
で比なくて.現地の支配は宣胤記qe見らhるようVC.赤松少輔政則のようを武士がとり行ってV,
た【そして,その下VC在地の教族 ･武士が荘官として年罪の徴収にあたってVlたのであるn こう
いう支配糠柵の中から,後忙-Jlって守構大名などが窄出するようになるのであるO 前述の建武 4
年に帆 西園寺紐師が知行を命ぜられたのであるが.下地の御代官は赤松氏であったハそLで,
煮干の乱 (1441)のために,赤松氏から菅伊掛川挿之K代り.宝徳2年 (1450)VE山名
持丑がその仔につvlたo応仁の乱の枚にH.赤松氏か再任されたのである｡19一明9年 (1477)
忙仇 御代盲打赤松政則であったか.実際†こは,赤松家家臣の浦上氏が仔VCあたってV,た｡大永
7年 (1577)まで打御代官vCHl赤松氏が件じられてvlたれ
これまで.鳥取荘の性解とその所傍帆係をみてきたわけ一であるが,次ve鳥取雀の原村女らひ忙
範m忙つvlて考寮を進めてみたvlo江戸時代 養女10年 (1占05)の備前国高物成帳忙.当
時の鳥取井を梯成していた村々の名軌か載っていて.それ拭次のよ)であるn(19)
鳥取荘 南方村･池B](斉笛)村 ･浴田村 ･中島村･-El台木村 ･仁居村.革田村 .福島村 ･
正崎村 ･上市村 ･下市判 ･門前村･熊崎村 ･川原料 .尾谷村 ･幹崎村 ･石井原村.
の計 17ケ村である,.これらを･現在の地名と照合してみれば.大体.山P.'･町東部を中心とした範
酢 あたる｡年代が下パ . ,800年代絹 纂帥 た ｢吾郎故｣の ｢剛 の酎 IJvcよれSO.)
上記の17ケ村の他に
牟佐相･馬尾村 ･利田村 ･秋崎村･宕田村 ･血餅 .立川村 ･三又村･河本村 ･普応寺村･西
中村 .下仁保村 ･上仁保村･上地山村 ･斗有利 ･鍋谷村 ･大鹿村 ･幡寄山村 ･山口村 ･由斡里
中 村･西岸田村 ･粟建田村 ･五日市村 ･神田村 ･大苅凶村･町苅田村･国ケ原村
の.計27ケ村を増し,鳥取# 45ケ村としてV,る小 (｢革田村｣の名は,民間の苛付vcQiみえ
Tv,なvlo)この増した村々を現在の地名と照合して考えてみれば･｢民間の寄付｣(′こ記されて
vlる鳥取在の範囲仇 現在のLL雌町一帯と赤坂町甫端vr_渡る相当広vlものとなる｡滑水正鍵氏は,
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｢荘園志科｣の中で. ｢民間の-8付｣の牟佐村を大久保刊と牟佐村の2つVC分耕して･鳥取輩の
属村を針 目 ケ村としてvlる｡また,江戸時代 備前藩士であった松本束の手になる ｢兼備寄附
副 の鳥取荘の記述によれば,(21)
鳥取荘 馬屋村 ･牟佐相 ･和田邑･立JHH･川本村 ･岩田村 ･門前邑･稚崎邑･長尾村 ･南
方村 ･斎宮村 ･浴田村 ･中島村 ･日古木邑･石井原村 ･亡弟邑･高屋村 ･三又村･
高市村 ･昔応寺村 ･下市村 ･河原村 ･上仁保村･下仁保村 ･西中村･討有 (斗有と
思われる)村 ･銅谷村 ･大鹿f.T･幡寺山村 ･山口村 ･上地山村･由津里村･軸鍵田
利 ･東銀田村 ･五日市村 .尾谷村 ･雅埼村 ･大苅即 寸･国ケ原村 (昏'.段と同じか).
神托体i･町苅Ef!村
の計 41I/一打 C･あるOそして,研在の地名とあわせて考えて見れば,｢東傭新村志｣の示す範囲
もやはり.｢民間のせ付｣や滑水正解氏･の紀とF･L'.ように.山隈町の一帯と赤卿 -の南蹄であるハ
こうしてみてくると.江戸年間忙,a取荘として言われてV,た村々は,山隈町一帯を中心托して赤
坂町の南端のあたi)頚での範附にひろかってあったので舵 をいかと思うのである∩それでは.暖
長 10年以前はどのよう-h梯子であっfr_だろうれ 艇長 10年耗物成帳の記述と,｢民間の寄付｣
の把述とを比戟してみると, ｢民間の野付｣において柑している27ケ相も 毅長 10年編物成
収のほう㌢こけ,帯月井そして寄木茶の 2才E忙属 していたことがわかるb
滞月井 牟佐村 ･周畏村 ･和田杓 .岩田村 ･政略和 ･長尾村･9.川村 ･河本村
笥木荘 神m村 ･苅田村 ･中村 (折中村と同じか) ･鍵田和 ぐ菜銀田村と同じか) ･上仁保
村･下仁保村･斗村村.山口和 ･由排塵村 ･河市村 ･国原村 ･大鹿村 ･鍋谷村 .上
地LLJ村 .略等村 ･五.日i:-村 ･大苅B-l村 ･仁保くほ田村 ･背広有村
｢民間の竜附Jには.芯未非と高月叢につV,てのWLl述が1･Vto｢和名抄｣･KCj:,赤坂郡の郷とし
てあげている中に.J払将郷･詫月好.志木郷の名かあるのであるハU.戸苓期 (1800年代)に
生きた学者,平ZJt元義のあらわした ｢許イ肺之匿地理之佃耶｣払 主として赤坂郡の地理 ･歴史を
記したものであるれ この軒に帆 葛兼 好 .耗月経 .鳥取郷の5つの郷の説明とそれらの属村･
笹班が示されてV,で･その言CiBにエかげ,(22) 5卿 )㍍柵･-F,薮即 0年の高物成脈のものと加
似 してV,るO l
-*飾之田地理之恥郡
1古米肺 7相 和 ･上仁倣n ･下仁保村 ･斗朴 トL旧村 ･油軒洩 村 ･幡専科 ･五日市和 ･大
;･1fFl村 ･仁侠く柁田村 ･沓応等村
高月姉 牟VrA村 ･馬屋村 ･和田村 ･岩田村･秋頃村 ･長尾村 ･立川村 ･河本村
･払敬称 南方村 ･凱 ･,I(他州 手･1･新郎 づ･中.O,･村 ･日古木村 ･二井村 .高屋村 ･上市村 .
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下市村 ･熊崎村･尾谷村 ･石井原村
そ して各紙の匹l至を次のように言出EしてVlるh(2号)
『鳥取細の匹懐 kl,莱(,A:石-h原山IEl古米の山を堺vl,其粟は轍 の習他 所払 熊崎村の赤
坂i:限る0両は解的村 ･南方村を称 と+n 北は.尾令村の山を､堺とす｡ 西南(･It高月の郷.北比苗
山を堺とすO病性P_ALl仲 村のLU.単応奇利のLUを堺とす｡ 東は槻 瓢 西は宅輩の郷,南(ri高月の
郷･鳥取射,北は艇部の郷と堺+o 高月郷の凹至H.東比長尾村.立川村を限るO 餌付牟t/r-礼
所河毛:Fytiるo 南卜摘 払Ljの絶頂舌･限る∩所作上'T･郎也 北仏 和日倦 能寺の解 限るn Jl
-/T.Ll卯三此氏は. ｢岡山県通史｣の中で.-iS木舟忙ついて. 『葛相称とvlうの払 仁稔ヲミ皇drt后
軒え脈の糾名代である葛城部の居所であって.此の乱酔t.常械氏か管T.した ものであるが,葛
城氏が亡んで此の部もM T一献 .別 と述べているp(24)また.斗柵 鰍 郎氏附 )文笥忙.｢僻
前馳 鞘庄内開発葛柵 末於一瑚 _旋之机 と艶するものかあ｡,(25) これ仇 慶長 10年市
物成帳の示す克木許の威かの中 の,山口村と仁伊市の61臥 せた軽部と高月の納堺を･).-f7永2年 (
1185).寄木的末か疑d),縦 として子掛 で仁えたものである∩慶長 10年の.1B木非 として
示されてvIZ,村々の地帥 1,三村合併以前相応即1和と呼げhてV,たO高月iLd,狂者式高月駅
の駅かれてV.た地であって.古代J:り禁漁の畢■qlであった所であるn また. ｢岡U｣腺PTbi地史｣の
｢社寺所餌十別 の即 .長押堂傍として鳥取牝と並び.仰 1払月評の名が見えているo(2占)
水戸興匡1(1726- 1800)の編纂にTTる r*R本国靴志｣i･'Ctrt.高月非Vr_ついての次のよ
ぅ攻言出 かあるo(27)
高凡 払 今高月私 儀一利Rl.立川 t河本三村一 今ノ属二蜘 感 一存一艇部一触
鳥取外 も,老木外もともに.その61来vcも･いて｢監事と関係が深いハ
以上のような如柄から.紳令時代に札旦那か和 ､九九時から,江戸時代にきるせてU.i .P.取 ･
若木 .高月の5在の馳係を考えてみろと次のようになると思われる｡J;liJの恥射IfL,bl^J-lTわれた
時忙ldl. ｢利堵抄｣に見られるig.r1り,鬼取姉 .柑 ド肝 .高月紙かあった｡そのrlf在仏 サTJ'元庇
の述べてvlろように.礎恥郷の南vc接 して.現在 rL"赤坂PJ南部と山隈町の北的臥L/CくV.こんだ形
で葛木部かあった(.F.IU取雛比 山帖r町の取払 か '!帽臼にひろかってV,たOでして.u偶 叫の南部
町島取外と老木軌に接してG.･]月細かあったO時化か下り.軒馳化か進み一公姉か荘陸iとなるに及
んで鳥取荘仏 老木荘を柑'=と9人･わたものと思われ E,o このRU'jの却脚虻r2'かで仕方vlけれども.
『茄木氏か亡んで此部もまた衰んだJlという永山氏の帝述や. ｢仲前鳥取由 'j駒襲葛大崎末於_
子孫_掠東都｣とい う文節からそう考えたのでみ ぞ)O この文リ.tの蛇が定められたのH･蒋永 2年
(1185)であり.院御前は鎌食掛を適 じて盛んはたったのである｡ この苗木時兼 という^は･
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満帆毛の後商が土地の鼓族として残ったものと思われ 山口･仁保一帯を荘官として治めていた
ので紘なvlだろうかo (そして.蛮族同士の土地争vlに巻き込まれることを避けるため･急事御
領である,Pv一取若に属そうとしたのではないだろうかO)
｢民ru巧の啓付｣に見られるように.鳥取巷の属村が,一体vlつ,若木在や高月荘として呼ばれ
た村々を含むようになったのかれ 定かではなVlが,荘菌制の発達肋を経て守護大名の台風 戦
国働乱期を通じて自らの勢力拡大のために,昔風 土地^民の争奪壮煩繁忙.また大規模に行な
われたようであるo (片山柵推)
LI
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3 憂族 とその活躍
蒋永5年 (1184) 2月,一谷合印後源頼朝比 嵐山の武村士lJP.契平と梶原IB蝿 を,平氏の
和-))TE地姫であった山陽道id･.刀(,C派して.播磨 ･発作 .備前 ･備中･備後の5ヶ国の守帯を命じ
たハこかれ 備前地方に守神が任命さtLた初めであるoこのこと払 ｢吾軸 ｣の和永5年の粂
Vこ
二月十八日丁増 歪妄i_-131播磨 ･美作 ･- ･備中･他 巳上･7L%帥 噸 平軸 一鞭
司レ令-守護_之由云々
とV･うよう忙記されてV･為,この時には.備前･備中･備後の5ヶ国が . 士1)P康平の所管であっ
たらしvln これをもって*_だちに,聯制としての官許の殻野とHvIVlがたいカも 文治元年 (11
上 85),平氏が滅び.全問的VE守稗が懸かれるようにをった臥 所紀のようにひきつがれて所甘
溝れ 土肥襲平が備前の最初の守勝と72.2たこと総称かである｡土肥契平がvlつまで守護であっ
たかは定かではなvlけれども,永久の頃払 佐 木々由実が備前守護を.また文永元年頃仇 G.r窮
の手から. 1時長井薬玉 (鎌倉幕府初代の政所別当大江広元の孫)か 備前･備後の守社を兼ね
てvlたようであるOその臥 僻鮒の守田虻【再び佐4r禾氏の末南である児島の東族加地氏であった(
鎌倉時代末期の雀醍醐天皇の討幕迦軌比 との地方の勢力分布に大きく榊 を与えた｡前述の加
地氏は井府方vc親し.その他の大部分の武士連は常例として参戦したのであるO建武の中輿 (1
555年)が成って,その結果.棚 軌の御野･粋蒲郡地方の有力改葬族であった松田-一族の松
田十郎盛朝が,建武政府.亡り恩賞として.加地氏のかわ少忙備前の守講僻を与えられてV,る. し
かしながら,建武政府払 皇垂をはじめ公家遠を厚過し,新政府桝立VE実際の働きをした武士遵
vc-壮恩米や待遇の点で冷たかったので,V･つしか武士善の間VC.武家政権再建を待望する声が大
きくなってきたのである,やがて.武士や民衆の衆盟を扱った足利尊氏と,後侠醐天皇との間VC
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対立が生じた｡この時.松田十虎β盛観は足利噂氏に粗いth建武中外政治はわずか5年で終 9を
っげ.尊氏は 15日 年に京都の事町に#府を陶vlたのであるが (北朝).1392年Iiで,香
野忙逃げのひた後醍醐天皇 価 朝)と京都の#府とは抗争をつづけ.南北朝時代か出現Llh 戦
は都だけでなく･各地W ､V,て南朝方と北朝方とにわかわくDひろげら九たのである｡ F天美レ
空一旬純_時非レ無一苑准｣ の歌で有名な児島高徳は･延元元年 (155a)･南朝 に組す備
前の武士とともに,備前と格麿との境にある船坂山Kv,る北朝側の武士を討とうと.備前熊LIJに
たてこもり.敬ったが韮協を負った｡ この時tR:,赤坂町小原にある ｢天神山｣Ln=城を築いてV,良
小原右柵門懲知仲は.南朝方に参加し,熊山の吸いで討死したo天神山城につVlて ｢日本脚 ;全
典｣(,t上れば,(1)*平5年 (952).菅原通弁の別 個在茂が,備前の赤坂郡小腺郷 (赤坂町)
の兆司としてやって来て.地名i:氏として小原民部知遇となったのが初めであるn知遇は民政に
意を･用V,たので,死後村民は知道の祖父菅原道央と共VE経って.村の鎚守としてV,たが.天肺元
年 (947).菅原道Ttか京都北野天神に青Eられたので.この小紀を小原天満常 (初め小原柵7.i)
と改ためた｡以丸 この山を ｢天押し目｣と呼ぶ上うVEなった8知遇の2代後,佐太郎通盛の時,
祖父の墳韮 ｢貰神LJ｣Ln=城を築いて居城 小原左兵術通儀となかった これか柳 川J儲 岨 で
あるが,当時としては規模の大きvl屋倣程度であっただろう｡その後22代を鮮て.前述甲右稚
門懲知仲に至るのである∩その私 滑左裾門知長の代に熊野権現の別当湛増の未満藤LR一助太夫秀
国がこの他 =^来て,｢熊野稚現｣を脚 して次範に勢力を増して行ったOそして知長の子甚左衛
門知定の代とたると.藤原氏の勢力は小原氏をしのぐKvlた9.知定の没後,与次郎知近が家督
を継ぐとまもなく秀国の子秀軌 兼高兄弟の夜熊にあい.知近比重伽を負って自刃し,天神山城
は陥落し備前菅家小原氏は滅亡した｡文明2年 (1470)8月15日のことであった｡
さて,観応元年 (1550)頃から,足利政権の内部におvlても将軍尊氏の党と弟直義および
直裁の子直冬の党との間vc分烈が生じ.政仲はいよいよ襟雑を様相を里しつつ.長期QCわたる取
乱の時期を経過するのである∩そして.中央の分裂に地方豪族が加わ9.争いは全国的VC拡大し
てい った｡文和元年 (1552)には,山陰の掛 自首年配U名時氏が南朝万作組して.備前･実
作地方をしきDとかびやかし私 山名時氏の嫡子師疎の軍軌ri,美作国にも進出して,鳥取庄･
迫山などで足利の将石橋 和森の軍勢をや破してVlるo この頃の備前の守護托-1時細川蔚氏の
時期があったようであるか-松田信連であったのだ'が.康安元年 (1561),再鑑山名氏が侵
入してきた時VC払 備前の武士は 1人とLて9_ち向う者79iなかったと言われている｡ このよう(･,r_
して･貞治元年 (15a2)の末頃までLn=Vj:.美作国-Fq.および備前･備中の大半は山名氏の
勢力下に制圧され,在地の武士の多くも山名氏に耕したのであった｡ しかしながら.山名氏は.
貞治二年 (15a5)#府側vc柵原し･それまでの傭船守碑であった松田倍韮は.山名氏の勢力
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下に国内を制圧された東を問われて貞治5年 (15占4)中に免ぜられ かわって備前守護に比
播磨守鯉である赤松則祐が灘補された｡赤松則榊 ム 赤松別封の第 5子であるが.父則村をよび
別封の嫡子範資が相つVlで死去した跡をうけて.赤松崇をつぎ,播磨守護として箱桁 の有力衣与
党勢力となってV,たものであるo父別科以来の取年の勲功に対する風光 として, ここに播磨守辞
に加えて備前守燕が与えられることVC･なったのであるo備前守強となった則祐也 その一族であ
る被官^浦上行兼 .助祭 らを守拓代として備前国vr_入部させ,守誰大名赤松氏の備前国に対する
領国支配がここV(C始るのである｡南北朝合一 (1592年)の頃(^Iは.則祐の子義則が備前の守
護であb'明徳の乱の功にJ:り.美作国手･もらっていて.赤松氏は5国を支配する守敢大名 とな
り.萩だ強大であった｡赤松氏E,L 井府内にかいても勢力を増し,義則の子沸祐の時代に紘守曲
大名の中でも有力売ものとなった∩ しかし叢書元年 (1441),満杯 .教康父子払 時の将軍
義教を謀殺するという却件 (煮干の請L)を起したn そこで仙名氏が赤松氏追討帯の主力となって
これを討ち.守護大名赤松家は拡亡の述命を辿っためであるn この略 松B=]氏などの有力溌在地
武士速の多くは.赤松氏から郎反し帯解仰vc立って赤松の_'*J勢と敬ったo赤松氏が没新した後,
備前の守護には山名氏の一族Ll｣47,教之が補佐さかIcA 一方.赤松家再興のgT'),車は山名氏 と対立 し
ていた柳川氏のたすけをうけ,幾度か くりかえされたが.長禄 2年 (1488).耕柿の弟蕪雑
の孫にあたる政則が赤松氏の家轡を継ぐことか ゆるさわたO この掛 亡は.細川E,tの対山名に備え
Itの勢力伸張かあるのである｡応仁の乱 (14占7- 77)が起ると赤松氏は旧館回復の遇艶を
始め,備前国を山名氏からと_bもどした,.この時V'Tkt,さきの責苦の乱の際把は山名氏に党して
赤松氏を討ちながら松田氏は赤松側として働いてか り.その時々の情況半抑~V･tよって自己に有利
な行動をとりつつ.自己の領主棒拡大の機会を凍えようとする在地武士連の特徴が見 られてV,7b
再び赤松氏の支配下にもLかれた備前国比 赤松敢月他 言京都所司代に任ぜらhたため.浦｣=則宗の
一族基紫.かよび備前国衆のうち松田一族の栓別遠江入道藤勅 ミ備前守護代VE命ぜられ 在地の
支配にあたったようである,.文明9年 (1477),京郡VC別する戦乱が一応二かさせると,守藤
大名たちは粘ついて自己の領国に下ったO これは守換大名たちが京都で戦 っている｢糾･'E.それぞ
れの守経領国におV,て,多かれ少なかれ敵勢力の侵入や,在地の武士連の自立的括私による混乱
かかこり,守護の領国支配に破綻のきざしか現われはじめてしへたからである｡赤松政則qj:, 自分
の根城のある播磨に帰9これを治め,所司代としては浦上則宗を京都Kやったので,仰前匡｣の支
配は.自然松田元隆の手VC帰した∩元隆の子元成吐.軸高配金川城に拠をかまえ,山名氏と迩排
して備前国内で威をふるい.赤松氏から離反する赴きをとったn そして文明 15年 (1485)
末から, 1占年 (1484)にかけ,赤松側のたてこもる禰陶城をめぐり攻防が くりひろけられ
たのである∩ ところが時を同じくして.赤松氏の本鼠拝顔におV,て内部分裂がかこ9,備前の赤
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松卿 C影辞を及ぼし.棉岡城を守ってVlた浦上則国･基食らは城を棄て没落Llt. 松田元虚もこ
の戦いで唯死 したため仰前国は再び山名氏の支配するところとなった｡ この掛 ､で,赤坂町大苅
田と由津里に高尾城を構えてvlた苅田四郎左術門貞韮払 松田元成忙従って,文明1占年 (14
85)正月川 格岡合断 て討死Lでvlるo ｢日本郷 全判 の言出によれば(.27m ]氏の祖扶藤
原鎌足12代の後胤藤原音重の2男松本主計官盃で.代々2千lTを領して武州に居住してV,たn
常重の諦直重に至少,故有って弘安元年 (1278)本国を立ち去9.枚津に一5年住んでvlたが
僻飢vc移り氏を苅田と改めも 直五枚7P_が高層山城主苅田四郎左術門宙重であるn P並は松田
元成vc従って勲功あ9.甲でも船阪嚢の戦には抜群の働きをし.元成上9下の上うな感状をもら
ってvlるハ(5)
感状写 . ･ ●
今般其軒於一船阪表_無一比類_働令レ成一悦之_候向後柄可レ恥 (抽ノ欝カ)一息鮮 追而
可レ令一恩賞 者也
八月廿八日
元 成
苅田四郎左術門 殿
神岡合轍で肘死したあと.貞怒 7世の評浦重に至9家逆宋耕し.娃宝4年 (1i74)以#.後
葡虚を井とLて大苅田YE住み故あって氏を藤本vc改め,以って今に至ってV,るO
文明 17年 (1485)の春頃から.赤松氏が再薙回のために反撃を超した小山内氏の本国で
のPi郡紛争とあV,まって奪回VC成功した赤松政則仇 長芋 2年 (1488),備前の守護となっ
たれ明応5年 (149a),政則の死後,一族赤松政史の子坂村が備前守護聯忙つV,たが.政則
時代から守藁代をつとめていた滞上氏は勢力を伸ばしつつあった巾政村が家督をついだ時帆 浦
上則宗の子完助が守鍬亡をつと的ていたOそして宋助の子村宗の時にvlたって.つVlに浦上氏の
勢力比完全VC守離赤松氏をしのぐに至ったのであるo僻軌守静代輔上村寮と守雄赤松政村との対
立離反が明確になったのは.永正 15年 (1518)頃からである∩両者の争いか終ってみると
守離方杖放れていた∩かくて.備前地方比守断 て浦上村策の勢力下に箪壊されるVCいたったので
ある∩村宗の死 (李禄 4年 (1551))弘 子の改案 ･宋潔兄弟の剛に不和を生じ.寮費比天
文の頃上b辛口気郡佐イ自町田士に天神山城を重き居城したp描州垂山城 (輯保郡御浄町歩津)に居
を柵えてVlた兄の政宗は天文2年 (1555)一に 1度攻めてはvlる机 どちらも勝敗を決するこ
ともなく,その後は鞭vl仕をいせせ.相対略していたようであるh ところが,素食の下で,徐々
VC勢力を伸ば してV･た家臣の字有多左京直家fL 謀 り跡を用vl蕨乱を起こし天神山城を攻y),天
正5年 (I577)天神山城は落城したのであるo浦上氏の過臣であると思われる藤一零とV'う
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■▲
人が天明7年 (1787)に著わした ｢天神山記｣とvlう本に.この時の帆′､の様子が記されて
vlる∩藤一等払 浦上素食を武弟猛威の大将と称し.字書多面家等を逆臣と骨 _b'獅子身rPの虫
と噸ってV,るところから.よほどのtA慨を抱V,てV,,tと思われるのであ3,14)-ifc,天神山城の暇
vltIC参加した武士たちの氏名を列挙し.0印△印をつけ,忠邦の区別をしているのであるか そ
の中に無印で比あるが.赤坂町所軽部の大久保山に大久保城を補えてVlた新田与治右術門の名前
が見えている151｢日本郷 金利 によればfd)赤坂町役場の帝,砂川を隔てて鵬 .A5メ- トル
の大久保山の山頂に城が蔀かわたの帆 vlつかは分明でなVlが.詩雷に城主は栃B鳩 冶右術門と
なっているから文明 (14d9-84)の頃の上りに思われるとしている小楯田与拾右8,-･門は.
宗紫が天神山城に居城した晩 その瀕下となって.邑久郡福岡城の城主とたったハ与冶右術門は
祖先以来赤松氏に属 してV･*_のであるが.天神山城が落城した時に.字音多の部将渡刀某と敬っ
て討死したのである｡ (片山冊まめ
引 用 文 献
(1) 大数伸監修 ･19占7年 ･｢日本城郭全銀｣ 10･P185
(2) 回 上 P89
(5)
(4)藤一零 ･｢天神LJl記｣･岬和45年 ｢吉備肝響共成｣ (≡)p555-588
(5) 同 I P5占1
(i) 大尉 中監修 ･1987年 ･｢日本城郭全典｣ 10･P31
参 考 臼 EBB
｢岡山腺の歴史｣ ･昭和5 7年 ･節 さ寒武士の担.の甲の.飢 1肺独平のころ･豹 2都銀倉井
府のもとVこ･斡 都南覚とjt;党の争い･範 5肺守鱒大名の支配
｢赤磐郡鑑｣ ･昭和 15年 .第 4掃近古の甲の.･V.4蒙鼻久の乱と細土 ･第5寺児島高徳と外
_士 .観る奪赤松氏の盛辞 .観7牽応仁の乱とyB土
児玉辛多ノ宝月圭吾綴 ･昭利 45年 ･｢新和日本舶 ｣ ･Pd7- 109
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娼 5章 近 世 の赤 坂 町
Ⅰ 領主の地方支配
(イ) 近世か赤坂町
近世の赤坂町は図5- 1-1vc示 したようVC25uJ村々VCよって輔成され.腐軒撮収まで一斉 し
て閉山耕地Bj氏 (朱印高51万 5.2DO石 )vJ支配vC由iした∩表5-1-1DVCも示したようVこ.1占仙
潜が地方支配U')ためVC設けた大庄崖制度vCよって.赤 坂郡には平均 20か村を単位 vE5つJ大広虚
組合が放かれたが.25か村U'Dうち.山口 .斗有V)2か村 と由締里ほか 20か村 とは大庄庵組合を
輿vcLでレlた (ただし.史料によって明らかVCできるVJd天保期以降 )∩
そ して明治 4年 7月U)腐播岨県vlIよってこれら25か村は脚山腹vc鵬 したが､同年 11月()区制 l
制定LACエD.山口 .斗有W2か村は弟2占大区2番中臣にそO他V)21か村比約27大l垂.1-5市
小区vc崩したn そVJ俊明冶8年 12月vC.図 5-1llVC示 したようVC一部村の併合 ･改称が行な
われ.明治 22年 ム月U)市町村側施行に よって合併があって.山口 ･鳥取上 ･鹿部 ･征l叫の 4か村
となったn そJ)後昭和 28年 5月1ElこU'34か村が合併して亦坂町が誕生 したが.附利 5 1年 9月
さUEIVC比旧和名隣 村淵ケJEl:地区を加入合併 して親任の赤坂町が成立 したa)である∩
岡山藩の地方支配制定CL)特徴()一つは.寛永9年 (1652)8月池田光政が鳥取か ら桐山VC入
封 した直後vc.前池田氏時代の前例 を蹄漉 していわゆる地方知行制変を採用 し.江戸時代をつうじ
て城下VC居住させ在地性をもたなVl家臣EtlvC地方 表5-1-1 岡 山藤 城 塙
知行る与えたことである∩
衷 5-1- 1vC示 したようvC領内vc鵬 した備前
8郡と備中領分 とを合せたld-_lLl藤 全域高は 55万
?.456石令であったが.こU')うち赤坂都 (1L]2
か村 )の炊Il:iは邑久都 (5万6∴7004jJ余 )･御
野郡 (4万 a 50 0石余 )･軌 1-li部(5万 ?.70U
石余)vc次ぐ3万7.30U石余であった.
部 名 4諾 8自戒 5御 野都
納 郡 f芸 芸 2も3118541&.457.240
鱒 輿 郡 25.747.208
三相風郡 25,047.154
邑久郎 56.724.751
上道都 (完芸 L 52.54?.89907307
児 島都 55.351.549
赤 坂 郡 57,50ロ.占45
備 中 51.8uO.ム52
】 計 559,456.ム14
江)大久嫌家文音安政 5年山屋 ･酋 禰 山 村
｢諸御用留帳｣VCよる0
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郎 4年 明御 年11月 号%8年-2月 Rj.]{E2246月 冒鎧 諾 豊9l S]諾 謂 併
大庄脇臥 区制制定 併合 ･改称 市町村制実施 (合体 ) (編入 )
斉番組
山口虻 -
[
幡寺山村 第2占維 2番j佐
山 口 和 ′
荊27的区1歯｣区
":,:=i_.
二 コ ~山 口村 ｢
東銀臼村 .
大刈El村 p
町刈田村 ′
笠寺山村 箭27的区2静｣区一
西磨音附 ' _
東軽部村 ′
軸も柵 J '
判鉦鼓叶寸 N
今 井 村 ′
多 狛 村 .
出 屋 村 窮27的区5番′｣
富浦山村 〝
･J､)3-(村 〝
坂 辺 村 ′
卜
一二+ 取上樹-～J
仙｣
西僻仏和-
B
車 Tl･村 ｣
-.~ ~丁 ~う
惣 分 村 〝
屋 扮 HI 壬大屋村
｣山 手 村
? ? ? ? ? ??
?
--i- --二 ∴ ~t'Ll~1:=''-I-, -: r : :_:_:,I-
｣
? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
図 5- 1- 1. 赤 坂 町 行 政 変 遷 図
注 1)｢開山膿郡治ま｣上巻 (昭和 15年発行 ) 第7葦 町村廃EL分合おLよぴ
｢岡山腺市町村合併話｣ (昭和55年発行 )Vこよって作成へ
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表 5- 1-2 赤 坂 町 vcL･け る歳入 地 と知 行 地
大庄嬉組 合
支 鑑 区 分
知 行 地
うち倒馳池田知行地
長光佐一郎王d)21D941
森 丈八郎:819ム8U5`
周 蔵 i588aO86
粛末広之介恒 5"251
7.c恵tx1
59592O2
1.022246I7,174557
401U5I.5β47･985i5日0･5U7:平山･上塩木･下塩水 ･福 u]･農
1.452787 ? ????? ??? 】
:盟凋 臨機 IAi一増 沢 鳩 LL｣･仁
1
:舶 ･LP勢か 仁Jhi中･仁触LT5.I
1
-中山･草生7
I
5A4979dr由綾里･大刈岨･多賀 ･歯嘩部･l
l
l今井･南佐古出.北住古EIl･励
5iUO1506
法 1)太封 土大久保家丈番 安牧 4年出題 急伸fLl榊 ｢砧御用解鵬｣だよって作成 した∩
2)周馳他出の知行村名ir.i｢赤池利益｣(昭和 15年発行 )pH dによっ た ∩
そ して表 5-1--21P:示したよう粍 赤坂郡の此入地比.そのうちわずかER:約 11番 (4,291石余)
で.残 り89声 (5万 3.509石余 )を土知行地となって甘少.知行地q)分布あがきわめて広 くそっ
てVlた∩ これ比東示CJようth=.知行地 5万 1509石余(Jうち.55年CJ1万 1.58Ub-(28かl
榊 )が佃紬に陣屋をもつ家老他励の知.rT地であって.家老CL)在所Cu所在する都としてU)･15色が示さ
れてレヽるe)であるn
h馴TB池Fヨ氏の系諸は衰 5- 1- 5vC示したとおL)で.倍輝 ･錦秋vr仕官 した片桐半ZrJ_エ門cJ跡を
信伴()凶男長政 -地組河内が継ぎ.虫明伊木 (5)J7.U0U石)･天城他用(5万行 )･金川目性
(l刀 d.000石 ).娃郎他出 (1万才1-)･佐伯士か(1万石 )とともVC.近地をつうしてJ均山藤
の家老職をLtT出した,.
凍永 19年 (1占42)光政UJ解放改革VC上って付敏CL)叔高執行機関としてCJ仕埋城に池tf]河内
{ (2fe.伊jJqと改名 )ほか2名が仕命され.以後この叫に家老格U)なかから5名が任命 され仕度家
老として権威をもったが.周臨地LEJは表示U)よう忙 しば しばこ()仕溌塀を勤めてVlるn
L こa'舶 他出氏の知行高 2万 2･D0O石のうち･過半の知行地は在所のある赤坂郡内に如申して
vlるが.残 b仕上道 ･和筑 ･児EyL)5郁VC分散 していた∩
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表 51 1-5 周匝池 田氏 (片桐家)の系賭
家 督 者 i知 行 高 幾 対 し 致 仕 役 職
偏 半左-門 !鯛 袖 勝入公御代～鹿屋 2 蒐永19." 兜文aA 御仕倣
池醐 内 塵525.01鵠L^:"=7 轡 2, 00石 播磨宰相御代～慶長12J窄8艇長12 -寛文8
光文8.4 -元録 10.5 寛文ad～元錬4.ム ′∫宝磨5.9-14-宝膚1i7.6 .t ■明和i.ll-項:改元51p9 再御仕艦光政9l.5u～ 御仕庇
〝側路 殿 . 元僚 10.7 -享保8,4的
】 〝但見哲 大学 ∫ 享保8.i -頚管咽 2-25(隠居)
〝王威警 大印.､ . 宝暦4,閏2 寛政元ま19寛政元5.1J9 文化2.9
〝舶主♂ 海 賀-一.シ隠居後広佐t一ト
文化2.9 -文政 4.8政 4一.8 為永 日一叢永4 . r 文化元 5- 御用番劫( 2.9 文政6.ll ,
住 ) 岡山大学所収池田家文飾 憤 慨交代｣把より作成ハー
■
赤坂郡内の用距他出氏の知行地の分布状鳩をみると.表示0')ようvC陣屋(Oあった周rdiをふくむ大
庄屋組合 (安政 4年当時 ･新戸幹野組 .18か村 )vc15か村.これVL'南接した赤坂町Bg侃渚村を
ふくむ大庄屋組合(何.戸津即組 2 1か村)vc8か村.歯隣の大庄盛組合 (同.平岡-西組 23か付)
のうち北部CJ 4か村にわたっており.郡内でも周伍を中心とした地域Vこ知行地が粂中していたこと
がうかがえるn
次vc赤坂町関係2 1か村 (山口 ･斗有CL)2か村を除 く)の棚 で知行地と常人地の存在秘曲をみ
ると.全休でtj:残高8.595石余.そβ甥勺17番(1.･452石余 )が蔵人地.残 り85車(a.960
石余 )杖知行地であり.こq)知行地eJ55串(5.ム49石余 )を周伍の池田氏が占めていた,
村別にみると.表 5- 1-4qe示したようVC･.全村収入地の付は町刈田 ･生寺山 ･菖蒲山 ･正満
寺の 4か村0!)みであり.酉窪田 ･東経El･出屋 ･束軽部 ･憩分 ･同下分 ･小腺 .坂辺a)8か村は知
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行地と蔵人地が混在してかb.残り0')由沖埋 ･大久保 ･西僧都 ･多貨 ･今村 ･南佐古出.北佐古出
の7か村はいずれも全村知行地で.これら仕すべて周取池田氏の知行地であったo
赤坂町帆係諸村LA=知行地 を与えられた絶入は.表示0'Jととく周匝池EB氏を除 くと知行高500石
以下rL)もe)が大半を占めているが .知行高にかかわらず各拾^ともそれぞれの知行高CJうちの一部
Ii･これらの村vc_b･いてFIT有するとい う形態を示しているハしたがって各村ともそCJ絵人数をみてみ
ると.束軽部 ･悠介 .′｣､頗 ･坂辺村各8人.東 ･西経田村各 7人.惣分下村 占人.山手村5人 .大
屋 ･出屋村各 1^ で.ほとんどの村が故人以上q)相給地 となっており.これは周匝他日氏o'A口行村
ycつLへても同様で.池EtL氏から知行地を与えられた陪臣の数は由と拝里村 5人.大刈43]･今井 ･北住
古田村各 4人 .南佐古Lf榊 5人 .多j^l'･坂辺村各 1人 となっていて.知行地は各村ごとVC細分化さ
れている∩
この ようを知行地o'J分散制は.給^CJ知行畑色)分割と黄租CL)均衡Ii･はかったもCL)と考えられるが.
岡山潜では凍別として知行地の削 り替えは行なわれず.同一o'1m行地をその+孫が継東 したようで
ある(
T=お船人の知行戚比直範で示されており.残高で表示された知行高とは一致 し覆い∩それは直高
というq)は一一稚e)名目的TE架空CL塙 で.谷口澄夫 ｢同山藩軟度の研究｣昨:よれば光政t,.元利 5年
(1ム 17)播噛約 52万石から因伯両国32万石へ約 20万石減封のうえ移されたが .この転封
(′こJ:ち/架印高G/)政変に一対する便法 として設定されたものであった∩ すなわち.朱EJ高52万石の年
I4日へ与える体1/丈の率をこの 5ツ7分に低減 して辻つまを合わせること("=した∩免を5ツ 7分から
5ツ7分rc下げて52万石の高を50万石V･cO'Dばす擁作をしたわけであり.この架空CL)高が底高で
ぁった01)
岡山溝CL)地方知行制度の将軍については.前掲｢桐山辞牧史の研究｣(p226)Lh=記述されてい
ようVC.知行地を与え られ ても船人の地方知行価は.薄板力CL)統制vcよって相当に制限･されてい
たが.塊芯5年 (1a54)炭CJ大洪水 .大飢伊 こよる藷財政cL)危機を契機に知行権のうちでもっと
も韮 瀕-/=滋味lbIもつ治人の徴税侍をうばい.これを洋権力vc吸収するとL^う改革が断行された∩
すなわち紹人VC絵地を配分 しても徴税権vcつJvへては縛が これを輩過 し.免 ･斗代仕全面的に郡奉行
によって決定されることとし.包年癌当FT,･jCL)決蛙 した知行物成を受けることとなり.これに上って
実甥的忙地方知行制度は俸禄米制度に転化 した∩ この ことは.満偉力による硯内Q)一元T勺を鹿民支
配体制の基礎が確立されたことを意味するもe)でもあった(
船人への知行物成UJ文治は切手でlまな く.姶地百姓が直接冶人のところへ持容納入 した(知行地
の支肘 匝態は㈲LIJ溝の吻合.成人地 ･知行地ともve単-j L)名主 ･組頭vC当たらせたが.蔵人地aJ百
一一112-一
姓が御戒百姓 と呼ばれたq)VC対 し.知行地の百姓杖知行所首姓 .給地首姓 と呼ばれた∩そして各絵所
ごとvt船人の知行高ve応 じて拾地百姓が決定-されたが.そCI=決定権は郎奉行vt勿如給人はそCL)練
をただ知らされる()みであった,.給地百姓は各 の々強人ve冶地年貢を納入するほかVl{種々CJ公的 ･
私的l淵係を結んだが.そCJもっとも韮要をも()は軍陣 ･江戸番 ･せ紺など()際t･{絵人から所定()絵
米を支給され. ｢召連願出シ之人数｣にあてられたことである02)
なお.周匝池田氏は知行地支配役人として.表 5-1-5tK示したように.御用人 ･作姻方 ･山
方.観戦奉行 ･槻 見届後を範いていたが.これらの牧羊について仕明らかでない(
表 5-1-5 周 距 他出知行地 文FIt!偉人
役 職 氏 名 居 虚 数
御用 人 岩田市左エ門中㌻i-i
御作坦方 1杉山七左エ門薪虚数
剛 方 il寒川 伴介山EiJ松 之進 ∫
御蔵 奉行 i舌 LtI安太 郎久 山砲 左 エ門 li 仲 裁 の 内l 戊 魔 淑
注)大久保家文aF曲応4年 南好古tfl††｢東側用留戚｣にエる∩
(ロ)地方支配q)機鵬 と機能
開山蒲の地方支配の横柄Or月寺倣比.幽5-112YC示されてt^るように.地方支出OrD逸元締't郡
代としてその下に都奉行一都目付一代官を基軸とする都万支配役人をかき.各村JQVCは名主 ･五人
組叡 ･判瓜のいわゆる村方三役むかいて治めさせ.これ ら村々を管指させるために大庄崖利生を設
けたnそ して宝永元年 (I704)以降.こUJ大広出o')中から地方巧者0')もUJを遇rijして在方下役L
人とし.就任中下破武士 ｢従格｣の待遇 (帯刀軌免 ･SO依 2人扶持 )を与えて都万支配Vこ当たら
せたことも岡LIJ藩の地力支配CJ特徴CJ-つであったn
以下これらCJ主嘆在役蛾についてその峨虜IJl容を考察し.それぞれ地方支配上とのエうTJ機能を
果たしていたか.可能をかぎり0')考水を武みよ90なか.こ0')点()考繁忙あたって大久保家文8CL)
｢甜徴用留帳｣vc.とり.弘化抽以降赤坂榔I凋係藤村を担当 した主な都方支配役人一郎代 ･郡奉行 ･
郡目付 ･代官-GL)歴任状況 を調べた0'idu;表5- 1- 土である【
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図5-1-2 岡山欝地方支配の機構
荏)本国壮谷口澄夫 ｢岡山藩政史の研究｣p259より伝搬ハ
-114-
++iii iJEl.Ira.
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表 5- 1-6 赤 坂 郡 偶 係郡 方 支配 役 人 (天保 14一曲も4)
諾 :2㌦ ;∴ 莞
石巣後藤兵衛上嶋彦兵衛杉Ll五左衛門梶浦勘助山内緒左裾門小川九郎兵衛
l牧野権六郎 50石61.00 Il辛1 I】l 【～Ⅰ J,1lt I1_｣
l袖Ef]甚左衛門項羽原次郎右衛門可源下立太郎詩棚 120石0鈍足 (55俵)熊 5.弓より I
9月 l 6月
那日付見戸丈左肺1∴l 無足 (120.初r::"ol%,鮎 (45俵) 覗;御野.諺く坂都Ii 2月 I御野.姦坂郡J龍一藤入館
沢井宗右衛門
的場丑 之介
高 尾 文 太
入沢甚右術門
書出勘 太夫
千賀万右衛 門
幸 野 方 之介
仁科七郎右禰門
岸 長左 衛 門
赤 堀登 八郎
極 野砲右工門
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
????
注 1)太秦は ｢赤磐郡誌｣ (昭和 1 5年発行 )お よび大久保家父沓 天保 14年 か ら鹿 応 4年 ま での 缶 屋 ･富 市 山 村 お よ び 南 佐 古 EEl村 の ｢緒 御 毛留 傾 ｣ vcよ った｡
)知行慮 ･切米蔵は .池田家文庫所蔵 ｢諸 職交代｣および ｢待機｣vcよった(
也) 桃方役人
(勾 郡代 都万文月め 政商役職である郡代 (役科150俵 )紘上級家臣である物執格rJも0,Jから
Iq任され.表 5-1-日'Cよってみると.知行高Yi350- … O古.あるいは 1.000石クラス
であり･政江期間は杉山五左工門UJ8年を除 くと2-5年で交代 しているo
郡代CJ本格的-Jt発足は.脚J藤CJ姓氏支配政策の5えで血棚的な意義をもつといわれる.大和2
午 (1d82)正月vc月は敵与三右工門 ･建E]盈二Jgむ 2人が任命されてからである∩こQ)と空e)郁
代甜盆q)意削 ま.沸田止二郎q)榊 によると.連玉鋼政は r約個-従公方械棚l･jR *-･kL縛者､
蛇之御仕倣肝賓二被思召｣.｢劇々在々触手速成1L三位得へ 民之有付紙鰍Ll元｣.｢1LIJとそ在 々
之御仕庇官様｣vCと.郡方へ仕雌CL)正賓性を説いて､この機会に従来 r恐々にて一同不成之由｣と
vlう状感であった郡方支出CL)統一を企って及壮言わたもむであったハそしてこ()年に創設やれたBr
会所をIA一地として.郡代一郡奉行以下(J.-削臥vc上る都万支配の機構が確立されたCJであ,5(5)
こCL)地方支配を統招する雌牛をになった郁代が.地方支W.忙当たってどのような政策意凶0')もと
(,⊂行政を朗 しようとしてVlたかを近世故地を中心にみてみよう.
-まず.大嘘付行正家文心安政 5年(1858)｢AE取 持留帳｣ (他店 )vc.こaJ年 2月柑 じvc就
任した山内稚左工門が就任忙当たってそorJ抱負を村力把伝えているところからうかがってみると.
次UJように述べている∩
拙者嬉今般軸力手技禎仰付鵬二付､在方之模様迫力与織凍叫中佐樽兆､光勧蝕之瀬厚心を用中盤gI
-供､古語こも鍵/､凶之本与ノ打之為-其米をL;5]くする番峨分之本店与存朕､御桃之内村々一様三
も難申候待共､多く-姓氏不此之処を敵u捕 伯･煎E]相珊候処 占御収納細滅候鹿与被存候､第一
御上之御迷惑恐入俵盛､下方畑渋欽ケ丑4-億
これlt.盛典 こそ園q)益となるものであるから.姓氏打払本来の耕F'F碑-を守らせることがRF変
であるとV,う支配政熊を11こうとしたもCL)とV,うことができる∩そして.そ0'雌 拠として17租fE'1拙
者たる蝕民が減少し.散田が増大 していた当時eJ拙村q)｢下方難渋｣が庸o'J収納CJ減少を沼き､な
Vこ1.9も ｢f'At上之御迷感｣となってレ､る点を虎綱 してい;i'n
したがって.当t噸 主側VCとって曲民を維持 ･壕定言せ鹿村二気障つ7tb貧者あるレ､は班 ･辿転白J
姓を出し故tflが増加する硯旗をいかqeくいとめ了号租aJ確保を企るかということが.地方支配上U)罪
贋媒鳩 と1Lっていたことがうかがえる爪
でた文久2年(18a2 )uJ和佐古関村 ｢諸鰍川野確｣L'C.前年CL)4月挑代(,'C上州壬した応桑忠j]
ェrl']が年癖に当たって村方へ申成し痕舌iBが鮮きとめられておt).そo')内容をみると.甜tは ｢手
広癖郡中元メ之任 ｣に当たるも(Jであるが.君桝tとしてこ(,)際とくEI⊂村役人を壮 じめ小約g)ち()(,'C
いたる･.iで ｢不軌戎EPL岨 鹿｣いこととして次GL)エ1')に述べている八
一一117-一
窮-御上之御他藩下夕方破行渡､下柵上江遷可申発着勿論之沓二俣 ､上窓下tI官途中二塞 り､事実
雛蛎いたし候我も有之候而-､甚以忠人候串二候間､大庄嘩村役人共与得物弁致､万事衆意正路
二取斗可申候､勿翰倹約筋之戎-度々触知せ旋候趣撫過失粕守候様､御百姓共へ憩二申翰永続敦
僕義肝感二存候､猶以御為筋之鹿有脊之者も有之候-､.其筋ヲ以.町申出候､
これによると.引き続き ｢衝首姓永続致候義｣を肝貸とし.そ0'A めの方策として大庄屋以下の
村tJ,tL人i･葡励 し.上盗下達 .下意上達を廠底させ.一般姓氏の不満を招来LTrLへよう ｢方綿 布正
路二収斗｣うよう.村役人の統制強化を掛ろうとしている点と.一般縫民の衣食住(J日常生瀞や般
tA=わたって刷かく規制した質素倹約令をさらにイ徹底させようとしている点とが佳日される〔
この年郡代高桑は 5月 18日から紳癌郡を挫て赤坂郡%･勝村してL,るが.そ67L)掠vc.上記の意凶
を穿施しようとして.郡孝行緒川兇左工門から大正巌Vこ次の項目VC該当する相投人 ･百姓をユ表んで
提出するよう命じさせている〔
一 惣而其身心碍方宜.村 風々儀宜 .締向行届侯付役人判蔚
一 朗作格別出甜之者
～ 先番孝心寄特二而碓 発破下候者.惣而孝心脊博之者
一 九十歳己上腕 人
一 七十歳己上篠貧之独身者.十オ己下二而外二家内無之健貧者
これ比津の地方支配CJ意図vr添うため.すなわち ｢風儀宜.締向行届候｣村の村役人.ならぴ vr.
｢般姓民0'L)うちでも ｢耕作格別也柵｣あるいは ｢孝心密聴｣のも0･Dを凍燕の対束とし.-.iた老幼者
のうち.扶避家族のいなレ､｢健貧者｣を故地o'J対敦VCするためtnr調査させたもCJであった(
これi_･受けた大庄屋も早速その事続きをとるとともVC各村の名主に対 し.郡代一行o'D｢鍬通行筋
道JHi･りJを命じLEl畑の耕作状歯に対しても｢さらし田｣CL)ないようまた ｢麦指揮等｣もlはらせるよ
う命 じている,.
(t9 郡奉行 ･郡日付 部奉行 (役斜 10 0俵 )はWめ輝Tに居住し.郡方 vc用留があれ(r在出
してレ､たが.明暦元年 (1655 )五月 (一説に魂応 5年 (1占54 )11月 )から抱当郡中に在
住して此民支配U)第一滝射て立ち.そUJ敵大利 2年 (1占82)vc城下化引き傾げ.城下近郊o'J南方
村K殻思された都会卿 こ出勤することと;i,･った∩4)
郡奉Jl=f./tlJ/Tl,L別として物頭協vE次ぐ平士格G'DもVjか任ぜ られたが､表 5- I-6によってみると.
失【行 高 100-120石クラスeJもCL)が多く7j:か!?7Jは切米.Tr1-45-55俵e)r触凪｣(むもCJも任用
されているn郡奉行の離所割は判蝉位で随時細成背が'rLj=-なれれていたようであるが.赤坂邸関係は:
羽原次郎右二門0'D約 10年.金光桁石工門の 5年と此秘杓長かったようであるハ
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都奉行の磯輩vcついては ｢岡山帝政史a)研究｣ (261貞 )から引用すると.免 ･斗代CJ決定 .
姓氏の濫僧と収容CL)奨励 .風俗の改-#･.村役人の監世 と正路を者の任命.寮門改 ･諸法度の伝達と
なって.+plわ.繊所内の行政 を統轍するJhL戚AX'佳肴の位tlにあった,.
大久保家 ･行正家VC残存する ｢諸御用領地｣-J'd:みると.とくvc紛 議法令 ･命令等は.すべて都
孝行の貨瞳cL)もとvC大庄岸へ伝達 され.大庄屋uJ凍虚e_)もとInr提出される村方の蘭臓 も都凝行宛
上申させ七おり､地方支配のA-1本的 ･央環的な爽頗迦当をVCをわせた大庄屋の統制と宗門改 ･六初
収取 といった地方支舶上G')盤'&在来務 を執行させ/{_代官および藤入用CJ割鵬改めを執再させた/i=.-/3-
下役人等の命令 ･監督が助奉行の収墳(J主要な脱日であったと考えられる(そ して郎射i自身も海
年番 5月 と秋 9月また,.ま10月ごろq)2艦L'Cわたって湖寮のため乾劫的把蛸所内uJ増村な釆 bGlして
レヽる(
天和2年 (1占82)vc創出された君柑 付 (役料 40倭 )壮郁奉行 と同様vc-1f土格CJも(/)か ら任
川され/tが .大久保家文&｢繕収用網棚｣に 上ってみると.天保糊以降は十榔･jfが一塩 しており.児
払 ･備中.御卿 .赤坂.緒論 .磐梨 ､和気 ･邑久.上娼vcそれぞれ 1人が割 り当て られてい る ∩
郡 自1,-jUL)峨尊は具体的VCは明らかでないが . ｢在J5矧 句之頚琳 胤俗情相乳 随分心を付.酔 拝筋
宜数正道二助伺候盛｣ (法例如 ･巷 5)をヰーとし.痘令を末端まで厳守させること.桃奉行以下
G'LJ削方下役人o'jBb務状況および毛見地叫hVJJ直吉aJ鬼砧.大鵬 ･名主cL)出棺.不輔a)児鵬をど郁
孝行(O補佐 としてrL)盤寮内か,i･E]を'dr-'=っていた⊥うで.5)郡奉行 と帆 船 ほほ同 じくして婚年准
秋o'J2度IISLj･]倉掛 している｡
(C)代官 代官は下級家臣士鉄砲格の者が任せ らlL.桃奉行とrl71日)長に机 5年1tl出し.大和 2
J 年VC城下l{引きあげた∩
赤 坂郡 を拍当した代官は喪 5- 1- 6VlC示 したように.知行腐 100石 クラスあるいは切米-CLB4O
-40俵クラス6'JもCLJであった∩代官の他所'iTJ紘榔ととvC大庄虚組を.単ttJi(.て舶 成されたが.赤坂郁()
域合は,:)よ川 として郡 内5組を2組 とさmL'C分割 してそれぞれ 各 1人の代官を配皿Ljr.Er.当 させてレ1たn
代官の職選は初め瓜 Llg･肢L'･:わたって重要を柁湖 を漉せられていたが.郡奉行と0')峨選区)jJjが判
然とせず.時vcは榊奉行VJ役を も劫めて代官q)方が ｢乱立｣つようVこみ られることもあった0')で.
天和 2年IE月(^=なって.
先年少将様被仰付候御他意を伯胤 奉庁之物体串と も胤I^Cは勤る様二成東よしtAj及候∩此段不可
然悦､向後は吉利文相宗門改.納方之外一切梢付川】間数候 (法伊雌 ･巷 5)
とされ.以後宗P徴 めと年朋 は てとが主賓現収伶 となっfhd)岡山大学頗 日空家丈苫 ←御代官
事tu'写｣(弘化5年 (18 48 )止月写 )に記された ｢御代官中へ申戚之兇JI^:紘 . こlJ代官rL)磯
' 疎tR:幽 して.次CJようtyC諸注意が与えられてレ､る.
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(1) 正月中旬に郡会所へ出勤 し.朋所の ｢諸切手御吟味 ,働碇 順触志らべ｣を行なう∩そして
｢去年蚊帳己後之を;三門帳付込｣みの作糞を行ない.生与順 ･死人帳こと厳鑑忙冊合して前年CL)
正月朔日より12月晦日までの ｢人数井牛馬増減｣の指引目虫を郡会所へ提出するn
(2) 2月LPvC御勘定をすませ. ｢宗門改三月中二御仕姻｣する∩構成の村々CJ頭改めの際vcは人
数出入 ･請願 ･奉公入寮門手形等を引き合わせ. ｢去帳之統合忠人下志 らべ｣を L.そaJ上で
｢家別二改｣め女行なうハ遠隔地の村を枝村へ呼び娘めるようをことをせず.乱心者軌人等の
有無家作等其外紛教義の検分lL)ためだも｢家 Aへ軌入込｣んで家内人数を改めることp
(5) 年斉敏立vtついては.上納期限は 11月yIであるので. ｢何としても下方相ゆるみ守成凍｣
をきよう ｢村々打遡 り払方之様子｣を瓶 vc吟味すべきであるnしたがって ｢河月中旬古皆済
之節迄-在逗留可改｣さである,.
(4)環門故又は克改姻村の臆 .候面は残 らず郡会所へ挿彦す る ∩
大久保家文書の ｢諸御用禽僻｣に記された爽瞭aJ代官Qo姻村記録.%みると.毎年 5月vc頭改めと
宵麦渡し.8月vC当蒐改め.11月vC他年滞米中皆済見届.12月には御切手検分 ･育受渡 しUJた
め.牌所内の村々を軍畑的vC廻ヰ寸してLlる∩この うち.年貿脚数 ･背澄渡LvCついては次姉で好細
を考察を試みるので.宋門改め (頭改め)につし､て以下ふれておきたい∩
宗門改め比.たとえば大久保家支う才天保 14年今井村のryJ子丹寮門御改判形憤｣をみると.
(写払 5- 1-1- 5参照)名主 ･九人組成 ･判頭lJ適者で布かれた前審に ｢切子丹第円有残成者
⑳日蓮宗之内不受不施又-悲EI不受不施寮門之者機中召人 も無御座候二付.傾面二銘々判形仕上申
候｣とあるようve.本来切子丹 ･日<ai素不受不純派OrJ城捕 りが萌一目的であった∩そしてこれは岡
崎に戸腐調査を兼ねたもaJであったが.岡山潜む吻合 .先述()よ)把 .これを担当した代官比前年
度の人鰐l帖のイ事生み.新損()励み合わせをし/t上でbj年5月vc綿所内orD村々忙出向き.原則として
軒別に人員を改めるよう親政づけられていた(
犠 那 駄｣7)Vcよると.各蛇虜 では如 qJ前庭vc虞を敷き家族全員が･一列に座して待ち.代
-El.･の臨検のときは.両手を前vcつき乎伏 しで救敬礼のうちVC頭改めを受けたと!1,eされている 08)
ただし.この軒別改めがどの線度爽施されてhたかは明らかでないが.こU)ような厳7Eを人改め
近地民敬を確実L/C把虚し.姓氏を村ve定額卓せ.排作良民を確保しようとした意凶の もとve行われ
たと考えられるハ
春の代官VEよる蘭改めが稗了すると.缶年8月 15日各村の名主宅EA=村内む家持ち･代判CL)もUJ
を放 らず寄合わせ.人馬帳 (｢家門改判形鵬｣ )cL)前審を読み側かせて.名主 ･五人組頭の立会い
のもとに.これにそれぞれ印形をとり.盟 1aEI名主 ･五人組魂を大庄屋宅vC出向かせて判形を取
a. 17日大庄届を代官CJところへ出向かせて判形を凝った上で槻面を塊出させた∩そ して8月
-1201
18日付で代官は,｢私御代官所村々衝百姓甲帝寺社方又者御年貢地二住店之奉公人浪人男女不
銭家門轍 .寺社神収納遂吟味.有親戚着色人もQf.軒座院｣という郡奉/TTあてCL)ぜ上げを盛れ 判
形帳ととも陀これを郡奉行'd:泌出 したaJであるヱ)
写爽5--1- 1 天保 14年今井村 ｢切支丹御門何故判形帳｣(大久保家文乎)-その_
前膚部分
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(ノ) 大庄 屈制 庇
7tず岡山帯の大庄尾制度の沿革をみ よう∩
大庄盛は-&来一都vC2- 5人旺かれていたが.東応 5年 (1854 )11月.既述0'L)ようVC地力
知行制度の改革が行なわれ.そむ｢連の政策として都奉行 ･代官を担当の郁 V々E腿在させる7TZど常
権力th=よる地方支配の強化が企 られたが.従来の大庄屋制度も光政が ｢只今.大庄尾大かたノ､悪習
-て′ト5姓之手前其外方妹横道-/=る甘故多｣レゝとし.これを擬止 して十村肝前 を採用したハそして
十村肝爪のf敵 に大幅を制限を加え. ｢肌奉行上り在々へ申徴用等針相連｣し.村々の庄屋 ･頭首
姓からVJ上申比十村肝前tn:取 り次がせないで.成鳥 ･敢盲姓からrG随 行.代官へ直-=可申TB｣ と
した∩
1U)
衷 5-1- 7 岡山藩 に おけ る十村 肝耶(刃文 7年2月 )
L 郡 名 十村肝淑 庄 屋 頭 首 姓 脇 百 姓 若 人
御 野 郡 8 12 ln - ll
口 上 道 郡 dI 2ー 7(i) - a(7)
奥 上 道 郡 a 4 4(8) -
邑 久 10 6(5) 5(10)
弄り 気 郡 ll 5 1 -
磐 梨 都 d 5(0) 24(9) -
赤 坂 郡 ll 5(4) 144(56) 18
口 韓 南 都 41ー 1 7
奥 津 高 郡 7 5
児 島 郡 8 15
備 中 浅 口 5 22
備中山北 .山南(鎚屋 .都字 下道)計 58 289 1
往 1)本表は.岡山大学研戦池田家文庫寛文7.
vCより作成∩
2月改 ｢郡Jt十村肝荊圧電頭首姓名歳改帳｣
2)数字は史料vc記収の各部t:との合計欄vc上ったハただし.これと具体的な郡別 e ) 典 計
と異動のあるものVCついては日 内にその数字を示 LJtn
剛 快 挙所蔵池田宏文鹿寛文7年 (1日 7 )開 2月改 ｢郡々十村肝前庄屋頭首姓名栽改帳｣vc
上ると･表 5- 1-7VC示したようvC領内で85人の十村肝前 ･89人CL)庄屋 ･125人の頭.脇市
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_･｣
姓が記載されている∩赤坂都LAIかいては.表 51 118vC示したiDVe.十村肝-A.ll1人 ･庄遠 さ
人 ･脇百姓 18人む鵬成となっている∩享保朋で赤故都内叫 寸数比94か村 (本村0°み )であるか
ら､一応 8- 9か村に 1人CL)割合で十村肝瀬が任愈されていることになる∩
しかしこlJ十村肝煎 も58年後orD知 2年 (1482)vc廃止されて.肝前 (一都QC2-3人 )
下肝前 (肝煎 1Ve2人ずつ付けられた )制vc臆きかえられ.つVlで宝永 4年 (1707 )12月
｢在中肝前 .下肝煎 .役名自今大庄越と改｣めり 人の)(娃庵力唯 命されて再び大庄屈筋lJb噌 括さ
れた()である∩
大庄堤には50俵 (宝僧9年 (1759)以降 )の絵米UJほかVC｢慮挫け徐可中は持F.;,S五冶石.
Jtl.五給石J:bf勺持高有之者は鬼持崩総かり｣ (盛紬k.巷 d)とあるととく.持高 50石まで福掛
りを免除される特典が与えられたハ
幕末肋安政5年 (1854 )12月当時の静内む大庄届を郡別VC示 したのが襲 5-1-9である,.
これは大久保家文碁a)儲 御用留 鵬｣vc記された ｢大庄屋席順｣ (在席年数 ･出身村 ･名前を記
収 )をもと(そして.剛 ｣大草所載他H家文JiZ｢留収Jによって就任年月日･苗字塘刀 月 E･J等を確
虚し作成 したものである(大庄屠り政は出身村に上って緋別veみると.御野郡5 ･上退部8･邑久
都4･#lJ気桃 41蒼梨郁3 ･赤坂都4･津如 何5･児払都 7･備中5で合計45人である ハ
ただしこの君桝り点数は必ずしも大庄盛組合故を示す も0')ではなく.たとえば二相気 ･赤坂両都はいず
れも組合放QIt5 t'あった,.
超戒潮間をみると.表示Q)ようvEIi)年以lCL)もop)が過半を占め.そ0')うち半数以上は 15年以
上であ ,0.20- 50年クラスの もCL)も数名いる(好手締刀は一般vC勤続 15- 16年で許可され
ており.･'&政 5年当時で好手をもつ大庄庵 14名 も昧fF村野崎武左工門を除いてすべて15年以上
在席eJも0')ばかりであった【
ところで岡山港VCおける大庄超組 合制はどの上うに行なわれてい友のか.そ61)行政支配区域と
変遷を考察した研究比和領郡(,場合を明らか忙した金井円氏eJもq'が唯-19.そ()他の都化ついて
はVlまだVC明らかvCされていないので赤坂郡Or)場合旺ついてできる限bこの点を明らかVeLたいと
考え.主 として大久保家文書vc残る ｢庶触開留帳｣を堪礎史料vC作美を試みた∩史料Ou城存が限 ら
れているため天保期以降 しか明らかtn=できなかったが.その結米をまとめた0'DがL45- 115およ
び表 5-1- 10である〔
図 5- 1-5vc示 したようVC.赤坂判的ru l02か村は.25121･20･20･18とほほ 20か村
を単位に5つCL)大庄屋血合に分割由成されており.義 5- I-9忙示 したように.これらCL)大庄巌
il;L 組の鰍 鰍 帆 てLへて一鵬 恥 たくをかっ九
I
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表 5- 1-8 赤額郡 VCかける 十村 肝 前 (銘文 7年2月)
支 配 区 分 十 村 肝 煎 庄 屋 脇 ~
蔵 人 地 知 行 地
○ I 八郎エ門(711 三邸エ門(7iT)巨左-た BLI助 エ
o i伊誓〟I∫･ 巨
平三郎 (52)
九兵術 (52)上 門(56,!ト
与三左エ門 (59)
▲
市郎エ■次 太
注 1)木表は.岡山大学所蔵池EU家文庫 末文 7年2月改
｢郁々十村肝荊庄屋頭首姓名歳改帳｣V,Cよって作成した(
2)日の中の数字は年令を示 したものである〔
表5- 1-9 備 前 庸 大 庄 屋 (安軟5年 )
??
?
??
? ?
? ?? ? ? ?【?? ?
?
? ? ?
?
大 庄 塵 名 舵 年月日 T 蒜 蒜 蒜
長 瀬 岩 太 郎修左 エ門 天保 12.ll.5 !親 5. Ltd
'x保 1- 9重安収 5∴-
定 五 郎 弟永 2.a.5I座 広元1u21
与三 (惣)汰 天保 11.9.15 -
佐 本 郎 天保 14.1.19 電政 6.1.28
幸 三 郎 天保 14.12.25 -
弥 三 郎 弘化 2.2一5 カ延元 2.8
増 次 郎 弘化 2. 4.5 万世元 2.8
治 左 エ 門 弘化 4 文久 2. 22さ
娩 冶 ･-#uE永 6.旦15 -
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L
? ? ? ? ? ? ??? ? ?
?
?
邑居村名 大 庄 屋 名 駄 任年 月 日 苗字帯刀歓免 在職朋笥■備 考
山 崎菅 野 児 千三右エ門坂野和 文政 ♀天保 11.日.28 安政 2.4.5 14 ヽ万延元 2.27姦 肌
上 加 茂 春 治 (袷) 天保 14. 9.27 安皮5.a.5 15
菅 野 鉄 次 郎 弘化 5.5.8 文久元 i19 10
中 泉 又 左 エ門 弘化 4. ･7J-延元 2.27 ■9
i田 ノ 口 敗 軍右エ門 天保 2.19 弘化2.4.5 25
懐 石 長 野 巷 十郎 天保 a 5.25 嘉永 5.開2.28 19味野 野崎武左エ門 i.永 ム i 5 薪 永L i 乙 5ト醐 井地 髄 大 出β 天保 15. 9.5 安 政 4.5.9 14
‡八 軒 屋 大 (代)香 弘化 元 7.28 轟泉 d.5.5 12
藤 戸 '= 義 兵 術(千) 戎永 2-a,5 文久 2.ll.25 ･7
故 知 l 九 左 エ門 安政 2.& 7 - 1
西 原 多 寄 介 為永 &.ll. 9 - 5 L埠. 1il栢 快守 谷 友 太 邸_盟- _隻 _空 野 鉄 郎 凝 5 515天和 9 】文政 ユ _｣ 漉永 5.m2.8fIa19
?
?
?
?
???
??
鍾 ) 太秦仕大久保家文覗 安政 5年 出盛 ･富浦山村 ｢謎楓開削 に記収の ｢大庄屋席順｣
および岡山大学jyr庶池田薮文娼 ｢留娠｣CJ｢蕗城粕 お節仕附告老継世｣の項vCよって
作成 した∩
? ? ?
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弘 嘉 安 万 丈 元 康 料A 村 名 明治4年日月
イヒ 永 政 延 久 準 応
.2 5 4 5 6 7 8 9 10 '1 12 5ー 14(.霊4)2 5 ㌦ .548)2 5 4 5 6(.乱 )2 5 45d溝滝,2 5(.78C怠 2 ‥ 区制制定噂
天 安;請 万 文 2,i由雄墨.東経EB.酉捷EB.町刈El.大 第27姥 1
思 河 本 組 .管 稚氏 戸- 成 業 LuLja 刈EB.出盛 .盲市 LLL多架.西軽部.丑寺山.兼鹿部.今井.南佐古EB.北
2 6急 丈 八 郎 急日 日 8麻釆広之介月1)月 滞 左 裾 門日ー 位古田.惣分.同下介.′j､原.坂辺.山手.大屋.正満等 ～5番小区
7 平 .… 蔓若妻 平 岡 酋 組 2 平 r喝 西 組 25書EE).大田 .大EEl村上谷.大EE]村下J'土師方.′J､倉.平鋼西.矢脱.伊田.同上升 寺緋 佐野.失知.中畑.節 A'2?維潤 帯
8 l2刀 97 滴 太 郎 良三.広戸.蘭妙嫉.,jヽ鎌 .何下分.山一 1-5番′J､区佐 - 郎 ■急御 長 光 佐 一 郎 上 石上 大松山 河原毛
B8 さ日豊 a
天 弘 払 表_. i-L k 18平山.上塩水.下塩木.福皿.周位. 第28休区
管 戸 紳野 組 皆障 三 蔓蓋 芸I ま 新戸枠軒組 戸 紳 野 組 JA蕃 ,鵜本村 之内確山 .細沢.戸棒好r仁拙火.FP勅由 一
5タ 広 之 介 L'日 1 ーJa 戚 鉄 之 介5 '_ .仁堀中 .仁凋酉 .I: T '草生 .河悶 個 '沓石 1-5礁小区
頂 5. 招 EB 組 璃 招 田 組 等 前沼 文斉納 会it匡 鍋細 葉 賢 潤田組 20立川 .良庵 .河本 .下市 .門前 .正崎 上市 南方 一拍ELi 斉■店‡ 前2稚
挺 与 - 左 術 門 建 別 鳩 瑚 門 島 EB也 さ勝原常十畑 月 10 1雌次郎月 8月与-左伸門5 i芸芸 :芸志で芸 チ芸去丁芸益子 1-5省′)1星
昌 ;冒I 28El 日
昏 斉 番 組 …覧 斉維刀 河柏 頑一 安 慧ム 私 噂 組 2.斉芯組 2ロE 川応 .幽ケ原 .大鹿 .上地山 .上仁保 糾窄 .LLI口 ,斗有 .下仁保西中 熊崎 河原 .尊応寺 .和田 窮26(大区
5, 常 十 郎 i与署 - 常十郎 日 9月 仙 田 城 2月2滑次郎 岩田 .馬屋 .租崎 一年佐 1-3番小区
注 1)本義吐大久保宏文平 出屋富浦山村 ･雨佐古田村 ｢緒萌用留･眼｣vcもとづvlて作成 した,.
2)叙任年月日か1び苗字帯刀触免年月日は岡LLJ大学所戒池EEl家文雄 ｢留帳｣h7己叔の ｢踏破秩禄起新任附皆老継世｣の項VC.また錐任年月は ｢赤好郡誌｣ (昭和15年発行 )所収の ｢赤坂郡大庄威更迭表｣vCよったn
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丁~1
図 5- 1- 5 赤坂郡大庄屋の支配地域 (天保一座応)
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そして.表示ようvC.大庄屋組合の名称は担当 した大庄屋の出身村名が用いられた0')で大庄b呈vc
ともなって組合名はそのつど変化した∩大庄屋の史迭状況をみると.原則として自己CL)出身村を含
む組合の行政を紐当L.大庄屋の出身村が固定化してtrlる組合もあるが.一方自己の出身村を含ま
をV'組合への赴任もしばしば行なわれている∩金井氏はこれを ｢趣大庄尾制｣と呼んでいるが.な
かには斬戸津野組周蔵のよう作.上道郡新屋敢村の出身でありながら.赤坂郡内の組合を担当 した
例もあった(
赤坂町馳係諸村由津里(･15か20か村は一貫して同一rJ大庄組 合に属したが.組合の行政支配を
担当した大広屋は天保 12年 (1841)2月新任CL)河本村丈)岨;が安政5年 (1856)まで
(同年占月苗字滞刀御免 ).安政 4年から転任0')戸津野柑耕末広之介(天保 9年5月就任 .弟永
d年 5月僧字僻刀御免 ).さらve究久元年 (1861)1月からは新しく大庄屋vc任命された山口
村柵左工門に更迭された∩
山口 .斗有CJ2か村は牟任など18か村とともに同一砂大庄盛組合vC属 し.天保8年 (1857)
5月から安政5年まで斉古村藤原常十郎 r嘉永 5年 5月苗字帯刀御免 ).安政4年から転任CL)河本
村森丈八郎.安政6年 (1859)11月から新任CL)松崎村仙蔵 .さらvc慶応2年 (1866)9
月からは新任の斉吉村冊次郎の支配下にあったハ
大庄崖の碑避vcついては.｢岡山鮮度史の研究｣vc引用されている ｢旧岡山蕗村町役人虻既方井
イ也叔銅番｣vc記されているようvt.｢凡テ]4'r拍部内.諸締二於テ干渉セサル-ナシ｣とLJlう怯ど忙
きわめて広範多TJ掛でわたっていた∩
すなわち.これtn=よると.-^庄屋CL)峨私として.①名主以下.常政ヲ監背シ⑦一腹人民二礼研ヲ
教へ.尊ヲ勧メ悪ヲ慈シ遊惰を戒メ卑Bt尊ヲ助シ.若犯律ノ者7レ-之ヲ宮二耳告シ①戚貧民二注
意シテ柿板法ヲ指示シ⑥平東青菜等を調香シテ凶光二偏へ⑨射 也散Efl荒地ノ点検.山林 ･竹木ノ取
締二心ヲ用ヒ④瞥諸所川汝等 ノ幼ヲ哲シ①靴村高掛り及人称脈ノ異動ヲ勧査することが挙げられて
いる∩
大破村行正家文番CL)｢翻 虫頚髄｣ (仮題 )の目頭vE､年代は不詳であるが r大庄塵へ中洞候免｣
とvlう15項EIにわたって大庄虚aj放苛が申渡された公文11が密きとめられているo
これ-i-･みると.大庄屋G7D主賓な鶴牧は上…己の ｢旧岡山癖村町役人配船方凍他職調香｣Lh=よって壌
約 したところとほほ一致 しているが.大庄崖に成せ られた職分とそU)社格を知るうえで好史料であ
るu)で.かなりL･-i丈ではある/Ji次にその全文を挙げよう∩
大庄 嶺江 中潮光
一 弟而披仰渡御法之適者不及rl(.宗門改念入無傑怠を付常 々オ敵 中載肝頻之番
一 礼茂之壌前々拍 仰付思侯博兆･譜御利眺怠 り仮剛 は キ珊 1々 肥願二重迄月･i-di.扉L瀬見候
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末二迄知珊怠可中村候.殻御年斉払岡山江軸出銭臥 牛馬 を片寄世通 り可申候.惣而無礼之仕形有
之ふ し息慶可中村候
一 村々貧者共二弥心ヲ付.扶持方不自由成者有之俵-へ 五人組合与 して助合 .五人組合之者カ
ニ不及候- ､村中江助合1碗たこ可申付候.村中之幸二阿tb候- ､早々御都奉行迄 可申出繰.必
至与指詰 り候上二桶-欠落等 もhたb北上忙而甲1･tl候而-了価 も撫之候.兎角蟻坂続趣至健見及
候- ､前二可t帥'd候.1&♯ヲ越俄二勝手雌相見候者有之候/､･鹿又気 ヲ付見及農迦可申出儀
一 育真之義下夕方遂吟味外之中二紛激無之貧者之期 砥二貸姓候他念入日J申付番
一 光而申rJu候血 .小首姓二室迄bfL触 分相出.銘々家乗ヲ.花数倣抜末々迄放線 Ll候様恥1討厳島.
何も役義之元-候粂杏Flすた如u倉科 江々 町中付 11
- 惣Thi火用心之虚-銘々之為二倣御者.油断致繊虎与某候伸共.在中之火-tE大方/･伏虜か･,tどVJ
姻b占出火以たし候臥 常 々かまどCJ幽b灰塵二心を付.阿けぬ里ヲ申付火之元不沙汰無之放二
打姻b可申付保.尤有論議'有之候- ､神へ旺可 申出tも
一 都割村'別之適者.廉而申渡敏趣意大庄嶺村々速吟味.名主心次弟-汝世間故候.銘々引諮村割
二覗 卜物懸機敗品具二致吟味前廉申渡有之適租′L侍可申候 .惣r何部割組合割二可出lPp者粕J帆而
も村割諸壮大其外諸式之避方不鰍'Atヲ芋地欝一之仕方触而者手戻町有之倣.不断之過lj組分省略
致世割方割方多分二候-､.刈而,/i:入道吟味共和名主共江鵡Iif-Ih-も申佃仮称 L､致者可叫候.前
与々迎ひ惣 l軌畠♯トリ相柏.百姓共弥幽窮二及ひ.托上小身成珠者共江東立余分之割合掛 り候様相
成癌待-.村役人火格別心ヲ付.不栃成創成不致佐相減候様可致′L威儀･尤割方小蛎面 -pr速
吟味候
一 毎年村カニ而年中諸入用郡･Bu村割を.名主五人也戚破個 立会粕鯛 .里香憩百姓共印形収申処.
何角与而早速判形仕聞及杯 与申者.村ニ#,芭人弐人有之候- ､名主L,;大庄庵ZII申達.炎上二面大
庄慮髄越帳面粥へ帳面CJ娼埋Ljt)立候- ､.Jf者江給与申個徹 し故老判形故老候上二両以後申分触
之由之薄物取過可申候.又大庄崖中州候上二両1Pl角与申候- ､.御節奉行江可申出候,尤判仕聞
炊与小者二理有之朕- ､不及申候.帳面判直せ町中映.尤下役人砧劉帳村 カ ニ佃袖丈.鳥篭石ニ
イ唱 懸与申候義′J､首姓共江可中畑候間.右側方壮途焦之械随分念入可申単
一 惣而下ろ指出候訴状之趣.村後人共不直筋申立及何役介二俣婆胤々有之帆 下向二者難 申得共
兼 々申蛸足候通 .大庄屋組合之度々打始り弦巻共起呼集夫々理等中側為放線Ll名主小役人二重造
実意ヲ己々村方不為無之枝軌句候- ､.鍵 も無之訴状又者及直訴御役付申出間数与存候.惣両人
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之上二立候者省自分棚 手ヲ不Ll的下を忠 ミいたわ り候歩誠一-候.迄共意中地謡井等鋭敏不有
様実々町中佃等二俣,撫左行方之者 も有之様相喝候.右之通不埼之行方有之朕- ､舵可付候.
名主始以下役人共江 も精 J"T申鵬艦候
但右之適 二付悪事有之者 ヲ押勝.又者見逃二仕候得ヰ中越ニノ､無之候.惣而不宜名小之邪有
之-妊鵠之拠 不敏内二心 ヲ候魂第-之附メリ与存歩二候
一 惣両用水川埋之処湖上池之内.くり往来者道筋少々之破地所 ノ､御役介 不申出.其村ニr斤何
致苓二候.早 Jb芋入致候碍-御役介不及出二可柏餅勤所へ も可有之.尤衝普請Jj健 也不苦所-
天庄屋見分之上.先延虻之榛二相小樽可申候.年々御日用或等も破下峡二村右相次之心樽二而
不遇藩論ヲも息度申立候族 も可甫 之候.戎者此段別i而申雌候不及中二媒村々之カニ不及典蛙捨値
｣易所/､大庄屋鬼分之上飼郡 車荷造朗 出町中候 .村方E,搬出候-､機所及R,も不致頗毒候叔致聞
及頚二倣.並_夫役製外人用郎村々P"I.t出便秘 ノ､是又不敏吟味 .舶 故候 も有之様相雌候 .自今
JE体潜有之二郎 乞可申付･9
- 惣而大庄屋′｣､百姓二重迄家宅分地購之横手感家作可致供.尤円虞等広 キ-抑 乍之冷二億.座
鎖床等物すきケ間数虫弥可為細川.池銘 誕々女衣類静蒋虻を稀 少.武家又は御城下町人之凪義
を克似._t方江通路有之所省いたbかたしき-iiを似Ltf.男女も同額相移侯粂口上等 ノ､皆元を失
ひ候裁.丑望年二凶年之心を持候-て者自可ら宜之盛二候樽へ 此処相 々申磯世健樽と此等者御
｣=Ji御趣滋二綻･右之趣常 JQ,｣､自他 二重迄無敵fr様御与申胤 項素速倹約耕作骨折峡車線 Lt致
世可申!ji
一 役人共不〆 リ之所7,正非人 も′片之械二相成候 .大庄屋名主共鮒 析心 ヲ付御〆 ･)筋之薦ゆる
かせこ無之械念入可中一止 . -過善感之茂有之候- ､随分心ヲ付妊晶pI申出袈
一 名主 五人組BJl･中村候臥 大庄虚共 立も人柄宜者之由布棚 ･差出イ蟻 申付候而尚も14=く.右之
者不時之品有之趣大庄lbl共凍及候而 も†'jtL点被仰付候両.早速右之内意申出候fS-も気凄二存_虻腿
ニlTJ-指臥 又老年久敏役慮働 廠者兆之LJ杯 宜崩棚一服 飾･年来之省今少 し指盈候柑者自身ち
斬 申出候朴意存詳早速内意 申出候鳥指延催促様庇速間二者有之趨-相場候.向後右体之義触 り
町中出歩
一 古Lへ よ里縦停止之串二候刷 ヒ･域多共tT･字牛致侯番も有之義.惣而牛馬者風用宗一之物二
候臥 別而不櫨を可加 処末々二故侯I何者不弁族有之俵粂冷所避吟味先月之時手形救出等食入p-I
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? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ヶ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?【 ? ? ? ?
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? っ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? っ ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? っ ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
〜 ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?っ ? ? ? ? ? 【 ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ェ ッ ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
庄屋 )も御用透相梱り町申候.Jと.権力溝の指令vC添う方向で展開しようとして.大庄虚以下村役
人をあげてこの周辺veとりくむ決意をうながしているハ
岡山藩でtrl各村単位vc村方三役として.初め庄屋 ･年寄 ･租蘭をi-･いたが.CJち元銀 2.午
lてこれを名主 ･五人組斬 ･判痢と改称した∩赤坂町腕係顔料 V堵壬 ･五人組頭vCついては.史料ejt
戎存する天保 9年 (1858)当時eJもCJを表 51 1-4VC示しておいたハ
名主o'D唯軌は ｢租税徴収方及村劉･高掛 .)ノ放線,A.罷帳,.異動ヲ担当シ.村方, 庶秘ヲ統紬セ
シム｣ことを主とし.絵米 ･諸並米CL)ほか高劫除 50石の塘典が与えられた.また五人組頭は ｢名
主,磯舟を補tibシ.鹿村ノ監察iPルコトヲ革ル｣のがその珪投で.高槻除 15石Cu特典が与えられ
ていたn
光の ｢大庄I'室江中側候免｣vcも記されてVlる上うに.これら村役人0'J適用 .劫方の洗骨も大庄屋
の丘贋夜職分であったが.総 じて沖がたびたび申渡 した村役人の心神は.文政 1 1年の線化よって
みると ｢-村ヲ自分之家内｣と考え. ｢撫間断心ヲ配.峨妓飢寒之者ヲ労リ忠相二致世臥 村中和
脈二速倹約候様相励｣むべきことを説き.村役人滞恵むところから ｢村方行成感激.自然与的窮人
も出来.敵組等 も弥増｣すCL)であるから. ｢役^之取 ら欣 第二両村方盤哀-有之｣と心札 ｢奉対
御鼠恩撫相銀之桟.心妹ヲ砕絹勤可申候｣と逢村蒲原の間朗の席決を村役人の劫向き(,こ背負わせた
形であく7tでせ励するというものであった(
(橋 本 芳 子 )
娃 1) 谷口澄夫 ｢岡LU嘘敢史の研究｣ (昭和59年.桶昔冴発庁) p525
2) 同 上 p258
5) Fq.上 p260 1
4) 同 上 p261 .I
5) l司 上 p 262
ム) 同 上 p264
7) ｢赤磐郡虎｣ (昭和 15年岡山県赤磐都教育蜜月会発行 ) p847
8) 同 I p8JI7
9) ｢御代官手itJ等｣ ‥,
IU) 前掲 ｢剛∪滞放免の研究｣ p2 71
ll) ｢史学雌蕊｣.第ム2加点第 1号 pad～ム7
金井円 ｢大庄屈の行政区域vcついて一鵬蹄倍の取合-｣
Ll
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2 年 青収 納
It'
(1) 凸民の年貢負担
近世における領主の封建的収奪を良民の年男n也という点から考察しよう｡
衷5-2-1 赤坂町関係諸村の耕地 ･物成.戸口構成
一 高 又 鵡 手口高 残 高 田 プ両■~錬 ～代平均 田讃
=西 珪 田 石 石 石 石 ･町反畝 歩 石 石321000 5S837381837 317.733 16.-I.9.2 1.:628 263.,6
東 経 田 506.070',.6i59957L669 535.896_ 2&9.:i.12 1.966 482.71
由 津 里 89A430■111146loot.576･771.140 3L年L23 I_608 621.1!
大 苅 田 506.190 -6128一 56LlT.4 196.071 21i128 I.766 llt如
･町 苅 田 997.5301け 544.1141074 99t993 lG.&1.12 I_720 802.別
70と12010L581801701 5叩680 29.1.t20半 L647 一8一.9(
- - - (5品1953)(3一一.I_5,)(1.647)(486,91
2012002L 4 26.016 230.216 17&916 LAG.▲1伴 1_254 13ユ52
- - (llL390)(lilとlO半)(L250)(135.朋
lD_163 L403 lL593 Lt3.20 LO9~= 116:
東 種 部今 井南佐古田北大 .屋 670.130341225m 9493313Li7 9一.350 76一.480 695.166 JL2.0.l9半 L511 7'216Z
- - (691.166)(5IL3.20半)(L30一)(6216f
53.427 39一.647 331.976 27.ll_12 A973 26&0]
- - (3310一2)(31.1■i 8)(0.973)(267.1
小.21439t50455&467 306.60llltl2半 I_774 236,.72- (309019)(11&5,17三拘 (1.772)(23&9165147 49&186･2L,&5,l 1.55 3845Z
- - (;I99,t92)(31.A116)(1.755)(384_2!
2&696 17,566 15L8一0 9.ii18 i.326 187(
山 手 292.7仙 39_990 332,730 27L127 15.L色lO L333 202.5!
憩 . 分 453.880 61642 521522 L10a792 ti7.7.12半i:l753 27丘63
同寸脚 下牙.101.020 62.890 463,910 357.160 17.A&19 L619276.7Z
-- - - (56&288)(39.1&13半)(1.585)(462,0一
340.570･67.937408.507 31&598 )一_18 2半 tJ.685 245.Jl
??
?
?? ??
? ? ??
?? ?? ??? ? ?? ?? ??? ?? ?ーー?? ? ????ー? ?
?? ??
??
? ? ? ? ? ? ?? ? ? ????ー ?
??
? ??【 ?? ?
? ? ?
?ー
?
ーー
?っ 】
? ?
i283
(5.191)
6.2
(6.026)
i462
(丘247)
岩92
181
(3.`117)
i91
(i､672)
GIL394
(6.I.183)
1.R5
(4.494)
4.21
3,41＼
1755
? ?
?? ?? ? ? ? ? ? ? ??ー?
?
? ? ? ? ュ
? ? ?
? ?
′史料は,第 1には東経田村忙ついての大久保家文卦 2,万治2年(1658)から享和 2年(18
15)までのうち25年分の｢免相(-免状 )｣,かよび天保元年(1830)か ら明治 2年(18
69)までのうち15年分について残高 ･定米 ･付加税が記されている同文駄 明治 12年(187
商 窪 田
東 窪 田
由 津 里
大 苅 田
町 苅 田
商 軽 部
多 賀
出 屋
菖 浦 山
而佐古田
北佐古田
大 屋
山 . 手
正 渦 寺
惣 分
｢叶忙l珊
小 原
畑 方 朗
物 成 面 佑 斗代平均 _畑 高 負平均 物 成 両 紙 (田方面蛾 .
石 町反畝 歩 石 _ 石 ツ 石 町反軒一歩 町耶
96.531 5.2.a.13 L241 5一.122 5.I 27.755 4.3.21 3. 1;
122,427 1,2.7.5 1.245 53.185 1.91 26.451 T.28 l.26
354.256 14.2.1.7 L.O5u 150.283 5.7 85.688 &1.23 6.4.9
151.359 7.2.5.12 L941 79,363 t47 35.一&? 2.4.10 1.3
286.017 14.5,9.1 I_3181 l92.328 4.44 85.586 L3.4 I.-
229.073 l1.8,4.24 1.209 143,178 4.98 川 278 I.7.6 2.7
(299,920) - (I.210)(142..955)- - - -
300.736 a.&4.8半 1.lらl 102.712 5.I 53.3422.6.5.21 1.6,7,10
(355.523) -.- (L362)(130.035)- ･- - -
86,283 5,m5.20半 0.897 45,396 5.60425. 443 2,2.18# I.6.21半
(130:316) -- (0.091) (45.924) - -■- ■- -.
9.二269 3,5.2* 0.823 2.955 4.93 1.46 1.2.6 1.6
239lO23 10,2,3.I 0.649 66.479 169 31.231 9,7.17 3.5.12
(270.254) - 川 649) (66.479)■- - -- -.
184,034 9.&2,1 0.671 61958 5.69 37.582 &6.24 5.&lO
(222.511) - (q672) (65.928)- - --. -
.15L382 5,3.&'6 1.303 69.873 5.4643118l 1.821半 2,14半
(19一.076) (L303) (70.048)1381.I68 Rl.LIB 1.257 111604 ･49.346 1,2.18 1.4,20
(231297) (I.257)(111▲895)1.9553.628 16.0.28半 0694 25.076 12.m31.0-I_18 1.0,18
69.121 9,1.6.2 0,727 6&833 4.2629.324 6.7.4# 2,0
2..151 I.1.2 7.000 0.098 4.00 2.151 1-■ -
159,224 12.2.4.3半 I.036 126.160 5.日 6&300 7.3.16 -2.I.26
141,351 7.3,7.14 1.089 80.376 5,32.42.820 3.125半 3,16半
265.586(3 08)lO.7.4.l3半 0,988 106.160 4.66449.516I.1.7.ll 6.6∴lO半
1.1130,521 7.1.2,21 (.988)0 5 (lrO6.160)73,87 4.43132.432 4.と21 I.3.26半
(荏) 本表は･山陽町則武家文JTLF:･天保 9年の｢手鑑｣･行正家文8,弘化 2年の｢俵中年
ただし･( )内は『赤磐郡誌』(昭和l拝 ,岡山県赤磐郡教育全発行 )所収の｢御巡
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9)の｢御用記載沖｣がこれである｡これらによれば･だいたい近世全般にわたって年貢率の変化が
考察できるoまた東窪田村の北鹿部L/C位位する南佐古田村についても,近世後期の天保 14年(18
43)から明治 3年(1870)までのうち･｢鞠抑留帳 ｣に紀されている免状 ･中皆済日銀の抜す
銘記 ｣,享保 6年吋｢備腸記』(咽糾 0年, 日本文救出版K.K･･P3日 )によ9作耽
見中国筋御通行日記｣による｡
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いから23年升の年-E7'率が井出できるのである.この他に,出屋 ･菖帝山両村 も同文音｢御用留帳｣
によれば幕末期教年税の考察壮aI青色である｡史料の第 2枚,大屋 ･正滞寺 ･西軽部 ･東礎部 ･笠寺UJ
の各村l･{ついて,兼末期数年間の年貫琴が井出できる行正家文啓の｢御用宵帳 ｣である｡上記以外の
天保9(1838)牛 馬 安政一2(1855) 天保 9(L838)田地付 安政.2(Ia55)田地付午 馬 天保 9安政 2 天保 9 安政 2
西 鍵 田 人4.3 一大｢人疋 疋 疋 疋 石 石 石 局 - -1■72-1.2I 19- 19 1,7.4D6 7,406
東 窪 田 4.6 255!&2 33 - 10 - l1.533lt533 87u &7ll 1 I
由 終 盤 I.5 493 巨 7 67- 61 140,54040.540川oo°10.000 I 1
大 苅 田 1.8 288日 6 38-38 - 0.900 0.900 7.03l7.03l - -
町 沖 田.4.5 416巨 3 4-5 0 55 14 I:け11 4,04129.31029.310 1 l
多 賀 4.0) ~ lー (29) 49.91749.917一.ら Slo上.4∫ 27 - 27 - 6.-562 Lola - -
出 屋 一.5) - I - (36) 6,200 6.200
1427) l84 [1.2I 1.1( - ll.- - - 1 I
東 軽 部 1.3 392日.6l 45 2 30 1→- - - - - -
今 井 一.3) -I__(43(3) 1.720 4.7201_5 259!一.1 ･18 - 30 - L- - I 1
再任古田 1.4) _ I_l (糾) 28.&4928.849
3.9 159日 3I 25- 2.4 - 15371537 i -
北佐古田 i)) l■~ l■~ (19) 5&6705&870
1.2 202日 5I 25l･._■-.34 -- .A.0001&000 - -
こ2.7 6畠 13.4 l,i- J18 -.- -. - 一~■一 ■
山 手 3.8 192:9.6ド 30-37 - 10.15718.157 I
正 補 寺 3.5 :9-1.5 ･.苫ー 1
惣 _分【3.a I228 3,5 3& 1 28 1 6.750 6.750 t-
柵 JTF分t.0′~181戸 5 18-.28 -.-26,87626.粥6 ■- ■- I 1
小 原 17I3) 213日.2l__. _ L.41(12).1(汁 J9--2L14221.14218.00010.000 - ■-
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村については,年貢別朕に関する直捷史料純なhbi,山衛町則武象文部天保 9年 (IA38)の｢手
鑑｣によれば,蓑5-2･-1に示 した ように,同年D各村の残高に対する本途物成の峯を明らかにす
ることができる｡これ仕ひろん毛見引拓 ･加-#状 ･付加税などが含まれず実質の年貢負指事を示すも
紺屋 .油屋 .酒屋 猟師鉄砲
天保9 ･政2天保9安政2
- - 1 2
- - 4
- 1.0.0 2
- 1.0.0 2
- 1.0.0 -
-- -
- - 5
- - -
- - -
- - -
2.0.21.0.1 4
- - -
- - 1
- - -
- - -●
I.0.0 - 3
- - -
2
- - 3
- - -
- - 2
- - 3
- - -
のでI.riをVlが,廿か上その概観は可能であるので. これを第13の史
料としてよい｡
そこで,東Th田村の場合を中心に して,近世の虚民の生活におい
て年貢上桝がどの1うな比鹿を占めていたかを,主 として年ilf奉の
変化に江BLで考鍵 しよう0
-1ず,天明3年(I783)の東経田村の年貢別既状(定免相之
専 )を次忙抱け,これにそくして琵租の内容,i,Lエび年貢負紬車に
ついて考察十五こととするO
赤坂郡東経田村定免相申ili
一高 五首大石七升
又高 大拾五市五斗九升九合
二ロ高 五百七給電石六斗六升九合
内
三糖四石七斗九升三舎 年々立来万引IrFi'j
直高 七百式捨大石七斗八升五合
内 七冷玉石弐令 御蔵
城南 五官三治大石八斗七升六合
内
田F'.-:]L l胡冶五石六斗九升三合
物成 捨大石九斗六合 免三ツ七分
同高 官式冶五石三斗八升弐合
物成 三槍七石六斗宅升五合 免三ツ
同高 百八拾六石宅斗九升六合
物成 田捨弐石八斗弐升五合 免弐ツ三分
阿南 す弐拾五石五斗九合
物成 弐捨五石宅斗弐合 免弐ツ
畑高 五拾三石七斗四升七合
内 管石八升四合 当麦毛那し
1-741-
,ー ･`ty tt-由 一J"
諾 忘 読 L
J
'1
い-1噂■l■畔 ~-
-'■中 細 -ヽ叫 式
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一 ･ . 叫 毎 叫
性 ､恵 与･ヰ叫 番 鴫 ノ
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物成 弐拾六石八斗七升四合 免五ツ
同高 三斗四升九合 夏毛都 し
物成 竜斗五合 免三 ツ
六口物成 百四拾九石四斗弐升七合
内
八升九合 樋守給
電斗宅升七今 宵蒙席数畑高弐斗
三升三合 免五ツ
拾大石三斗≡升 天明三改加損拾大石三斗
三升三合内≡合当荒分際
四斗五升宅合 天明≡改当荒田高八升弐合
免三 ソ畑高八斗五升壱合
､ 免五ツ
残物成 百三拾弐石四斗四升
麦成 拾大石八斗五升弐合 蒙免三ツ弐ji
内 八斗四升 御蔵
内 八石七斗宅升膏合 用捨麦
残褒成 八石膏斗四升宅合
夫米 七石九斗四升六合
口米 式石六斗畑升九合
又 八斗香合 ぬかわら代
定米合 百四拾三石八斗三升六合
内 五拾五石四斗 大歯米
右定進上者名主五八線薪小百姓入作満て寄合無甲乙合判
軌 来ル十一月中鮭滞急鹿皆済町仕侯,稽 死失人於有之者
為残 百姓共可上納 もの也
天明三才r/*十月廿八El
村田沓石衛門
印
■･
名主五人粗面惣百姓中
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L ･ これによって知られるように･開山藩で吐物威(本遺物成 )と夫米 ･口米 ･糠哉代の 3種の付加税
を総称して定米といい,これが一般にいわれる牢 Iiにもたるものであった｡この他に越上銀 ･万甜代
などの雑税があり,これらによって貢租が柵成されていた｡
年貢脚 の基準となる村高は検地によって決定書ttたO谷口澄夫 H.qL山離政史の研究l(昭和39
年,埼苛房発行,P126-129)によれば,岡山F&て比弛El利隆による慶長 9年 (I604),忠雄
(n:よる寛永 5年(1628)の検地が施行されているが,赤坂町内では検地帳仕全く現存 していない｡
Fq山渚の場合･村高に相当するものは免枇 記されている｢一高 ｣(朱印;I:=.Ill))と｢又高 ｣とを合
わせた｢二ロ高｣(地福 )である｡池田家文政てよれば,｢又高｣とは｢古よりノ定ル御印高之外,
村々二両年々田畠ヲ榊キ候高｣,すTL･わち新田前･改出高を合わせたもので,｢一高 ｣に｢又福｣を
加えた地高が｢当時村々田畑有姿之高｣すなわち柑橘の全生産丑を示すものであった｡2) この地高
は｢村-純一二ロ高｣と称され,免状にもこの｢二日高｣が用いられているO東窪田村の場合払 これ
が 571石6斗 6升9合であったoこの｢二ロ高｣から｢万引高｣といって,事故 ･その他で貢租賦
課の対象と壮なら夜いものが差 し引かれた｡｢万引高｣の内容は,上記の免状に托記されていないが,
一般に池床 .沸教 ･道教売ど公共に用いた土地,および川欠 ･川成 ･山崩などによって耕作不可能の
土地の高であ9,これは貢租の対象から壮免除されたのである｡したがって,｢二ロ高｣から｢万引
高｣34石 7斗9升 3合をひいた｢残高｣536百8斗 7升 6合(内,田高482石 7斗 8升 ･畑高
54石9升 6合)が実際の毛付高を示し, これに対して年貢が賦課されたのである｡
攻か｢直高｣壮一種の架空の高で,光政が絡磨く53万 5700石 )よ9,鳥取 (32万石 )に入対
した際朱印高が激減 したにもかかわらず,家臣薪と知行高給米をそのit維持しようとして設定され
たもので,寛永 9年(1632)岡山へ移封されてのちも,この先例に従い｢直TL:3J-｣51万石余を133J
出したといわれるoそのため,岡山帝の家臣の知行品はすべて｢直高｣で表わされているC3)
免の決定は:.岡山帯では部奉行によって｢郁切｣になされた｡免寮は,別 田の品位により段塔が設
けられてかD,それぞれの品位の田畑の毛付商(城右)に免率をかけて物成(本年買 )が釘出されて
いるQ東庄田村で仕この年すたわち天明3年の物舵の合計I.d田畑合わせて 119石4斗 2升 7合とな
ってお9,毛付亮の約 28帝が上納すべき年末高として脚 されたことになる｡ただし,実際の物成
の上納額はこの物成から樋守給 ･育愛蔵政畑Id.･,'妊加えて,銀地としての加税米と当落高計 16石 9斗
8升 7合を差し引いた｢残物成｣がそれに相当し,毛村高(｢残高｣)の約25%であった｡
岡山藩の年貢上納法の特徴の一つ払 ｢京成｣｢大豆成｣といって.残物戊のうちの一部を麦 ･大
豆で代納することを認めていることで,東陸別付の場合も,戯畑高 54石余に｢濠免｣3ツ2分をか
けた 16石8斗 5升 2合がこの麦成として首出されていふ なか,この年壮京成のうち半分のA石7
斗 l升 l合が｢用捨蓑｣となっているが, これ州 句山盛の救世紫の一つで,r掘安寿 .:(昭和 40年,
- 1JI.Z-
